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　　　Prologue　『二つの国の最終戦力』







「降こう伏ふくしろ」

「降伏なさい」

　白く輝かがやく冷気──

　目に映る樹も海りと大地のすべてが氷に閉とざされた世界で、剣けんを握にぎる少年と、鮮あざやかな王衣ドレスをまとう少女は同時にそう告げた。

「……帝てい国こくの剣士、名前を聞いておこうかしら」

「イスカ」

　剣を握りしめた少年が口早に答える。

　黒こく褐かつ色しよくの髪かみに、幼い頃ころからの過か酷こくな訓練で鍛きたえ上げられた体たい軀く。顔立ちこそ大人と呼ぶには物足りないが、一いつ対ついの剣──黒くろ鋼がねと白しろ鋼がねの剣を構えた眼まな差ざしは、まさに抜ぬき身の刃やいばさながらの鋭えい利りな光を湛たたえている。

「お前は？」

「アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世。もう気づいているでしょう？　帝国あなたたちが『氷ひよう禍かの魔ま女じよ』と呼ぶ星せい霊れい使いは、わたしのことよ」

　巨きよ大だいな氷ひよう晶しようの上に立つ少女。

　瑠璃ラピスラズリをちりばめたヘッドドレスによって素す顔がおは隠かくされているものの、樹も海りに響ひびくその声は凜りんと透すきとおり、気高き乙女おとめを想おもわせる。

　そして再び──

「あなたが、ネビュリスの星霊部隊をたった一人で追い詰つめたの？」

「お前が、帝国の兵器動どう力りよく炉ろをたった一人で破は壊かいしたっていうのか」

　少年と少女は、同時に言葉を発していた。

「……そうだ」

　先に頷うなずいたのは剣士の少年だった。

　少年の後方には、防ぼう弾だん装そう甲こうを組みこんだローブをまとう兵士たち。

　いずれもたった一いち撃げき──超ちよう絶ぜつ的な精度と速度で放たれた太た刀ちを受け、眠ねむるように意識を失っている。

「あなたは何者なの？　天帝直属護衛の『使徒聖』ではなく部隊の隊長格でもない兵士が、どうやったらネビュリスの星霊部隊を圧あつ倒とうできるのかしら」

「それはこっちの言い分だ」

　氷禍の魔女と名乗る少女と、そんな彼女を見上げる少年剣士。

「たった一人で帝て国きの拠きよ点てんに乗りこんだあげく、防衛を突とつ破ぱして動力炉を破壊するなんて。並の星霊使いにできるわけがない」

　古代氷河期を想わせる寒気と氷雪に凍こおりついた樹も海り。そして後方には、凍りついたまま原形なく押しつぶされた巨大な兵器動力炉。

　この天変地異にも等しい絶大な力を振ふるった者こそ、この少女に他ならない。




「お前は、いったい何者なんだ」

「あなたは、いったい何者なの」




　機械仕じ掛かけの理想郷『帝国』が鍛え上げた切り札──黒くろ鋼がねの後こう継けいイスカ

　魔女の楽園『ネビュリス皇おう庁ちよう』にて生まれた最高位の魔女──氷ひよう禍かの魔女アリス。

　対立する二大国の英えい雄ゆう。

　その二人が出会い、そして巡めぐる運命が始まる。










　　　Chapter.1　『少年と魔ま女じよ』
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　冷たく暗い牢ろう獄ごく。

　窓はなく、太陽の光が差しこむことは一いつ切さいない。

　照明もロウソクの光程度に絞しぼられて、鉄さびと埃ほこりの臭においがいつまでも淀よどんで残る陰いん湿しつな空間──それが少女の繫つながれた牢獄だった。

　カツッ、とこだまする足音。

「誰だれ？」

　囚しゆう人じん用のベッドから、少女は反射的に飛び起きた。

　ここで足音が聞こえるはずがない。この監かん獄ごくには看守が存在しないからだ。

　無人の監獄──それにはもちろん理由がある。

　一つは、三重の遠えん隔かく撮さつ影えいシステムによって監獄の内部が完かん璧ぺきに監視されていること。

　そして二つめが、この監獄に囚とらわれているのが、この少女も含ふくめ誰もが「魔女」・「魔人」と呼ばれる禁きん忌きの者たちであるからだ。

　──檻おりに捕とらえていても危険の度合いが高すぎる。

　──看守を配置すれば、その看守の命の保証ができない。ゆえに無人。

　なのに、この足音は？

　誰が、そして何の目的で近づいてくるのだろう。

「…………」

　反射的に身構えた。

　少女は星の未み解かい析せきのエネルギー『星霊』を宿して生まれ、魔女という蔑べつ称しようで恐おそれられた人間だ。そんな自分に近づいてくる相手が、喜ばしい報しらせをもたらすわけがない。

　個人的な報復？　それとも処しよ刑けい通告？

　半分は怯おびえ、半分は覚かく悟ごを胸に秘ひめながら足音が近づいてくるのを待って──

「しーっ、静かにしてて」

「え？」

　目が合うなり「彼」から告げられた一言に、少女は目を見開いた。

「いま外に出してあげるから」

　現れたのは少年だった。

　乱雑に切った黒褐色の髪をした十代なかばの少年。

　帝国兵が身につける戦せん闘とう衣を着用し、腰こしのベルトには一対の双そう剣けん──黒と白の鞘さやに包まれた二振ふりの剣が取りつけられている。

　……外に出してあげるって誰のこと？

　檻には一人しかいないのに、少女はその言葉の意味がすぐには理解できなかった。

「動かないで。格こう子しに近づくと危ない」

　剣けん閃せん。

　ただ一いつ瞬しゆんの光だけが、少女の目が捉とらえることのできた光景だった。

　牢獄の格子を斬きり裂さいた。その行こう為いに気づいたのは、粉々になった格子の破は片へんが、音を立てて通路に転がっていくのを目にしてからのこと。

「……うそ」

　魔女の星霊術でも砕くだけない合成鉄鋼。

　大型の金属加工機でも用意しなければ切断できないはずの鉄格子を、少年はいともたやすく切断してみせたのだ。

　それも、剣一本で。

　だが少女が驚おどろいたのはそんな離はなれ業わざ以上に、牢ろう屋やの格子を切断するという彼の行為そのものだった。

「……どうして？」

「どうしてって言われても、この檻を斬らないと君が脱だつ出しゆつできないし」

「……わたしを……逃にがすの……？」

　ひと一人が通れるだけの穴があいた格子を見つめ、少女は目を瞬しばたたかせた。

「あなたは帝国の剣士でしょ。それに左ひだり腕うでの腕わん章しようは使徒聖……帝国の最高戦力がどうしてこんな場所に」

「よく知ってるね」

　剣を鞘に収めながら、暢のん気きともいえる様子で頷く少年。

「ネビュリスの星霊使いは、帝国の階級まで知ってるんだ？」

「……だって」

　顔を伏ふせる少女。不安と困こん惑わくとが混じりあったまなざしで。

「わたしとあなたは敵同士だもの。敵国のこと知ってて当然だから……なのに、わたしを逃がすってどういうことなの」

　上うわ目め遣づかいにそう訊たずねる少女に。

　少年の答えは──

「君、まだ十三か十四でしょ。もっと下？」

「……え？」

「十二歳だったとしたら僕より三つ下だね。あ、もうすぐ四つ下か」

　少年の国と少女の国は、百年以上にもわたる戦争を続けている。

　拘こう束そくされた魔女に慈じ悲ひが与あたえられることはなく、捕ほ虜りよに性別も年ねん齢れいも関係ない。そのはずなのに。

「拘束された君をたまたま見かけて、気になってた」

「……？」

「星霊使いだって、星霊反応も弱い君みたいな子まで片かたっ端ぱしから投獄するやり方はどうかと思うから」

「……それが帝国あなたたちのやり方でしょ」

「うん。だから、こうやってこっそり逃がすしかできない。僕も今回が初めてなんだけど、うまくいったら君以外の子も逃がせるかなって」

　牢獄の外から手招き。

「早く。監視設備のシステムは止めてあるけど、たぶん数分で復旧する」

「あ……」

　手を握にぎられて、少女は小さく声をもらした。

　魔女と呼ばれて忌いみ嫌きらわれている自分に接する恐きよう怖ふはないのだろうか？　怖こわくなかったとしても嫌けん悪お感はないのだろうか？

「早く。向こうの通路まで走るよ」

　手を握られたまま無人の通路を走る。少年に導かれるまま通路を進んで、たどりついたのは獄舎に設置された非常扉とびらだった。

「ここを通れば帝てい都との外れに着く。あとは人の流れにそっていけば繁はん華か街がいに出るから、電光掲けい示じ板ばんの案内を見て進んで。循じゆん環かんバスに乗って中立都市を目指すといいと思う。はいコレ。少ないけど」

　軍用非常食である乾かんパンと、帝国銀貨。それを手のひらに押しつけられた。

　ありがとう、とは言えなかった。

　あまりにも話が出来すぎて罠わなかと思ったからだ。敵国の虜りよ囚しゆうを脱獄させるだけでなく、金銭と食事まで気にかける帝国兵など聞いたことがない。

「さ、行って」

「…………」

　不安に思いながら、それでも「逃げたい」という気持ちに押されて少女は駆かけだした。

　非常扉から監獄の外へ。

　帝都のゲートから循環バスを経由して帝国領外へ。そこからさらに同志が集つどう拠点へと向かって、故郷のネビュリス皇庁へ。慣れ親しんだ自国の空気に触ふれてから──

「……本当だったんだ」

　少女は、あの時の少年の言動が罠でなかったことを知った。

　だが翌日。

　帝国で起きた異例の事件が、少女のネビュリス皇庁にまで広がることになる。

〝史上最年少の『使徒聖』イスカ〟

〝魔女脱獄手配の国家反逆罪により逮たい捕ほ。終身禁きん固こ刑けいの処断が下る〟

「うそ……」

　配られる情報誌を握りしめて、少女は小さく身み震ぶるいした。

　なぜ。どうして、敵であるわたしの為ために？

　何が彼をここまで突つき動かしたのか。その理由がわからないまま、少女はその場に呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。




　──それが『現い在ま』からちょうど一年前。

　異例の魔女脱獄事件から一年を経た現い在まにおいて。

　世界は再び、少年の名を思いだすことになる。

　黒鋼の後こう継けい者しやイスカ、そして氷ひよう禍かの魔女アリスの邂かい逅こうをきっかけに──
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『受刑者イスカを、釈しやく放ほうする』

　帝国議会──世界最大領土を誇ほこる「帝国」の最高意思決定機関において、一つの議題が議決された。

『顔を上げたまえイスカ。一年ぶりの外界だ。久方の陽ひを浴びた気分はどうかね？』

「……眩まぶしいです」

　両手両足に拘束具をつけた姿で、少年──イスカは天てん蓋がいからの日ひ射ざしに目を細めた。

　広大な議会場。

　その中心にある壇だんに立った姿で、自分を見下ろす八人の男女を順に見回す。

　八大使徒。

　帝国議会を統とう括かつする八人の最高幹部。本人たちは議会に姿を見せず、そのおぼろげな顔の輪りん郭かくだけが、正面の壁かべに設置されたモニターに写っている。

『晴れた面おも持もちではないようだが？』

「……半分、信じられない。僕は釈放されるんですか？」

『結構。自身が犯おかした罪の重みは自覚しているようだ。我々が捕らえた魔女を君が脱獄させた事件。あれは大きな痛手だった』

『今回わたしたちは、あなたにその大罪を償つぐなう機会を用意したわ』

「どういうことですか」

　反射的に眉まゆをひそめる。一年前、魔女脱獄事件の犯人として投獄され、使徒聖の地位を剝はく奪だつされた時には、終身禁固の投獄だと言い渡わたされた。

　……それがどうして釈放？

　たった一年での釈放なんて話がうますぎる。目の前のモニターに写る八大使徒はそんな慈じ悲ひ深ぶかい相手では決してない。

「恩おん赦しやを与えるかわりに、僕が何かの任務に参加する……？」

『察しが良い。魔女脱獄事件の手て筈はずもそうだけど、頭の回りは悪くないようね』

　低く嗤わらい声をもらす八大使徒。

「僕は、剣しか使えません」

『その自己申告はいささか正確さに欠けるな。こう言い換かえるべきだろう。剣しか使えないのではなく、剣さえあれば十分だと』

　皮肉ではない。世界最大国家の最高権力者たちが、たった一人の少年を議会に呼びだし、直じき々じきに命令を下す理由がここにある。

『本題だ。我々が君に命じるものは特別大したものではない。君に、自分の為なすべきことをしてもらう。つまりは魔女の打だ倒とうをね』

「魔女？」

『ネビュリス皇庁に潜せん伏ぷくさせている諜ちよう報ほう員いんからの情報だよ。皇庁が、帝国の拠きよ点てんに一人の魔女を派は遣けんすることを決定したとのことだ』

「それは……前線じゃ日常茶飯事の気がします」

『ただの魔女ではない。大魔女ネビュリスの直系たる「純血種」だ』

「純血種が!?」

　八大使徒が告げた単語に、イスカは思わず目をみひらいた。

「……強敵ですよ」

『だからこそ君を釈放するのだよ』

　淡たん々たんと言葉を続ける八大使徒。

『かつて我らが帝国を火の海に変えた大魔女ネビュリス。その血族が代々「純血種」と呼ばれ、強力な星せい霊れいを宿していることは知っているだろう？』

「はい。もう何度も戦っていますから」

『今度の相手は、その中でも特に強力な相手だ。氷禍の魔女──一年前、君が獄ごく中ちゆうにいる間に、ユベル北方前線をたった一人で突とつ破ぱした。我々の配置していた最新兵器までネビュリス皇庁に奪うばわれてしまったよ』

「……あのユベル前線を一人で？」

　イスカが獄中にいた時に、噂うわさだけは聞いた覚えがあった。

　とてつもない星霊を宿した魔女が現れたと。

『正面からの戦せん闘とうでは使徒聖であっても苦戦を強しいられるだろう。かといって前線に駐ちゆう在ざいしている部隊では心こころ許もとない。そこで君の出番というわけだ』

『史上最年少の使徒聖イスカ、期待しているわ』

「……元・使徒聖ですよ。一年前の事件で降格処分を受けたばかりです」

　十五歳で天帝直属護衛にまで上りつめた部隊兵。

　異例の昇しよう進しんとして讃たたえられた英えい雄ゆうになる……はずだった。

『君がその気ならば使徒聖の座とてすぐに取り返せるだろう。なにせ帝国最強のあの男に師事し、星剣を承しよう継けいした「黒くろ鋼がねの後継」なのだから』

　イスカの足あし下もとの床ゆかが割れ、そこから機械じかけで台座がせり上がってくる。

　──一いつ対ついの双そう剣けん。

　黒鋼の鞘さやに収まっている剣と、白鋼の鞘に収まっている剣。

『君があの男から継承した星剣だ。受け取りたまえ』

「いいんですか？」

『この剣は、適格者が振ふるう時にしか力を発動しない。君一人のための剣だ』

　と同時に。

　イスカを拘束していた手て錠じようと足あし枷かせが、音を立てて外れていった。

『イスカ、君は今この瞬しゆん間かんから自由の身だ。前線への護送車両を十七時間後に手配する。それまでに準備を整えたまえ。必要なものがあれば用意しよう。武装、人材、資金、食料、医い療りよう、我々は君にすべてを与える』

　すべてを与える。

　そんな破格の待たい遇ぐうとも言える提案に、イスカは迷わず即そく答とうした。

「部隊に欲ほしいメンバーが三人います」

『聞こう』

「部隊長にミスミス・クラス、狙そ撃げき手しゆにジン・シュラルガン、そして機工士に音ネ々ネ・アルカストーネ。この三人を招集していただけますか」
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　帝都第二セクター。

　重じゆう厚こうな鋼鉄の市し壁へきに囲まれた帝都で、もっとも賑にぎわいをみせる商業区域。その広場前の一角に位置するレストラン『火薬基地パウダーベース』で──

「音々ちゃん、ワシらどこに座ればいいんじゃ？」

「音々ちゃん、俺らの頼たのんだ飯がまだこないんだけど」

「音々ちゃん──」

「はいはい！　いま行くってば！」

　厨ちゆう房ぼうの隅すみで齧かじっていた昼食のパンを飲み下し、音々はあわてて立ち上がった。

　畳たたんであった従業員用のエプロンを羽織って、大勢の来客で賑わうレストランの客席へと走っていく。

　音ネ々ネ・アルカストーネ──

　ボリュームのある赤あか髪がみを結ゆわえたポニーテールと大おお粒つぶの青の双そう眸ぼう、そして朗ほがらかで快活な笑え顔がおが印象的な十五歳の少女だ。健康的に引き締しまった肢し体たいに、運動用のタンクトップと太ふと股ももが露ろ出しゆつしたホットパンツというスポーティーな恰かつ好こうがよく似合う。

「はいはーい、お客様お一人で…………あっ！」

　レストランの入り口に立つ銀ぎん髪ぱつの少年。

　その姿を見るなり、音々は声を弾はずませて彼のもとへと駆け寄っていた。

「ジン兄ちゃん!?　わわっ、嬉うれしいな。音々に会いに来てくれたの？」

「ついこの前も会ったばかりだろうが」

「えー？　じゃあお客さんとして？　それならあと一時間くらいするとお客さんも減っていい感じにお店が空くよ。今日の日ひ替がわり定食は、ええと」

「あいにく食事は済ませてきた」

　上うわ目め遣づかいの音々に、こちらは淡々と醒さめた口調で返す少年。

　ジン・シュラルガン。

　逆立てた銀髪に、鋭えい利りな灰色の双眸と精せい悍かんな面立ちをした少年だ。光学繊せん維いを編みこんだ灰色の戦闘衣に身を包み、左ひだり肩かたには狙撃銃じゆう入りのトランクケースを担かついでいる。

「じゃあ今日はどうしたの？」

「伝言だ」

「へ？」

「アイツが釈放された。今、一年ぶりに寮りように戻もどって大急ぎで支し度たくしてる」

　ジンが口にした言葉に、音々はしばらく視線を宙にさまよわせ、そして。

「……あ！」

　何かを思いついたように目を輝かがやかせた。

「それってまさか」

「イスカだ」

「うそぉぉぉぉっぉっっ!?　え、ホント？　噓うそじゃないよね？」

　レストラン中に声が響ひびくのも忘れて絶ぜつ叫きようしてしまう。

「喜ぶ暇ひまがあれば準備しろ」

「そっか、準備ってお祝いの準備でしょ？」

　跳とびはねて喜ぶ音々に、けれどジンは無愛想な声こわ音ねを変えないままで。

「明日あしたの朝ゼロ時発だ。護送車で前線に向かう」

「……へ？　護送車両？　前線？」

「出兵だ」

「え!?　ちょっと待ってジン兄ちゃん！　音々ちょうど夜までアルバイトだよ!?」

「諦あきらめろ。お前がまともな仕事につくのは夢のまた夢だ」

　溜ため息いきにも似た息をついて、ジンがさっと背を向ける。

「帝てい国こくとネビュリス皇庁が、このろくでもない戦争を続けるかぎりはな」
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　帝都軍用ゲート。

　薄うす墨ずみ色に染まった夜の帳とばりが帝都に降りるなか、監かん視し塔とうの照明が正面の大ゲートを眩まぶしく照らしだす。

　そんな地上からふと見上げた空には、うっすらと星明かりが瞬またたいていた。

「寒っ」

　首筋をなぞる夜風に身をふるわせる。

「……朝あさ陽ひもそうだったけど、こんな星空を見るのも一年ぶりだなぁ」

　風よけに戦闘衣の襟えりをそばだてて、イスカは小さく苦く笑しようをこぼした。

　もう朝陽も夜空も見れないと思っていた。

「外に出たところで命がけの戦いが待ってるだけだから、獄ごく舎しやで一生を過ごす方が安全で良かったって後こう悔かいするかもしれないけど……っさ！」

　背負っていたバックパックを護送車の荷台に放ほうり投げる。

　どしんと迫はく力りよくある音が響くが、イスカの荷物はこれでも軽量な部類だろう。

　武器は手持ちの剣のみで、あとは医療品や小型の通信設備。狙撃手はこれに自前の銃と大量の弾だん薬やくが加わり、情報官は大型の通信機器を背負うことになる。

「ええと今──」

「集合時間まであと四分三十秒だ」

　イスカが振り返った先に、街灯に照らされて浮うかび上がる銀髪の少年の姿。

　左肩にトランクケースを背負った狙撃手だった。

「や、ジン。昼間は助かったよ。音々とミスミス隊長に連れん絡らくしてくれて」

「お前の急な話は慣れっこだ。一年前、お前が一人で勢いあまって魔ま女じよ脱だつ獄ごく事件を引き起こした時みたいにな」

「うっ……だ、だからそれは今朝も謝ったじゃん」

「ツメが甘い。『何をするにも確実に成功する手段で。確実が見込めないなら時を待て』。師し匠しようにあれほど言われてたのにな」

　おおげさに溜息をついて、ジンが荷物を車内に放り投げる。

「お前が逮たい捕ほされた時の二人の動どう揺ようっぷりは、もうこの世の有様じゃなかった」

「音々とミスミス隊長？」

「そのぶん釈しやく放ほうの報しらせに喜んでたけどな。ほら、噂をすれば」

　ジンが視線で示す先から、凄すさまじい勢いで近づいてくるヘッドライトの輝き。それは、濛もう々もうと砂すな煙けむりをあげて走ってくるバギーだった。

　兵の多くが寝ね静しずまった夜に響きわたるブレーキ音。

「イスカ兄にい、釈放おめでと──────────っ！」

　バギーが停車するより先、赤髪をポニーテールに結わえた少女が車から飛びだした。

「おめでとうおめでとうおめでとう──────────っ！」

「音々!?」

　抱だきついてくる音々を受けとめる。

「そんな大喜びされても……そりゃあ心配させて悪かったとは思ってるけど」

「ううん、イスカ兄は悪くない。それよりよかったよぉ」

　ぐすんと涙なみだを浮かべて上目遣いに見つめてくる音々。

「音々がイスカ兄のことどれだけ心配したかわかってる!?　一か月は食事も喉のどを通らなくて、三キロは瘦やせたんだから」

「その反動で、焼き肉ヤケ食いして五キロ太ったくせに」

「ジン兄ちゃん何で知ってるの!?」

　ぼそっと口にするジンに耳ざとく音々が振り返る。

「……あ、隊長も来たみたい。おーい隊長ってば、こっちこっち！」

　音々が手を振ったのは繁はん華か街がいの方向だ。

　深夜にもかかわらず煌こう々こうと明ネかオりンが灯ともっている街を背景に、帝国の戦せん闘とう衣を着た小こ柄がらな少女が通りを走って近づいてくる。

「み、み、みんな───っ……はぁ……っ、はぁ……ご、ごめんね遅おくれて……」

「……相変わらず走るの遅おそいな」

　呆あきれた様子でジンが溜息。

　背負ったリュックが重いのか、はたまた体力不足だろうか。走ってくる少女の足取りは今にも倒たおれそうなくらいにふらついている。

「ジン、隊長って相変わらず？」

「変わりないな。悪い意味で」

　ぽて。

「あ、転んだ」

　ぽつりと呟つぶやく音々。
















　段差も小石も何もないところで大きく転てん倒とうする彼女。それでも立ち上がる──思いきや、なぜか彼女はその場にしゃがみこんでしまって。

「……ぐすん。ごめんね……アタシ、なんでこんなに運動音おん痴ちなんだろ、いつも部下にも上司にも怒おこられてばっかりだし。私、やっぱり軍隊って向いてないのかな。ねえ電柱さん。電柱さんもそう思う？」

　なんと少女は、目の前の電柱に向かって話し始めた。

「……隊長辞やめようかな」

「辞めるなぁぁぁぁぁっっ!?」

　思いきり不ふ穏おんな発言を口にする少女へ、大おお慌あわてで駆かけよるイスカ。

「帰っちゃダメですよ隊長！　ていうかここまで来て挫ざ折せつしますか普ふ通つう!?」

「あ、イスカ君だぁ」

　イスカの呼び声に、小柄な少女がさっと表情を明るくした。

　音々よりも小柄な背せ丈たけに、子供っぽい愛あい嬌きようと笑顔にあふれた面おも立だち。色素の薄い青色の髪はゆったりと外向きにウェーブがかかっていて、血色の良いこぶりな唇くちびるといい、幼げで愛らしい印象に満ちている。

「わぁ、すごい久しぶり。背、少し伸のびたんじゃない？」

「そ、そうですか」

「うんうん。アタシも背を伸ばしたくて毎日ミルク飲んでるんだけど、やっぱりアタシみたいな女の子じゃ身長も勝てないなぁ」

「なにが女の子だ。もうそんな歳としじゃねえくせに」

「な、何をいうのジン君!?」

　さりげなく会話に混じってくるジンに眉まゆをつり上げる小柄な少女……いや女性。

　ミスミス・クラス部隊長──十五歳の音々よりも年下に思えるが、実は彼女こそ一番の年長者である。

「アタシまだ二十二歳だしぃー。昨日だって映画館は子供料金で通れたんだから！」

「……隊長、そこは素す直なおに大人料金で観みません？」

「あぁ、だけど嬉しいなぁ」

　ほろりとこぼれた涙を指先でぬぐうミスミス。

「イスカ君は相変わらず素直で良い子だし、音々ちゃんはますます可愛かわいく綺き麗れいになって、ジン君の口の悪さも今日だけは懐なつかしいよ」

「おい待て──」

「防衛機構Ⅲ師・第九○七部隊、一年ぶりに再結成だね！」

　何か言いたげだったジンには気づかずに、ミスミス隊長が元気に拳こぶしを振ふりあげた。

「それでそれで？　いきなり出兵命令が来たけど、今回はどんな任務なの？」

「魔女討とう伐ばつ。防衛機構Ⅲ師オレらのぶたいなんてソレしかないだろ」

「え？」

　ジンの簡潔な答えに、ミスミスがはたと動きを止める。

「標的は大魔女ネビュリスの直系『純血種』──氷ひよう禍かの魔女って言えば隊長もわかるだろ。ここ最近になって現れた大物だ」

「氷禍の魔女ぉっ!?」

　叫さけぶやいなや、顔を真っ青にしてがくがくと震ふるえだした。

「イ、イイ、イスカ君それ本当なの!?」

「はい。どうも僕が釈放された理由が、その星せい霊れい使いを捕つかまえるためらしくて」

「……あちゃぁ」

　部隊長の少女が頭を抱かかえてしまう。

「イスカ君、それ、八大使徒にはめられたんだよ……」

「どういうことです？」

「そもそも氷禍の魔女ってイスカ君が投獄された後に現れた星霊使いだから、イスカ君が知らないのも当然だよね」

　緊きん張ちようをはらんだ表情でミスミスが言葉を続ける。

「最初に現れたのはユベル北方前線だったかなぁ。あの前線をたった一人で破って無傷で帰き還かん。三か月前にヴィリル平原に現れた時は使徒聖が派は遣けんされたけど、それでも捕とらえることができなかったって。まだ情報は少ないけど、歴代の星霊使いでも最上位の強さって噂うわさなの。ね、ジン君？」

「だが逆に、向こうもイおスまカえっていう兵士を知らない」

　狙そ撃げき銃じゆうのケースを背負い直すジン。

「幸か不幸か、お前の情報はネビュリス皇庁にもほとんど伝わってない。使徒聖に上がったものの、一度も戦場に行かないまま下級兵に降格したからな。向こうからすれば単なる雑兵でも、蓋ふたを開けてみれば使徒聖級の強さで襲おそってくることになる。つまり──」

「油断をつける？」

「っていうのが八大使徒の思おも惑わくだろう。とはいえ一度は投獄したお前に縋すがるわけだから、お偉えら方がたとしても本気で手を焼いてるんだろうな」

「氷禍の魔女か……」

　吹ふきすさぶ風に背を押されるかたちで、イスカは護送車の後部座席へ乗りこんだ。

「イスカ兄、もう出発する？」

　意い気き揚よう々ようと運転席に座るのは音々だ。

　片手で操縦桿ハンドルを握にぎりしめ、もう片方の手で通信用の機器を摑つかみとる。

「こちらⅢ師・第九○七部隊。出発しまーす！　ほらミスミス隊長も乗って乗って」

「わわっ、待ってよ音々ちゃん！」

　動きだす車両に慌あわてて飛び乗る部隊長。

「イスカ君、ほ、本当にこの任務やるの……？」

「もちろん。僕にとってもこれは機会チヤンスだから」

　猛もう烈れつな速度で帝てい国こく寮りようの出口を抜ぬけて、装そう甲こう車しやが砂地の車道を進んでいく。

　二重ガラスになった窓から帝都の明かりをぼんやりと見つめながら、イスカは小さく、だが確かな決意をもって頷うなずいた。

「……イスカ君もしかして、この任務に失敗したらまた投獄されちゃうの？」

「それは考えないようにしてます」

　控ひかえめにたずねるミスミスに、微び苦く笑しよう。

「このどうしようもない戦争に終しゆう止し符ふを。一年前も今も、僕が考えてるのはそれだけです」
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　およそ百年前。

　単一要よう塞さい領域「天帝国」──

　通つう称しよう「帝国」と呼ばれる大国が、世界の覇は権けんを握っていた。

　高度機械化文明とともに繁はん栄えいした帝国は、だがある日「星の秘密」に触ふれてしまった。

　地質調査部隊が地下深くで発見したソレは。

　──星の深部から噴ふきだす未解析エネルギー『星霊』。

　ソレがなぜ星の内部に眠ねむっていたのかは現代でもわかっていない。ただ確かなことは、星霊が人間に憑ひよう依いする性質を持っていたことだ。

　最初は、星霊の噴ふん出しゆつを浴びてしまった地質調査部隊が。

　それに続いて、星霊を研究していた研究者が。

　星霊を宿した人間には身体からだの一部に正体不明の痣あざが生まれ、それと共に、まるでお伽とぎ話ばなしにある魔ま法ほうさながらの法力が宿った。

　不気味な痣と、超ちよう常じようの力。

〝……怪かい物ぶつだ〟

　星霊を宿した少女や女性は「魔女」、少年や男性であれば「魔人」。

　その強大すぎる力に怯おびえた帝国の民衆が、星霊を宿した者たちへの迫はく害がいを開始するまで、時間はさほどかからなかった。

　だが一方、迫害された者たちの間でも帝国に対する憎ぞう悪おが膨ふくれあがっていった。

　帝国への反旗。

　最強の星霊を宿した少女──大魔女ネビュリスが帝国を火の海に変え、星霊を宿した者だけが住まう新たな国家『ネビュリス皇庁』を建国したのだ。

　星霊を危険視し、魔女・魔人を根絶せんとする帝国。

　星霊を人類の新たな可能性と謳うたい、かつて祖先が受けた迫害への復ふく讐しゆうという執しゆう念ねんに取り憑つかれたネビュリス皇庁。

　世界二大国の争いは、百年後の現代でも鎮しずまる気配を見せていない。




「──アリス様」

　控えめな仕草で肩かたに触れる従者の手に、金きん髪ぱつの少女はふと我に返った。

「大だい丈じよう夫ぶですか。何かお具合でも？」

「ううん。ごめんなさい、少し考えごとをしてただけ」

　吹きすさぶ突とつ風ぷうになびく横よこ髪がみを手でおさえつけて、従者の少女へと振り返る。

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世──

　王衣ドレスを羽織った見み目め麗うるわしい少女だった。

　陽光に輝かがやく金髪は絹糸のように風に流れ、紅玉ルビー色の双そう眸ぼうは凜り々りしく力強い。

　その肢し体たいは白磁のように白く透すきとおり、整った目鼻立ちと、血色のよい唇や頰ほおの紅べに色が気品ある色気を醸かもしだしている。

「ありがとう燐リン。ちゃんと集中しないとダメよね」

「いえ。アリス様にもお考えがあってのことでしょうし、問題ありません」

　微苦笑で応こたえるのは、明るい茶髪を左右にわけて結んだ少女──燐だ。

　燐・ヴィスポーズ。

　ネビュリス王家に仕えてきた従者の一族にあたる少女。皇庁の姫ひめであるアリスの側近であり、唯ゆい一いつの親しい話し相手でもある。

「あとどれくらいかしら？」

「国境は越こえました。あとは戦地へ向かうだけです。半刻とかかりません」

　高度二千メートル。

　アリスと燐が乗っているのは一羽の巨きよ大だいな怪かい鳥ちようだ。怪鳥が羽ばたくたびに風が吹きあれて、アリスの髪と王衣ドレスを大きくなびかせる。

「帝国の長ちよう距きよ離り射しや撃げきにいつ狙ねらわれるかわかりません。お気をつけて」

「もう慣れたわ」

　余よ裕ゆうすらうかがえる言葉とは裏腹に、アリスは無言で唇くちびるを嚙かみしめた。

「もう慣れっこよ……銃で狙われるのも、『氷禍の魔女』って罵ののしられるのも」

　大魔女ネビュリスが建国したネビュリス皇庁。アリスは現女王の次女にあたる歴れつきとした王位継けい承しよう権者である。

　と同時に、十七歳にして皇庁の切り札と謳われる星霊使いだ。

　帝国では魔女・魔人という蔑べつ称しようが使われているが、アリスの祖先は帝国からの独立後、自らを星霊使いと呼称するようになった。

「燐、わたしの狙いはいつもと同じ？」

「はい。帝国が設置している前線拠きよ点てんの破は壊かいです」

　左右のおさげを勢いよくなびかせながら、燐。

「前線で戦っている同志から、帝国が新型の兵器動どう力りよく炉ろを建設中との情報を受けています。完成してしまうと、中距離程度の射程をもった兵器が一方的にこちらの拠点まで届いてしまい、後退せざるを得なくなります」

「完成する前に壊こわすのは簡単だけど……いっそ、このまま帝国領内に攻せめ入っちゃうのはダメなのかしら。わたしとあなたなら楽勝なのに」

　アリスにとっての不満のタネだ。

　星霊使いの中でも特に強大な星霊を宿し、一人でも戦せん況きようを左右できる力が自分にはある。なのに女王である母がアリスに与あたえる命令は、敵の拠点を破壊し、破壊後は速すみやかに帰還せよというものばかり。

「なんでお母様は、わたしの突撃を認めてくださらないのかしら……わたし、もう一人前の星霊使いなのに」

「アリス様がそう仰おつしやるのを、女王様はすごく心配してましたよ」

　ふっ、と口元に手をあてて笑う燐。

「アリス様は将来の女王候補なんだから。本当なら敵てき陣じんへの突撃ではなく帝てい王おう学を学ばれるべきなのです。戦いの合間にお芝しば居いやコンサートに足を運ぶんじゃなくて、城で勉学に努めてほしいといつも言われているではないですか」

「あんな退たい屈くつなのゴメンよ。帝王学なんて世界が平和になってから勉強すればいいの」

「もちろん、その考え方も一理あると思います」

「そうでしょ？」

　うなずく燐に微笑で応じる。

　だがすぐに口元の微ほほ笑えみをぬぐい去り、アリスは強い意志を秘めた口調で宣言した。

「まずは帝国打だ倒とうよ。わたしがあの国を倒たおして、誰だれも迫害を受けない世界を作る」

　赤土が広がる平野。

　その先に、地平線を埋うめつくす広大な森林が見えてきた。




　　　　　　　５




　ネウルカの樹も海り。

　帝国とネビュリス皇庁の境界線にあたる。

　その特とく徴ちようは、高さ三十メートルにまで成長するネウルカの樹き。

　百年前から続く戦争で世界の森林の十五パーセントが焼しよう失しつしたと言われるなか、戦せん火かを免まぬかれてきた稀き少しような樹林帯でもある。

「……ふわぁ、大きな樹だねぇ」

　空を衝つくように伸のびるネウルカの樹を仰あおぎ、ミスミスがぽかんと口にした。

「こんな大きな樹、アタシ初めて見るよ」

「ミスミス隊長、前に僕とこの基地に来たはずですけど。別の作戦で」

「あれ、そうだっけ？」

　首をかしげる青髪の童顔女性に、イスカは首を傾かしげてみせた。

「まさか忘れちゃったんですか。あの時の作戦すごく苦労したのに」

「え!?　あはは……そ、そんなことないよ。アタシだって任務で来た場所くらい覚えてるもん。いやぁ懐なつかしいよね。このシュヴァルツ平原」

「名前ちがうしっ!?　この森のどこが平原ですか！」

「じょ、冗じよう談だんだって！　もちろん完かん璧ぺきに覚えてるから！」

「……すっごい不安」

「へいきへいき。アタシに任せておきなさいってば！」

　口元を引き締しめる隊長。

「ところでイスカ君、アタシ早さつ速そくこれが気になってるんだけど」

　緊きん張ちようぎみに彼女が見つめる先には、けたたましい駆く動どう音おんを響ひびかせる機械炉があった。

　兵器動力炉。

　外見は、巨大な焼しよう却きやく炉に酷こく似じしているだろうか。

　帝国の部隊が所持する大量製造品の重火器とは別に、帝都の研究室で個別に設計され、特とく殊しゆ製造される破壊兵器──それを動かすためのエネルギー供給源だ。

「これ新品だよね？」

「そうだと思います。僕たちが前に来たときにはこんな物なかったから」

　ミスミスの隣となりで動力炉をじっと見上げる。

　ネウルカ戦略基地。

　この樹も海りに設営された拠点である。

　ネビュリス皇庁が星せい霊れい部隊を配置する前線までわずか三千メートルという位置にあるが、まわりの巨木のおかげで拠点の存在を隠かくすことができる。

「なんでだろ。こんなに大きな炉があるのに配置部隊が少ないよ？」

　蒸気を放出して駆動を続ける動力炉。

　その周りにはテントと通信拠点。慌あわただしそうに通りすぎていく部隊の姿があるものの、ミスミスが言うように戦略基地としては人が少ない。

「ああ、それはきっと──」

　イスカが言いかけた矢先。

「ただいま戻もどりましたぁっ！」

　大樹の間から、赤髪を結ゆわえた少女がひょっこりと顔を出した。

「わっ！……ビックリしたぁ。音々ちゃん脅おどかさないで」

「護送車の引き渡わたし完かん了りようしたよ。あと向こうのテントでここの指揮官さんも発見。挨あい拶さつがてらお話ししてきたんだけど、この炉ね、未完成なんだって」

　音々が、コンコンと動力炉の外装を叩たたいてみせる。

「まだ実験段階だから音がすごいもんね。本当だったら完成してるはずだったんだけど、最近は襲しゆう撃げきしてくる星霊使いが多いせいで、動力炉の完成より前線の防衛に人数を割さいてるんだって。拠こ点こにいる人が少ないのもそういう理由みたい」

　あどけない瞳ひとみの奥に知的な輝きを灯す少女。

　超ちよう一級の機工士でもある音々は、士官学校に配属される傍かたわら、果てなき研究心によって次々と論文を発表し、帝てい都との制圧兵器開発部局から異例のスカウトを受けている。

　イスカとジンと一いつ緒しよに部隊を組む──

　その要望さえなければ、今ごろ音々は帝都の専任開発者になっていただろう。

「もともと変だと思ったの。この動力炉、駆動中にしたって振しん動どうにブレがありすぎるし、駆動音にも雑音が入ってたから」

「へぇ、さすが音々ちゃん」

「あとは排はい気き口こうから漏もれてる蒸気の色と臭におい。加圧装置が稼か働どうしているのに制せい御ぎよリングがほとんど上限いっぱいで固定されてるし、七つの制御ランプのうち三番目と七番目が同時点灯してるのも正常稼働の時には不自然で。極きわめつきは──」

「……も、もういいよ音々ちゃん？」

　留とどまることを知らない音々を鎮しずめるミスミス。

　そんな二人の横で。

「…………」

「イスカ兄、どうしたの？　じっとしてて」

　不思議そうに尋たずねる音々に、イスカは目の前の動力炉を視線で差ししめした。

「これが完成すると、またたくさんの星霊使いが傷つくのかなってさ……」

　星霊の力は、通常の人間からすれば魔ま法ほうに等しい。

　その性質や能力は千せん差さ万ばん別べつだが、強力な星霊になると帝国部隊が有する銃じゆう器きが歯が立たないことも珍めずらしくない。そういった星霊使いに対たい抗こうするための兵器であることはイスカもわかっているのだが……

「悪あく循じゆん環かんだ」

　そう言ったのは、肩かたに狙そ撃げき銃じゆうを担かついだジンだった。

「帝国こつちが動力炉を作る。それを破壊しに皇庁むこうが襲撃してくる。こっちが倒れる。反撃用にさらに強力な兵器と動力炉を開発する。星霊使いが倒れる。百年間その繰くり返しで世界は成り立ってきた。……ってのは、師し匠しようの受け売りだけどな」

　一度大きく溜ため息いき。

「戦争のキッカケが何であれ、今もこの戦争が長引いてる理由ってのは最終的に感情論だ。ここまで長引くと誰もこの戦争を理り屈くつじゃ止められない。恨うらまれ役を買ってでも、誰かが無理やり断たちきる以外にないんだよ」

「断ちきる、か……」

「誰かさんの考える和平交こう渉しようもその一つだな。出来る出来ないは別として」

　音々の前を通過するジンがぴたりと足を止めた。

　自分イスカの前で。

「今さら言うまでもないが、ネビュリス皇庁ってのは大魔女ネビュリスの子孫が女王になる国だ。理由は、その王家の血脈がどいつもこいつも強力な星霊を宿してるからって推測されてる」

　星霊使いの頂点とされるのが、大魔女ネビュリスの直系だ。

　ネビュリス王家の一族は他の星霊使いと比ひ較かくにならないほど強大な星霊を宿すことが多く、帝国議会が「純血種」と呼んで特別な警けい戒かいを行っている。

「その純血種を捕獲する。まあ普ふ通つうは考えつかないよな、隊長？」

「う、うん……難しいよね……たぶん他の星霊使いを十人捕つかまえるより難しいから」

「十人どころか千人捕まえるより難しい」

　おずおずと答える隊長の言葉に、さっと首を横にふる狙撃手。

「百年続くこの戦争で純血種を捕とらえた記録が一度としてない。歴代の使徒聖でさえ追い返すので精せい一いつ杯ぱい。それくらいネビュリスの血族は桁けた違ちがいに強い」

「だからこそ──」

　ジンの言葉に続けるかたちで、イスカは小さく頷うなずいてみせた。

「純血種を捕まえられれば、ネビュリス皇庁も和平交渉に応じざるを得ないと思う」

「もう千回は聞いてる」

　十年来の友人の応こたえは、呆あきれ混じりの溜息だった。

「現状、帝国もネビュリス王家も和平なんて頭にない。だったら向こうの要人を捕らえて、それを脅しに強制的な和平交渉に持ちこめばってのがイスカの発想だな」

「……でもジン君？」

　不安そうな口ぶりで言葉をはさむ部隊長。

「もし純血種の魔女を捕まえたら帝国が有利な立場になるでしょ。八大使徒がそんな甘い交渉を提示するとは思えないの。対等な和平どころか全面降こう伏ふくじゃなきゃ人ひと質じちを処しよ刑けいする、くらい言ってもおかしくないよ？」

「だからイスカが、自分で純血種を捕まえなくちゃいけないんだよ」

　二国ができるかぎり対等になる和平条件。

　それを八大使徒が提示しないのならば、捕まえた純血種を脱獄させる。

「一年前の魔女脱だつ獄ごく事件って実例があるからな。イスカの場合は魔女を脱獄させるぞっていう脅しが冗談に聞こえない。つぅか、隊ボ長スにこの説明ってこれで何度目だ？」

「あ、あはは……ごめんね、アタシ物覚え悪くって」

　腕うで組ぐみするジンに見つめられて、ミスミス隊長がごまかし笑い。

「部ア隊タ長シとしても星霊使いを捕らえるって目標は異議なしだよ。……純血種はちょっと恐こわいけど」

「イスカ兄は一度決めたら頑がん固こだもんねー」

　音々が背中にぎゅっと抱だきついて。

「でも平気、音々がちゃんとイスカ兄のこと守ってあげる！　イスカ兄が危ない時には、音々がちゃーんと後方支し援えんを──」

「ほら行くぞ音々。イスカとのお嫁よめさんごっこは帝都に戻ってからにしろ」

「あ痛いたっ!?　ちょっとジン兄ちゃんてば！」

　音々のポニーテールの先っぽを摑つかんで前へと歩いていくジン。

「ポニーテールが千切れちゃうよ……」

「千切れねぇよ。人間の髪かみの毛は同じ太さの銅線よりも頑がん丈じようだ」

「そんなムダ知識聞いてないもんっ！」

　頭頂部のあたりを押さえながら渋しぶ々しぶと歩きだす音々。

　と、隊長のミスミスが二人を呼び止めて。

「ジン君待って！　まだ前線の部隊と連れん絡らくがついてないの。勝手に動いたら前線の部隊に怒おこられちゃうよ」

「もう終わってる。どっかの誰だれかさんが兵器動どう力りよく炉ろを眺ながめてる間にな」

「早っ!?」

「昨日今日と交戦はない。前線の狙撃チームが星霊部隊の斥せつ候こうを何回か見かけてるけど、氷ひよう禍かの魔女らしき人物はいないらしい、だそうだ」

「……ホントに来るのかな？」

「近いうちにまた動力炉を狙ねらって奇き襲しゆうを仕し掛かけてくる可能性はある」

　樹も海りのなかを徒歩で進んでいくジン。

　その爪つま先さきの方向に見えるのは、樹も海りの茂しげみに隠された軍用車だ。

「前線部隊の方じゃ『増援を歓かん迎げいする。すぐに合流を要よう請せいする』だとさ。それだけ氷禍の魔女を警戒してるんだろ。イスカ、氷禍の魔女が純血種だっていうのは？」

「間違いないと思う。八大使徒が断言してた」




〝君に、自分の為なすべきことをしてもらう。つまりは魔女の打だ倒とうをね〟

〝ただの魔女ではない。大魔女ネビュリスの直系たる「純血種」だ〟




「至難だろうけど、氷禍の魔女を捕まえれば和平交渉のネタには十分だと思う」

「ってわけだ。音々、車を出せ。前線に合流する」

「じゃあ出発するよ！」

　ジンの一声に頷いて、運転席の少女がシフトレバーを握にぎりしめた。

　と同時に、猛もう烈れつな速度で回転を始める大型タイヤ。大樹がところ狭せましとそびえる森道を、四人乗りのオープンカーが凄すさまじい勢いで走りだす。

「きゃうんっ!?」

　子犬のような悲鳴をあげて、ミスミス隊長が助手席で器用に転がった。

「音々ちゃん音々ちゃん!?　も、もっと安全運転で！」

「だいじょーぶだいじょーぶ。音々、こんなの片目を閉じててもへっちゃらだよ」

「お願いだから目を開けて──────っ!?」

　ネウルカの大樹と茂みで視界が悪いうえに、突つきでた木の根のせいで地面も凹おう凸とつだらけ。そんな道なき道で車を暴走させるのだからミスミスが慌あわてるのも無理はない。

「や、やっぱり久しぶりは緊きん張ちようするね……ちゃんと指揮できるかなぁ」

「不安ばかりは仕方ねぇよ」

　後部座席で、頰ほお杖づえをついて口早にそう告げたのはジンだった。

　その鋭えい利りな眼光で樹も海りの奥を睨にらみつけたまま。

「イスカは投獄のせいで身体からだが鈍なまってる。俺も部隊から抜ぬけてたし、音々だって半引退で生活資金をバイトで稼かせいでた身だ。実戦の勘かんが抜けてる。こんな病やみ上がり同然の状態で、はたして氷禍の魔女と戦えるかどうか──だろ？」

「……う、うん」

「頼たよりにしてます。そんな時こそ隊長の腕うでの見せ所だから」

　前座席の女性隊長に、イスカは力強く頷いてみせた。

「僕もジンも音々も厳格な隊行動チームプレイは苦手だけど、ミスミス隊長は別です。規律を保ちながらも隊員の判断を信じてくれるから」

「そういうこった。まあ見とけ。星せい霊れい使いとの戦せん闘とうは俺らに任せて、あんたは後ろで命令だけしてればいい」

「ジン君、イスカ君！」

　隊長がぐすんと目の端はしの涙なみだをぬぐいとる。

「アタシ嬉うれしいよ。二人ともすっかり大人になって……特にジン君、たった一年間でこんなに優やさしい子になったんだね！」

「やる気出した隊ボ長スに銃じゆうを乱射されても困るだけだ。味方の弾たまで死ぬリスクを負うよりも、隊ボ長スには後ろで指示だけさせてた方がいい」

「むき──────っ!?」

　助手席からジンに襲おそいかかろうとするミスミス隊長。

　と、そんな一連のやりとりを見ていた音々が楽しげに運転席からふり向いて。

「ジン兄ちゃんてばそんなこと言っちゃって。部隊が解散して隊長が落ちこんでるから、音々に『あのバカを焼き肉にでも連れていって元気づけてこい』って言ったの、ジン兄ちゃんだったよね」

「え、そうだったの？　でもバカってひどくない!?」

「さあな。そんなことより音々、前見て──」

　前を見て運転しろ。そう言いかけたであろうジンが言葉を閉とざす。

　そして。

「跳とべ！」

　後部に立つイスカとジンは、同時にそう叫さけんでいた。

「え!?　えっ!?」

「隊長つかまっててね」

　ミスミスを抱だきかかえて運転席の音々が車から跳ちよう躍やく。

　右の座席からは狙そ撃げき銃を抱かかえたジンが脱出。そんな一連の動きを見守って、イスカは左の座席から跳躍した。

　直後。

　強固な装そう甲こうを施ほどこした軍用車が、真っ赤な炎ほのおに包まれた。

「ネビュリスの星霊部隊か？」

　空中で身をねじって旋せん回かい。背中のベルトに固定した一いつ対ついの剣けんを抜きおえた状態で、イスカは地面に膝ひざをついた。

　続いてその後方に着地する音々とミスミス。

「そんな!?　ここまだ帝てい国こくの陣じん地ちだよっ！」

「前線の防衛が突とつ破ぱされたんです。たぶん強力な星霊使いがいる。──音々」

「イスカ兄、通信きてる！」

　手のひらサイズの通信機を耳元にあてる音々。

「ネウルカ陣営の通信チームより、全部隊への援えん護ご要請！」

「……時間かけてられねぇな。こっちの奇襲もそうだが、前線で食い止めないと星霊使いの大部隊が怒ど濤とうの勢いで攻せめてくるぞ」

　着地したジンが、肩かたに担かついだ銃の安全装置セーフテイを解除。

　その背後で茂みが大きくゆれた。

「ジン、後退！」

　同時だった。ジンの後方から巨きよ大だいな炎の壁かべが迫せまってきたのと、そしてその紅ぐ蓮れんの壁を、イスカの黒くろ鋼がねの剣が真っ二つに両断した瞬しゆん間かんが。

「……星霊の炎を斬きり裂さいただと!?」

　男女二人組の星霊使いが茂みから飛びだしてくる。

　ネビュリス星霊部隊。

　金属繊せん維いを編みこんだ白銀の装しよう束ぞく。短時間ならば機関銃の一いつ斉せい射撃にも耐たえる代しろ物ものだ。

　銃が有効な的は一センチにも満たない装甲の継つぎ目のみ。それを外せばジンの狙撃銃でも効果は薄うすいだろう。

「せ、星霊使いが二人!?　みんな気をつけて！」

「二人ってのは見りゃわかる。それと俺らに注意を促うながすより自分のことを心配しろ。あとわざわざ指令を声に出すな、誰が隊ボ長スか一発でバレる。おまけに──」

「そんな怒濤のツッコミいらないよっ!?」

「なら黙だまって下がってろ」

　半分涙目なミスミスを後しり目めに。

　目の前、十メートルにも満たない距きよ離りから星霊使い二人に銃を向けるジン。ミスミスが次の言葉を発するより先、ジンは迷わず銃把トリガーを引いていた。

　至し近きん距離で花開く銃火。

　にもかかわらず星霊使い二人は微び動どうだにしなかった。

　──空中停止した弾だん丸がん。

　時間が止まったかのように虚こ空くうに留とどまり、そのまま数秒後、与あたえられた運動エネルギーの全すべてを消費した弾丸がゆっくりと地に落下する。

「だと思ったよ。銃を向けられて余よ裕ゆうな表情してるわけだ」

　微動だにしない男を睨みつけるジン。

「てめぇは仲間の盾たてってか。風の星霊の亜あ種しゆだな？　空中停止した銃弾がわずかにブレてた。圧縮された空気の壁に弾丸が弾はじかれた時の現象だ。で、ソッチの女が炎の星霊だな。俺たちの車をポンコツにしてくれたと」

　無言で佇たたずむ星霊使い二人。

　そう、これが帝国において「魔ま女じよ」「魔人」と恐おそれられる超ちよう常じようの者たちだ。

　帝国のビル一つを崩ほう壊かいさせる圧あつ倒とう的な威い力りよくを有する星霊から、銃弾の雨さえ無効化する鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよを誇ほこる星霊まで。ネビュリスの星霊部隊は、たった一部隊でも帝国前線を崩壊させる力を秘ひめている。

「寂さびしいわね。帝国の応おう援えん部隊はたった四人だけ？」

　フードを目ま深ぶかに被かぶった女が、唇くちびるを冷笑のかたちにつりあげた。

「さ。とっとと片付けて次の部隊を仕留めに行くわよ」

　地面が蠢うごめいた。ボコッという音を立てて地面が陥かん没ぼつし、そこからネビュリスの星霊部隊が次々と地中から這はい上がってくる。

「降こう伏ふくか全ぜん滅めつか好きな方を選びなさい」

「え？　ど、どうして……いつの間にこんな!?」

　八方を取り囲む八人と、目の前の二人。総勢十人という敵勢力の登場に、表情を青ざめさせたのはミスミスだ。

「ジン君、イスカ君！」

「あー……地系統の星霊か？　なるほど、地面に潜もぐってりゃ気配も何もないもんな」

「大がかりな術式だね、かなり強力な星霊使いがいる」

「なんで二人ともそんな余裕なの!?」

「想定すべき事じ項こうだからだ。──イスカ」

　あっさり答えるジンがわずかに目配せ。

「八大使徒に没ぼつ収しゆうされた星剣、その握ってるのは偽にせ物ものじゃねぇよな？」

「本物。触さわればわかる」

「で、全部斬れるか？」

「勘が戻もどれば。今はまだちょっと厳しい。ってわけでおとなしく力を借りるよ」

　両手の剣を構えた姿勢でイスカは一歩後ずさった。

　それに応じて前に出る少女に向けて。

「音々」

「位置情報、輸送完かん了りよう──」

　掌てのひらをまっすぐ空へと向けるポニーテールの少女。
















　その小指に機械仕じ掛かけの指輪リングが嵌はめられている、と。星霊部隊が察した時には、すでに砲ほう火かは始まっていた。

「衛星『テトラビブロスの星』より、対星霊擲弾グレネードを射出」

　降りそそぐ擲弾グレネード。

　ネウルカの樹の上空で弾丸が破は裂れつするや、強烈な光と衝しよう撃げき波はを撒まき散らし、さらに地表の砂すな埃ぼこりを巻き上げた。

「なっ……!?」

　頭上からの不意打ちに、星霊使いたちが膝をつく。

　天を浮ふ遊ゆうするこの衛星は、帝都の制圧兵器開発部局が過去に射出し、機工士である音々が実験用として預かり受けたものだ。

　──対星霊兵器。

　星霊の動きを乱す波長を、二秒間、半径三十メートルにわたって展開する。

　そして、その二秒のうちにイスカは動いていた。

「右、五人」

　ジンに向かってそう叫ぶや左に旋回。今まさに自分たちを包囲していた星霊使いの懐ふところまで一息で距離を詰つめる。

「帝国の一兵がっ！　たかが……こんな策を凝こらしたところで！」

　怒ど号ごうを発し、立ちこめる砂埃から星霊使いが飛びだした。

　露ろ出しゆつした肘ひじに真しん紅くの紋もんが浮うきでた男。

　星紋──星せい霊れいを宿した者の証あかしだ。星紋が浮かびあがる部位には個人差があり、強い星霊を宿すほど星紋は大きく複雑な形状を描えがくという。

　この不気味な痣あざも、帝国で魔女・魔人という蔑べつ称しようで呼ばれる理由の一つである。

「しかも銃も持たずに？　正気か!?」

　それに答えず、さらに前へ。

　歩法。極限まで鍛きたえ上げられた体幹の筋力と平へい衡こう感かん覚かくが、両手に剣を携たずさえながらも一いつ切さい速度を落とさない踏ふみこみを可能にする。

「貴様！」

　瞬時に剣の間合いまで接近したイスカを前に、男の星霊使いが身構えた。

　イスカの疾しつ走そうから逃にげられない。それを瞬時に悟さとったのか、星紋を宿した右みぎ腕うでを大きく振ふり上げて迎げい撃げきの構えへ。

　──煌こう々こうと輝かがやきだす真紅の星紋。

　男の右腕のまわりに、赤くちらつく火の粉が生まれた。

「猛もう火かの星霊よ……」

「火の系統か」

「爆はぜろ！」

　イスカの頭上に生まれた火の粉がまたたく間に凝ぎよう縮しゆく。一ひと抱かかえはあろう巨大な火球となって襲おそいかかる。炎を浴びて倒たおれるイスカ──炎の魔人が脳のう裏りに描いたその未来は、仲間の魔女の悲鳴によってかき消された。

「だめよ！　後ろ────」

「……っ………………」

　だが警告は遅おそかった。

　無言で倒れていく男の星霊使い。

「炎系統の星霊は、帝国にとって脅きよう威いとなる星霊の一つだ。戦せん闘とう衣を燃やすうえに武器庫の火薬や兵器に引火する。だけど弱点は『炎を生みだす火種から、炎の規模と射出角度の予測がついてしまう』こと。発動までに射程外に逃げればいい」

　男の背後に立つイスカ。

　炎が着ちやく弾だんするより先に身体からだを旋回させて背後をとり、頭部を剣の柄つかで強きよう襲しゆうしたのだ。

「発動までに攻こう撃げきを感知ですって……そんなの一秒もあるわけが……」

「そういう訓練だけをしてきた」

「っ、来るな！」

　首筋に緑の星紋を宿した魔女──女の星霊使いが、怒いかりの形相で手を前に突つきだした。

　風の星霊。

　一ひと括くくりにそう区分される星霊であっても、精せい霊れいの強さで「微び風ふう」から「嵐あらし」まで様々だ。さらには「風の刃やいば」を生みだす『鎌かま鼬いたちの星霊』といった亜種まで存在することから、その星霊の正体は実際に攻撃を受けるまでわからない。

　だがイスカにとっては。

　風の魔女という情報さえ読み取れれば十分すぎた。

「風の星霊が生みだす風は不可視。炎ほのおの星霊による力の発動とは逆に、その攻撃に対する反応は難しい。だけど」

　突きだした手の真横をすり抜ぬける。

　魔女がわずかに瞬まばたきした刹せつ那なの隙すきに、イスカは彼女の足あし下もとに身を屈かがめていた。

「風が生まれるまで一瞬のタイムラグがある」

　とん……

　イスカの放った掌しよう打だが無防備な顎あご先さきをかすめるように打ち上げた。

「────」

　突とつ風ぷうが生まれる前に魔女が意識を失う。

　宿主である人間からの命令が途と絶だえたことで、その統制下にあった星霊も沈ちん黙もく。イスカに届いたのは、力の残ざん滓しである微風だけだった。

　かろうじて反応できた二人が沈黙。

　残る三人は、既すでにイスカが通りすぎざまに昏こん倒とうさせている。

「ジン、そっちは」

「終わってる」

　後方で、狙そ撃げき銃じゆうを地に下ろしたのは銀ぎん髪ぱつの狙撃手だ。

　音々が巻き上げた土つち煙けむりのなか、ジンの背後に倒れた星霊使いがいずれも装そう甲こうの繫つなぎ目を穿うがたれて地に倒れていた。

　数メートル先も見通せない視界にもかかわらず、だ。

　装甲の繫ぎ目など、この視界では見えないに等しかったはず。それを正確無比の精度で撃うちぬく技ぎ巧こうは、もはや魔術めいた奇き蹟せきと言っても過言ではないだろう。

「ふぇぇ……相変わらずだね。ジン君もイスカ君も」

「音々が擲弾グレネードを落とす直前まで的と睨にらめっこしてたからな。あとは土煙で隠かくれようが覚えた場所に撃てばいい。何なら目をつむって撃っても問題なかった」

　銃弾を装そう塡てんしなおすジンと、それを呆ぼう然ぜんと見つめるミスミス隊長。

「え？　だって服と服の繫ぎ目だよ。あんな細いのに……」

「俺は討伐者マークスマンだ。それができなきゃ話にならない」

　音々の広こう範はん囲い攻撃で連れん携けいを乱した隙に、後方から敵の主力を一撃で仕留めるのが狙撃手たるジンの務め。

　問題は、相手にその連携を悟られた場合だろう。

　音々やジンが先に狙ねらわれた時。あるいは隊長のミスミスが集中砲火を浴びた場合はどうするか。敵の注意を引きつける囮おとりが必要になる。

　それがイスカ──単身で星霊部隊に突とつ撃げきし、三人に向かうはずだった星霊の攻撃を全すべて自分に向かわせる命知らずの突撃役である。

「一年前だったら、こいつら全部イスカに任せて俺たちだけ先に行くってのもアリだったけどな」

　倒れた星霊部隊を見下ろすジン。

「戦闘嫌いの戦闘狂、だっけか？」

「…………」

　イスカが昏倒させた五人の星霊使い。

　音々の攻撃から逃のがれた二人の反撃を受けながらも、それさえ意に介かいさず地に叩たたき伏ふせる。それも現代帝てい国こくの象しよう徴ちようともいうべき銃器を一切使わずに、だ。

　修しゆ羅らか、鬼き神しんか。

　死さえ恐おそれず突撃するイスカの戦闘を目撃した星霊使いからの、異名だ。

　だがイスカに近しい帝国部隊なかまは、そんなイスカの戦いが、戦争を一日でも早く止めたいがための悲痛の戦いくさであることを知っている。

　──ゆえに戦闘嫌いの戦闘狂。

　誰だれよりも戦いを止めたいと願っている。

　だからこそ戦地で誰よりも前に出て戦い、星霊使いを片かたっ端ぱしから拘こう束そくし、純血種を捉とらえ、それを人ひと質じちとしてネビュリス皇庁に和平交こう渉しようを承しよう諾だくさせる。

「誰かが嫌きらわれ者の役をやらなくちゃいけないから、さ……」

　支配を目もく論ろむ帝国上層部からは、睨まれるだろう。

　ネビュリス皇庁からも当然に怨おん敵てき扱あつかいされるだろう。

「まあ、両方から嫌われるから覚かく悟ごしとけって師し匠しようからも言われてたし」

　黒鋼の星せい剣けんを鞘さやにおさめてイスカはふり返った。その覚悟は、師から星剣を継けい承しようした時からできている。

「ところで隊長、この星霊使いたちはどうしますか」

「うーん……本当はすぐ連行したいけど前線に急がなくちゃいけないし」

　地に伏せたままの星霊使いたちを見回すミスミス隊長。

「戦略基地の小隊に運んでもらおっか。音々ちゃんお願い」

「りょーかい。それじゃ連れん絡らくしておくね。拘束用の手て錠じようも車の奥に積んでたはずだよ。でも車が燃えてるままだし、取り出せるかなぁ」

　炎えん上じようしたままの軍用車へと爪つま先さきを向ける音々。

　機工士の少女が一歩足を踏みだす。その足先を、猛もう烈れつな鳴動が襲いかかった。

「っ、きゃぁ!?」

　小さな悲鳴を上げてミスミスが横転。

　先の音々の砲ほう撃げきさえも上回る轟ごう音おん、そして地面がみるみるうちに隆りゆう起きを始める。

　……地じ震しん。いや違ちがう？

　……なんだこの不定期な地面の胎たい動どうは。

　まるで地中を何かが這はい進んでいるかのようではないか。

「連行されるわけにはいかないな」

　木々の合間を縫ぬって伝わってきたのは少女の声。

　憤ふん怒ぬの感情を滲にじませて。

「その者たちはネビュリスの誇ほこり高き同志たちだ。触さわるな、帝国の犬どもが」

　樹も海りの地面が膨ふくれあがった。莫ばく大だいな土砂が意思を持つように集まって人型の像を形作り、倒れた星霊使いたちを庇かばうように立ちはだかる。

「土の星霊!?」

「……巨人像ゴーレムか。しかも生成速度が早い」

　音々の声、そしてジンの呟つぶやきが漏もれる。

「奇き怪かいだな。見たところただの小隊だが、私が駆かけつける前に星霊部隊をあしらったか」

　木々をなぎ倒して現れる土の巨人像ゴーレム。

　その肩かたに立っていたのは、明るい茶ちや髪ぱつを左右にわけて結んだ少女だった。

　ネビュリス皇庁の星霊部隊が着用する装しよう束ぞくではなく、まるで家政婦さながらのエプロン、それに裾すそが地面に届きそうなほど丈たけのあるスカートという風ふう貌ぼうだ。

　一見すれば、とても戦闘用の衣装とは思えないが……

「息い吹ぶけ」

　少女の声に従って大地が揺ゆれ、イスカに降りそそぐ日ひ射ざしが遮さえぎられる。二体目の巨人像ゴーレム。その巨きよ大だいな拳こぶしが、イスカの頭上めがけて振り下ろされた。

「まず一人」

「イスカ君!?」

　大地が陥かん没ぼつ。ネウルカの樹きの根が千切れ飛ぶ視界のなか、振り下ろした巨人像ゴーレムの拳が、ピシリッと音を立てて罅ひび入った。

「──隊長」

　乾かわいた音を立てて砕くだける巨人の拳。

　その手首を瞬しゆん時じに破は壊かいした黒鋼の剣を手にして、イスカは、巨人像ゴーレムの肩に乗る星せい霊れい使いの少女と向かい合っていた。

「ここは僕が引き受けます。ジンと音々を連れて合流地点へ。救きゆう援えんを優先してください」

「え……だけど……」

「相当に強力な星霊使いです。四人いても時間を消しよう耗もうするだけだから」

　三人に背を向け、一いつ対ついの星剣を交こう叉さして構える。

　そして部隊長の決断は早かった。

「わ、わかったよ。気をつけて！」

　小ぶりな足で精せい一いつ杯ぱい地面を駆けていく。音々とジンがそれに追走。土の星霊を宿したと思おぼしき星霊使いは、そんな三人には目もくれなかった。

「追わないのか？」

「追いかけるとも。貴様を片付けて、同どう胞ほうたちを救出した後でゆっくりと」

　冷たき眼光と口調。

　それを帝国の一兵に向ける様は、まさしく過去に帝国全土から恐れられ排はい斥せきされた魔ま女じよという存在そのものだ。

「巨人像ゴーレムの拳を切断した技量。なるほど、それで私を一人で足止めできると考えたか」

「だとしたら？」

「うぬぼれるな、雑兵が」

　背後に蠢うごめく気配。

　振ふり返ったイスカが目にしたものは拳。それも今まさに砕いたはずの拳だった。

「拳が再生した？」

「材料は土だ。再結合を命じるかぎり巨人像ゴーレムは不死身の兵と思え」

　だが、イスカが目をみひらいた理由は別にある。

　あまりに再生が速すぎる。

　土の星霊で干かん渉しようすれば巨人の部位再生は可能だろう。しかし現実には、その一言で済むような簡単な業わざではないはずなのだ。

　……大量の土砂をここまで加速させて遠えん隔かく操作。

　……星霊自体の強さと、それに星霊使いとしての練度の高さが半はん端ぱじゃない！

　前まえ髪がみすれすれを通過していく巨人の拳。それを刹那の差でかわして後方へ跳ちよう躍やく。そんなイスカの体さばきを目まの当たりにした魔女が、整った顔を忌いま々いましげに歪ゆがめた。

「ずいぶんと星霊の攻こう撃げきに慣れた動きだな。まさか使徒聖……帝国の最強戦力か？」

「ただの一兵だ」

　跳躍した勢いで大樹の幹を蹴けりつけて、靴くつ底ぞこに付着する泥どろをぬぐい取る。

「驚おどろいた。こんな一瞬で地面を泥どろ沼ぬまに変えるだなんて」

　ただ土の巨人像ゴーレムを操作しただけではない。今の一瞬で、この少女はイスカの足あし下もとを泥沼へと変えて動きを封ふうじる策さえも打ってきたのだ。

　敵イスカの動きを止めて巨人像ゴーレムの拳をあてる──

　彼女の策は見事だったが、唯ゆい一いつの計算外はイスカの尋じん常じようならざる体術だろう。足にまとわりつく泥に動きを制限されてなお、イスカの疾しつ走そうが巨人像ゴーレムの速度を凌りよう駕がしていた。

「一つ聞く」

　泥沼と化した地面を挟はさんで、土の星霊使いである少女と対たい峙じ。

「まさかとは思うけど、お前が氷ひよう禍かの魔女という星霊使いか？」

「……はっ」

　少女の応こたえは、嘲ちよう笑しようだった。

「好きに思うがいい」

　地面が生き物のように蠢きだす。三体目の巨人像ゴーレム？　そう身構えるイスカの予感に反し、まったく別のものが地面を突つきやぶって飛びだした。

　──土の鎗やり。

　何十本という鋭えい利りな投とう擲てき物ぶつが、地中から凄すさまじい勢いで射出されたのだ。

「ふっ」

　一蹴りで巨人像ゴーレムの頭上よりも高く飛び上がって蜻蛉とんぼ返り。迫せまる土ど鎗そうを、イスカはことごとく右の星剣で薙なぎ払はらった。

　わずか一ひと振ふり。

　無数に打ち上がった鎗の中から、自分に突きささる軌き道どうの鎗だけを瞬時に選別。それを黒鋼の剣で一刀のもとに斬きり落とす。

「……星霊術を切断した!?」

　魔女の声に困こん惑わくがまじった。

　星霊が生成した土鎗は原始的な武器に見えるが、その実、土を固めた巨人像ゴーレムとは違い、こちらは地中の鉱物を固めた超ちよう硬こう度どの金属塊かいだ。巨人像ゴーレムと同じ強度と思って油断すれば、その鎗先はたやすくイスカの身体からだを穿うがっていただろう。

　それを一刀の下に斬りふせた。

　しかも破壊ではなく、美しいとさえ言える切断面を描えがいての一刀両断で。

「貴様、その剣はなんだ」

「──星剣」

　帝国最高権力者である八大使徒がイスカという兵に注目した理由。

　それはイスカの剣士としての超ちよう絶ぜつ的な技能はもちろんのこと、師からイスカが継承した一対の剣にある。

「黒の星剣は『星を遮しや断だん』する力がある。斬ざん撃げきの位置とタイミングさえ合えば、あらゆる星霊の干渉を断たちきることができる」

「星霊の干渉を遮断？……はっ、そんな空言が通じるものか。そんな物があるならとっくに帝国全土で量産されている」

「造れない。コレがたった一つの真打オリジナルだ」

「一いつ介かいの部隊兵が、か？」

「帝国から支給されたんじゃない。剣を習った師から貰もらったものだ」

「…………」

　対の星剣を忌々しげに見下ろす少女。

　信じ難がたいが噓うそはついていない。イスカの瞳ひとみからそれを悟さとったのだろう。その上で。

「ならば、その黒剣の対になる白剣にはどんな効果がある？」

「鋭するどいね」

　星霊使いの少女の洞どう察さつに、イスカは素す直なおに賞賛の声を上げた。

「答える気はない。ああ、だけど交こう換かん条件なら話は別だ。氷禍の魔女っていう星霊使いの居場所と交換なら構わない」

「……黙だまれ雑兵！」

　ぴくりと片かた眉まゆをつりあげる少女が、その小ぶりな口を大きく開いて吼ほえた。

「貴様など、あの方のお姿を目に映すことさえ許されない！」

「そう言うと思ったさ」

　刃やいばに付着した土を振りはらい、イスカは土の星霊使いである少女めがけて駆けだした。

「だけど僕は、氷禍の魔女に用がある」

「……ふざけるな！」
















　少女の余よ裕ゆうは潰ついえていない。

「剣のみでいつまで耐たえられる！」

　巨人像ゴーレムの身体が砕けて無数の土砂へ。

　さらにその土砂が空中で凝ぎよう縮しゆくし、先と同じ土鎗となってイスカの頭上へ降下。それを、イスカは視界に入れることなく黒鋼の剣で弾はじきかえした。

　斬るのではなく。

　星霊使いの少女へと弾きかえすよう狙ねらいを定めて。

「バカなっ!?」

　魔女と呼ばれる少女が巨人像ゴーレムの肩から飛び降りる。頰ほおを掠かすめて通過していく土鎗に彼女が気を取られた隙すきに、イスカは彼ひ我がの距きよ離りを詰つめていた。

「遅おそい」

　少女が身をひるがえす先へと回りこみ、その首元へ剣を突きつける。

「……ッ！　貴様、いったい何者だ」

　屈くつ辱じよくと驚きよう愕がくに顔を真っ赤に染めた少女が、唇くちびるを嚙かみしめる。

　背せ丈たけはイスカよりもわずかに低い。離はなれて対峙していた時の外見以上に、今こうして見る従者姿の少女は細身で華きや奢しやに感じられる。

　自分と同い年くらいだろうか？

　ふと頭を過よぎった思考。そんな雑念を振りはらい、イスカは言葉を継ついだ。

「お前の仲間の場所、教えてもらう」

「言わねばどうする？」

　くす、と笑えみをこぼす魔女。

「斬れ」

「……斬る？」

　意識の外にあった言葉を浴びせられて、思わず聞き返した。

「斬るがいい。私たち星霊使いと貴様ら帝国の犬は相あい容いれぬ存在だ。捕ほ虜りよになるくらいなら死を選ぶ覚かく悟ごはできている」

「あ……えっと、いや……」

「力ずくで聞きたくば拷ごう問もんでも投とう獄ごくでも好きなようにしろ」

　計算が狂くるった。それがイスカの正直な心境だった。

　イスカの目的は氷禍の魔女ただ一人。闇やみ雲くもに別の魔女を捕とらえても、氷禍の魔女を警けい戒かいさせてしまうだけだろう。

「どうした。斬れ！」

「────」

　埒らちが明かない。この場で拘こう束そくするか、それとも昏こん倒とうさせて別部隊に引き渡わたすか。

　イスカの思考が少女から逸それた刹せつ那な。

「よくも敵の前でよそ見ができる……隙だらけだぞ！」

　少女がスカートを引きちぎった。

　否いな。彼女の衣い装しようは最初からコレを想定して特とく殊しゆ加工を施ほどこした戦せん闘とう衣だった。

「布が目くらましに!?」

「剣けんで脅おどせば震ふるえ上がって動けないと思ったか？」

　破いたスカートの布をイスカの剣めがけて巻きつけて剣を搦からめとり、余ったスカートの生き地じで視界を閉とざす。

「私はアリス様の従者であり護衛。こうした近接戦闘も習得済みだ」

　余分な生地を破きミニスカートとなった少女。

　その手に握にぎられていたのは折りたたみ式の短剣。戦地に似つかわしくない長大なスカートの下、太ふと股もものベルトに仕込んでいた暗器だ。

「消えろ！」

　手にした短剣で斬りつける。鋭利な凶きよう刃じんが布スカートを斬り裂さいて少年へ──

　そして。

「…………っ!?」

　従者の少女は、硬かたい地面にうつぶせに叩たたきつけられ組み伏ふせられていた。

「……ばか……なっ!?」

「油断しかけたよ。僕の剣をスカートの耐たい刃じん繊せん維いで搦めとって、さらに僕の視界を封じて暗器で反はん撃げきか。星せい霊れい使いにこんな暗殺者アサシンの技術を習得した戦士がいたなんて」

　いつ自分が組み伏せられたのか理解できない。そんな呆あつ気けにとられた少女の肩かた関かん節せつに力をこめながら、イスカはふっと息を吐はきだした。

「星霊使いがまさか武器を使うなんてね」

「……そう思わせた奇き襲しゆうを何事もなく退けたあげく、私を組み伏せるお前は何者だ」

　ぎりっ、と奥歯を嚙みしめる魔ま女じよの少女。

「さっきの質問を変える。いまアリス様の従者と言ったけど。アリスというのは？」

「……っ！」

　少女の表情が変わる。

「まさかそれが氷ひよう禍かの──」

「わたしの名前よ」

　眼下の少女が発した声ではなかった。

　では誰だれが？　背後から響ひびいてきた声に反応して振ふり返ろうとして。

　……ぞくっ。

　かつて経験したことがない。そう断言するに足る寒気を背筋に感じ、イスカは全すべてをかなぐり捨てて跳とんでいた。

「教えてあげる。その身で味わいなさい」




　──『大氷禍』──




　ピシッ。

　大気が、大樹が、地面が、視界全てが幻げん想そうめいた白しろ霧ぎりに覆おおわれた。

　イスカの動体視力が一いつ瞬しゆん捉とらえた光景の後に、目の前の「世界」そのものが真っ青に輝かがやく冷たい氷に閉ざされていく。

「痛っ!?」

　首や腕うでに感じる猛もう烈れつな大寒波。氷雪混じりの風を浴びて、その一瞬後には手足が猛烈な震えに襲おそわれた。

　……この高さの空中に回かい避ひして、この寒気？

　……地上はいったいどんな寒さになってるんだ!?

　シャリッ、と響きわたる氷の靴くつ音おと。

　樹も海りにできた氷の丘おかに立っていたのは王衣ドレスの少女。豪ごう奢しやなヘッドドレスで素す顔がおを隠かくしているものの、その声は驚おどろくほどに若かった。

「燐、ケガはないかしら」

「アリス様！」

　従者服の魔女が、アリスと呼ぶ少女を見上げた。

　イスカと対たい峙じした時とは別人のように明るく朗ほがらかな表情と声。単に星霊使いの増ぞう援えんが来たからというだけでは、こうも歓かん喜きの反応は起きないだろう。

　──絶対の崇すう敬けいと信しん頼らい。

　──どんな苦境も絶望も、この主あるじがいれば乗り越こえられる。そんな表情だ。

　着氷するイスカ。

「……冗じよう談だんだろ」

　吐と息いきがまたたく間に白く輝く氷となった。

　見わたすかぎりの地面が氷雪に覆われて、周りの大樹も茂しげみも、視界に映る全てのものが等しく氷こおり漬づけになっていたのだ。

　さながら氷河期の再来。それもイスカが空中に回避していた数秒での出来事だ。いったいどれだけの冷気を放出すれば、こんな芸当が成しえるというのか。

　……あの時に咄とつ嗟さに跳んでなかったら。

　……僕も一いつ切さい抵てい抗こうできずに氷の塊かたまりに閉じこめられていた。

「アリス様、お気をつけ下さい。あの男の持つ剣、どのような仕し掛かけかわかりませんが、星霊術を斬きり裂いて遮しや断だんするようです」

「ありがとう燐。でも、それは些さ細さいなことでしょう」

「え？」

「今の一撃が決まっていれば剣も何も関係なかった。よく避よけたものね」

　燐と呼ぶ少女の頭を撫なでて、新たな魔女が顔をこちらに向ける。

　──美しい装そう飾しよくに満ちた王衣ドレス。

　──顔を隠すヴェール状のヘッドドレスもまた煌きらびやか。

　燐という少女とは別の意味で、その姿は戦地にふさわしくない。あまりに目立ちすぎる衣装に、わざわざ顔を隠すためのヘッドドレスもそう。

　自分がネビュリス皇庁の要人であると告白しているも同然だ。

「でも結果は上々。燐、よく時間を稼かせいでくれたわ」

「時間だって？」

「わたしの後ろに何があるかしら」

　自らの後方を示す王衣ドレスの少女。

　その奥。樹も海りにあるもの全てが凍いてついた光景の先に。

「……動どう力りよく炉ろが!?」

　イスカが目にしたのは、巨きよ大だいな氷ひよう塊かいに覆われて凍とう結けつした動力炉だった。

　遥はるか彼方かなたに霞かすむほど離れているにもかかわらず、肉眼でもはっきりと視し認にんできる。

　あれほど無骨で厳おごそかな兵器動力炉が、まるで水すい晶しようのような整った氷柱つららへと生まれ変わり、陽光を浴びてキラキラと輝いていたからだ。

　それが──

「崩くずれなさい」

　王衣ドレスの少女が放った一言と共に、まるで何かに踏ふみ潰つぶされたかのように歪ゆがみ、変形し、そして崩ほう壊かいの轟ごう音おんを上げながら潰れた屑くず鉄てつへと変わり果てた。

「……最初からこれが狙いだったのか」

　イスカは内心臍ほぞをかんだ。

　ミスミス、ジン、音々が向かっている前線は今まさに星霊部隊と交戦中。イスカが立っている場所はその救きゆう援えんに向かうための中間地点である。

　だが、敵の狙いは基地への直接攻こう撃げきだった。

「たった一人で帝てい国こくの戦略基地に攻せめこんだっていうのか」

「何か問題でも？」

　その王衣ドレスには、傷一つどころか土つち埃ぼこりすら付着していない。

　帝国基地には防衛部隊が控ひかえていたはずだ。そこに魔女が現れたとすれば取り囲まれて銃じゆう弾だんの雨に晒さらされてもおかしくない。なのに……

「ああ、でも問題はあったわね。あなたという問題が」

　神秘的なヴェールごしに感じる、冷たい敵意を孕はらんだ視線。

「本当ならあの拠きよ点てんで捕虜を百人ほど捕つかまえて、最新の武器も手に入れて解かい析せきしたかったのにできなかったわ。急いで引き返さなかったら燐が捕虜にされてたんだから」

「────」

「あなたは何者かしら。使徒聖でもない人間が燐を圧あつ倒とうするなんて」

　星霊使いの少女からの問いかけに。

　イスカの選んだ答えは、宣戦布告とも言える返事だった。
















「僕は、お前を捕らえるために来た」

「捕らえる？　誰にモノを言っているのかしら。死よりも恐おそろしい氷雪の痛みを味わいたくないのなら、あなたの方こそ──」

「降こう伏ふくしろ」

「降伏なさい」

　白く輝く世界で。

　双そう剣けんを構えた少年と、王衣ドレスをまとう少女は同時にそう告げていた。

「……帝国の剣士、名前を聞いておこうかしら」

「イスカ」

　対ついの双剣を握りしめたまま、イスカは素直に答えた。

　使徒聖であれば名前を知られることで過去の戦闘データと照合されてしまう恐れもあるが、自分に関してその心配はない。

「お前は？」

「アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世。もう気づいているでしょう？　帝国あなたたちが『氷禍の魔女』と呼ぶ星霊使いは、わたしのことよ」

　氷の丘の上に立つ少女。

　ヘッドドレスによって素顔は隠されているものの、樹も海りに響きわたる声は凜りんと透すきとおり、気高き乙女おとめを想おもわせる清せい廉れんさに満ちている。

「あなたが、ネビュリスの星霊部隊をたった一人で追い詰つめたというの？」

「お前が、帝国の兵器動力炉をたった一人で破は壊かいしたっていうのか」

　そして、二人は同時にそう言葉を発していた。

「……そうだ」

　頷うなずくイスカから離はなれた場所には、意識を失った星霊使い二人が眠ねむっている。

「あなたは何者なの。天帝直属護衛の『使徒聖』ではなく部隊の隊長格でもない兵士が、どうやったらネビュリスの星霊部隊を圧倒できるのかしら」

「それはこっちの言い分だ。たった一人で敵の拠点に乗りこんだあげく、防衛を突とつ破ぱして動力炉を破壊するなんて……並の星霊使いにできるわけがない」

　古代氷河期を想わせる寒気と氷雪に凍こおりついた樹も海り。

　そのはるか後方に覗のぞくのは砕くだけた兵器動力炉。鋼鉄製の装そう甲こうが、今まさに超ちよう低温と氷雪の圧力に耐たえきれず崩壊していった。

　……これが氷禍の魔女。

　……たしかに、こんな大規模な星霊術は初めて見たかもしれない。

　他の星霊使いとは次元が違ちがう。同じ氷系統の星霊使いを十人用意しても、ここまでの規模の冷気を生成することはできないだろう。

　だが、だからこそイスカは確信した。

　これだけ強力な星霊を宿した氷禍の魔女は、間違いなくネビュリス王家の血筋。それも現ネビュリス女王に限りなく近しい身分の存在だ。

「お前は、いったい何者なんだ」

「あなたは、いったい何者なの」

　機械仕掛けの理想郷『帝国』が鍛きたえ上げた切り札──黒鋼の後こう継けいイスカ

　魔ま女じよの楽園『ネビュリス皇庁』にて生まれた最高位の魔女──氷禍の魔女アリス。




　その二人が、同時に動いた。




「壁かべよ、押しつぶせ！」

　アリスの言葉と同時に、イスカの足場となっていた氷に亀き裂れつ。

　ぱっくりと口を開けた氷の裂さけ目に足を取られたイスカに対し、前後左右からそり立つ氷の壁がイスカを潰すように迫せまりくる。

「……包囲か」

　剣で切断するには巨大すぎる。

　そう判断し、自分にもっとも早く迫ってくる氷の壁へとイスカは自ら駆かけよった。

「自分から氷の壁に飛びこんだっ!?」

　アリスの従者である燐が目をみひらくなか、身を屈かがめ、イスカはスライディングの姿勢で氷上を滑かつ走そうした。

　──氷の壁と壁のスキマ。

　迫りくる氷の壁の四よ隅すみが閉じきる前に、その外へ。

「そうだと思ったわ。燐を圧倒するならコレくらいは避さけるでしょう」

　素顔を隠かくすヴェールの下で、氷ひよう禍かの魔女が不敵に微笑ほほえんだ。

「『氷禍・千枚の棘とげ吹雪ふぶき』」

「氷の剣？」

　わざと逃にげやすい空くう隙げきを用意し、そこに誘ゆう導どうさせた？

　イスカがそう気づいたのは、滑走した先に何百本という剣が輝かがやいていたからだ。

　氷上から。大気から。さらには凍てついた大樹の幹からも氷の剣が次々と生成されていく。

　燐の作った土ど鎗そうは空中に回かい避ひした。だが氷の剣は、イスカの周囲を囲むかたちで生成されている。逃げ場がない。

「全方位におよぶ千の剣つるぎ、避けられるものなら避けてみなさい」

　星せい霊れい使いの少女が手を振ふり上げた。

「穿うがて」

　イスカの頭上、横、下方から、驟しゆう雨うのごとく氷剣が降りそそぐ。

　回避も防ぼう御ぎよも不可能。ではどうする？

　──問答無用で正面突破する。

　両の星剣を構えてイスカは氷上を駆けた。

「はっ！」

　黒の星剣を握にぎりしめ、脇わき腹ばらめがけて飛び来る刃やいばを薙なぎはらう。

　即そく座ざに身体からだをコマのように旋せん回かい。足あし下もとから生成された剣が戦せん闘とう衣の裾すそをあっさりと貫つらぬく気配を感じながらも、薄うす紙がみ一枚の差ですり抜ぬける。

　さらに前へ。

　空中から生まれた剣を、左の剣の一振りで弾はじきかえす。

　弾かれた剣が空中を渡わたって別の剣を撃げき墜つい。その合間も、視界の端はしに捉とらえた剣を右の剣で横に薙いで、真後ろから迫る剣を、肌はだに感じる気配だけで撃うち落とす。

「──上！」

　死角にあたる空間からの剣の生成と、それに対するイスカの感知。

　そして迎げい撃げきにいたるまで一秒未満。その所作にいたっては後ろを見向きもしなかった。

　空気の流れが氷剣の生成によってわずかに乱れる、その気流の変化。さらには氷剣そのものの冷気を感じとっての咄とつ嗟さの反応だ。

「……凄すさまじいわね」

　なかば呆あきれた表情で口にしたのは、他ならぬ氷禍の魔女アリス本人だった。

「だけどダメ。星霊は星の意思そのものよ。星霊を拒きよ絶ぜつした帝国兵が、わたしとわたしの星霊に刃は向むかえるわけがない」

　イスカが撃ち落とした氷の刃は百本にも足りないだろう。

　その百を撃墜するだけで限界だ。アリスの立つ氷雪の丘おかへとたどり着くどころか、逆に後方へと押し返されていく。

「ぐっ……」

　一本、弾きそこねた剣の切っ先がイスカの右みぎ腕うでを斬きり裂いた。

　腕に走った痛みにイスカの集中力が一いつ瞬しゆん乱れ、さらにその隙すきをついて左足の太ふと股もも、脇腹、肩かた、ありとあらゆる部位を刃やいばが掠かすめていく。

「それが限界ね」

「いいや」

　イスカの握る白しろ鋼がねの剣に光が宿った。

　燐と呼ばれた従者に見せた黒鋼の星剣は、あらゆる星霊の力を遮しや断だんする。そして対ついになるもう一つは──

「目覚めろ」

　氷の剣。氷禍の魔女が星霊に応じて生成したものとまったく同じ氷の武器が、イスカのすぐ頭上にあたる虚こ空くうに生まれ、射出された。

「アリス様と同じ星霊術を!?　貴様……その力はいったい！」

「僕じゃない。この星剣の能力だ」

　白の星剣が有する能力は『星の解放』。

　──黒の星剣が、あらゆる星霊術を斬り裂いて。

　──白の星剣が、黒の星剣が最後に斬った星霊術を一度だけ『再現』する。

　瑠る璃り色の蒼そう光こうがイスカを照らしだす。

　アリスが生みだしたものではなく、イスカが黒の星剣で遮断し、白の星剣によって再現させた分の術式だ。

「九十七本。黒の星剣で遮断した分だけ、白の星剣はそれを解放する」

「そんな数で何ができるの。その程度じゃわたしの星霊術の相そう殺さいには程ほど遠とおいわよ」

「相殺？　的外れだね。これは……」

　頰ほおの切り傷を手の甲こうで拭ぬぐい、イスカは白の星剣を大地に突つきたてた。

「お前に届くためだ」

　射出される九十七本の氷の剣。アリスが生成したものと同形の剣が、イスカ目がけて襲おそいかかる剣を次々と撃ち落としていく。

　──と同時に、イスカは駆けた。

　氷の世界。

　その中心に立つ氷禍の魔女へと一直線に。

　イスカが撃ち出した氷の剣ではアリスの星霊術を相殺することはできないが、数秒間、イスカが全力で疾しつ走そうする時間を稼かせぐことはできる。

「アリス様！」

　イスカの狙ねらいを察した燐が、反射的に主あるじの名を呼んでいた。

　氷雪の丘を駆け上がるイスカ。その凄まじい加速と疾走を前に、悠ゆう然ぜんと佇ちよ立りつしていたアリスが初めて身構えた。

「いい狙い……と言いたいところだけど無む駄だよ」

　右腕を前に突きだして指を鳴らす。

　ギチッ、と音を立てて足下から生成されたのは世にも美しい鏡の盾たてだった。

「『氷ひよう花か』」

　硬かたく澄すみきった音が、氷の樹も海りにこだまする。

「硬いっ!?」

　剣けんを振り下ろした体勢で、イスカは思わず表情を歪ゆがませていた。

　アリスの前に咲さいた大輪の氷花に星剣が受けとめられていたのだ。あらゆる星霊術を遮断し、鋼鉄とて斬り裂く刃が。

「無敵の盾よ。帝てい国こくの大規模破壊兵器の火力だって封ふう殺さつしたわ」

「……攻こう撃げきも防御も万ばん能のうか」

「ええ。だから、そろそろ諦あきらめなさい！」

　巨きよ大だいな氷花から放たれた冷気がイスカを宙へと吹ふき飛ばす。

　その落下地点を計算し、無数の氷剣を設置するアリス。だが──なぜ八大使徒が世界に一対の星剣をイスカに委ゆだねたのか。その理由を、まだアリスは軽かろんじていた。

　黒鋼の後こう継けい者しやと称しようされた少年の「執しゆう念ねん」を。

「……諦め……る……だって？」

　上空に吹き飛ばされながらも、イスカは唇くちびるを嚙かみしめて言葉を発していた。

「ここで諦めたら、誰だれがこの戦争を止めるんだ！」

「──え？」

　一瞬気を取られたアリスと燐が見上げるなか、イスカは、両手の星剣を目の前の大樹の幹へと突きたてた。

　凍りついた木の幹に深々と星剣が突きささる。

　幹を足場に三角跳とびの要領で跳ちよう躍やく。さらに隣となりの木々へと高速で飛びうつる。

　その超ちよう人じんじみた高速移動により、アリスがイスカの姿を見失った刹せつ那な。イスカは、無敵の盾である氷花を飛びこえてアリスの背後へと着地していた。

「なっ!?」

　氷禍の魔女。そう恐おそれられた少女が驚きよう愕がくの悲鳴とともに振り返る。

「蔓つるよ、拘こう束そくなさい！」

　剣を振りかぶったイスカの足首に絡からみつく氷の蔓。それはイスカが着地した氷土から伸のびた蔓だった。

「なんてしつこいの……！　さっさと降こう伏ふくするか倒たおれなさい！」

「そっちがだ！」

　氷の蔓が全身に巻きつく前に、蔓を切断する。

　その間。

　星霊使いの少女は、氷雪の丘をさらに登ってイスカの間合いの外へと逃のがれていた。

「……アリス様が退ひいた？」

　信じられないといった様子でその光景を見つめるのは燐だ。

　イスカが氷の蔓を切り払はらっている間にいくらでも追撃の手段はあった。だがアリスは、そんな自分の優位を捨ててまでも距きよ離りを取ることを選せん択たくした。

　──恐れたのだ。

　──追撃した結果の逆ぎやく襲しゆうを。

　半はん端ぱな攻撃はこの剣士に通じない。人外の動きでもって攻撃をかわし、隙あらば喉のど元もとに食らいつこうと攻せめたててくる。だからこそ退くことを選んだ。

「バカらしいわ」

　白く輝く吐と息いきが、ヴェールの下の唇からこぼれ落ちた。

「馬ば鹿からしい？」

「あなたのことよ」

　氷雪の丘からイスカを見下ろすアリス。

「何度勝ったと思ってもしぶとく生き残って襲ってくる獣けもの……だからバカらしいと言ったのよ。わたしたちのことをさんざん魔ま女じよだ魔人だなんて言っておきながら、あなたの方がよっぽど人外の獣じゃない」

「……どっちがだ」

　額にうきでた汗あせを払いながらイスカは答えた。

　樹も海りを丸ごと凍いてつかせる冷気に、帝国の大部隊をも壊かい滅めつさせかねない無数の氷剣。

　都市一つを容易に壊滅させる攻撃力を備えながら、こちらの攻撃は無敵の氷花によって阻はばまれてしまう。

「お互たがい様だろ」

「褒ほめ言葉と受け取っておくわ。でも、わたしに退く気はない。あなたたち帝国を倒して世界を統一する野望は誰にも邪じや魔まさせないんだから」

「……世界統一？」

「侵しん略りやくも迫はく害がいもない恒こう久きゆうの平和。あなたに理解できるかしら？」

　こちらの反応が予想外だったのか、まんざらでもなさそうに少女が胸を張った。

「そうよ。それこそわたしネビュリス皇庁の王位継けい承しよう権者たるアリスリーゼ────って、きゃぁぁぁぁぁぁぁっっっ!?」

　胸を張って足を前に踏ふみだした途と端たん。

　その足先が氷の突とつ起きにぶつかって、魔女である少女が悲鳴を上げて転てん倒とうした。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁっっっ!?」

「うわっ!?」

　氷雪の丘を滑すべりおちてくる星せい霊れい使いの少女。

　それをイスカは。

「……あいたた」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　氷の坂道を滑りおちてきた少女を、反射的に受けとめていた。

「え、ええ、ありがとう……って、なっ、ななな何をしてるの!?」

「……つい」

　条件反射で。

　そういいかけた言葉の続きが、イスカにはどうしても紡つむげなかった。

　抱だきかかえている氷ひよう禍かの魔女。その素す顔がおを隠かくしていたヘッドドレスが、落下の衝しよう撃げきで外れていたからだ。
















「────え？」

　その事実に気づいたのか、アリスが自分の顔に手でふれる。

　あらわになった少女の素顔。

　それは、あまりに幻げん想そう的な美び貌ぼうを湛たたえた相貌だった。

　整った面おも立だちに凜りんとした表情。長く艶つやのある睫まつげに、淡あわい紅べに色の唇。お伽とぎ話ばなしに描えがかれる姫ひめでさえ、この少女の前では霞かすんでしまう。そんな可か憐れんな素顔。

「…………」

　氷の世界で、まるで時間が止まったかのように互いに見つめ合い──

「っ！　見たわね！」

　先に我に返ったのは星霊使いの少女だった。イスカの手を払って後ずさり、威い嚇かくの形相で手を突きだして。

「わたしの顔、帝国に知られるわけにはいかないの！　もう手加減なしだわ」

　きっ、と歯を食いしばって睨にらみつけてくる星霊使いの少女。

「ここで決着を──」

「イスカ兄！」

　仲間の声が彼方かなたから響ひびいたのは、その時だった。

「音々!?」

「イスカ君！　だ、だけどこの氷って!?」

　続いて隊長であるミスミスの声。

「もしかして氷禍の魔女が近くに!?　ジン君、音々ちゃんも気をつけて。どこに敵が潜ひそんでいるかわからなぁぁぁぁぁぁぁぁっっっ!?」

「氷の上で走ると滑るぞ、って言う前に滑りやがったよこの隊ボ長ス……」

　あきれ果てた口調のジンの声、そして足音。樹も海り中が氷に閉とざされているせいで見通しこそきかないが、もうすぐそばまで部隊の仲間が戻もどってきている。

　その気配を察知して。

「……燐、撤てつ退たいよ」

「で、ですがアリス様!?　この者の処しよ遇ぐうは!?」

「動どう力りよく炉ろは破は壊かいしたわ。敵の増ぞう援えんが来るとわかっているのに留とどまるのは危険よ」

　氷雪の丘おかを駆かけていく魔女二人。

　燐の生成した土の巨人像ゴーレムに部下の星霊使いを抱きかかえさせて、自分たちは樹も海りの上から降下してきた怪かい鳥ちようの背に飛びうつる。

「イスカと言ったわね」

　帝国の誰にも知られていない素顔を見られたという恥ち辱じよくと不覚に顔を赤く染めながら、ネビュリス皇庁の姫である少女が振ふり返った。

「今日だけは見み逃のがしてあげる。次はないと思いなさい！」

　樹も海りにこだまする鳥の羽ばたき。

　空へと消えていく怪鳥と少女二人の姿を見送って。

「イスカく──────ん、よかった無事だったんだね!?」

「わっ、隊長？」

　幼げな隊長が、自分イスカの姿を見るなり飛びついてきた。

「心配したんだから。平気？　ケガはない？」

「……ケガしてるかもしれない相手に飛びつくのはどうかと」

　一方で。

　音々とジンは、目の前にできた氷雪の丘を見上げて溜ため息いきをついていた。

「なにこれ。ねえジン兄ちゃん、これホントに星霊術？」

「噂うわさどおり規格外の星霊使いらしいな。氷河期が通りすぎたみたいになってる。俺たちが合流した前線付近まで氷が押し寄せてきてた」

「……見てのとおりだよ」

　氷こおり漬づけになった樹も海りを見回して肩かたをすくめてみせる。

「お前が星霊使い相手に傷を負うなんて何戦ぶりだ？　ケガ、消毒しておけよ」

「そ、そうだよイスカ君。手当てしなきゃバイ菌きん入っちゃう」

「はい」

　とくん、とくんと胸を打つ動どう悸きを感じながらイスカは頷うなずいた。

　……この動悸は？

　……戦せん闘とうの緊きん張ちよう。なんだろう。今までこんなことなかったのに。

　それが戦闘での緊張がまだ醒さめやらぬせいか、それとも別の何かなのか、自分でも理解できないままで──
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　単一要よう塞さい領域「天てん帝てい国」。

　通つう称しよう、帝国。

　その首都である帝都ユンメルンゲンは世界最多の人口をほこる都であり、大きく三つのセクターに分かれている。

　第一セクターは政治施し設せつ・研究機関の集結地。

　政策全権を担になう八大使徒により議会が召集され、帝国のすべてが決定される。

　第二セクターは居住区。

　帝都の民たみの七十パーセントが暮らす場所だ。住宅地の隣となりには世界有数の繁はん華か街がいが広がり、帝国領の外にある『中立都市』からも毎日多くの観光客がやってくる。

　そして第三セクターが軍事拠きよ点てん。

　第一セクターで研究された兵器を製造する兵器工場に、その試験を行う広大な演習場。そして帝国兵の寮りようが配置されている。

「この部屋で寝ねるのも懐なつかしいや……」

　帝国寮03棟とうの一階最さい奥おう。

　十二歳から暮らしている個室で、イスカは昼間から床ゆかに寝そべって天てん井じようを見上げていた。部隊兵として野外キャンプをくり返してきた影えい響きようか。自分にとっては柔やわらかいベッドより硬こう質しつな床の方が寝ね付つきがいい。

「……なのに全然眠ねむれない」

　眠ねむ気けはあるのに、身体からだの疲ひ労ろうに反して脳が覚かく醒せいしたままだった。

　ネウルカの樹も海りから帰き還かんして二日。

　次の作戦までの束つかの間の休息であるはずなのに、眠れる気がしない。




〝帝国あなたたちが『氷禍の魔ま女じよ』と呼ぶ星霊使いは、わたしのことよ〟




　思いあたる理由は──氷禍の魔女アリスリーゼ。

　一つ一つの星霊術が天変地異に匹ひつ敵てきする規模だった。たった一人で帝国の拠点を蹂じゆう躙りんしたことも、八大使徒があれほど警けい戒かいしていたことも頷ける。

「……だから、なのかな」

　仮面が外れてあらわになった彼女の素顔が、頭から離はなれようとしなかった。

　ネビュリス皇庁の切り札にふさわしい強さの星霊使いで、そして幻想的な愛らしさを湛えた相貌。年ねん齢れいは、ちょうど自分と同い年くらいだっただろうか。

「だめだだめだ、頭のなか切りかえないと！」

　雑念は思考を鈍にぶらせる。じきに次の任務の指令が下るだろう。そちらに集中するためにも、今は身体を休めないといけないのに。

「イスカ君、いる？」

　呼び出し音インターホン。

　扉とびらの向こうから、幼げな声が聞こえてきたのはその時だった。

「ミスミス隊長？」

　声に促うながされるまま扉を開ける。

　そこには予想どおり、小こ柄がらで童顔な女性隊長が。

「イスカ君どうしてるかなって……ほら、ずっと部屋に籠こもってるでしょ。外に出てこないから音ネ々ネちゃんも心配してたよ？」

「大丈夫です。ただちょっと寝付きが悪いだけで」

「でもイスカ君、こっちに戻ってきてからずっと悩なやみがあるって表情してたよ。ぼーっと壁かべの方を見つめてたりもしてたじゃない」

　不安そうに上うわ目め遣づかいで見つめてくるミスミス。

「あの、そのね。アタシ……普ふ段だんは隊長らしいことしてあげられてないから、せめて部下の相談にだけは乗りたいなって。話せば楽になることもあると思うし」

「そのためにわざわざ？」

　珍めずらしい私服姿のミスミスを見下ろす。

　可愛かわいらしい子こ猫ねこのアップリケがついたシャツに、子供っぽい三段フリルのスカートというラフな恰かつ好こうだが、それは今日が貴重な休きゆう暇かだからだろう。

　にもかかわらず自分を訪ねてきてくれた。

　……本当に。

　……この人には敵かなわないや。

　兵士としての技量は決して高くない。隊長としての成績審しん査さも常に最低ラインだというが、イスカたちがミスミスを隊長として慕したっているのは、この繊せん細さいな心こころ遣づかいだ。部下の心情変化に誰だれよりも早く気づいて声をかけてくれる。

　この隊ひ長とについていきたい。そう思わせる魅み力りよくがある。

「ほらやっぱり。イスカ君、何か複雑そうな表情してるって思ったの！」

「してますか？」

「してるしてる！　ほらお姉さんに全部話してみなさい！　でもまあ、たぶんネウルカの樹も海りの任務くらいしか思いあたるものがないんだけど」

　じっとこちらを見上げる女性隊長。

「何か、あったの？」

「……あの戦いが頭から離れなくて」

「氷ひよう禍かの魔女のこと？　戦いって、引き分けだったんだよね」

「……無我夢中でした」

　戦せん況きようはどちらが優勢なのかもわからなかった。単純な力押しでは互たがいに相手を仕留めきれないことは明確で、いかに相手の隙すきをつくかという戦術戦の様相を呈ていしていた。第一級の盤上遊戯ボードゲームで見られる心理戦にさえ至っていた心ここ地ちだ。

　自分が優位に思えてもソレすら相手の罠わなだったのではと不安になる。そんな星せい霊れい使いはイスカにとっても初めての存在だった。

　だが。

　それが本当に、自分の不ふ眠みんの理由だろうか？

「あ、あと──」

「あと？」

「…………いえ。何でもないです」

　言いかけた言葉を喉のどの奥に押しやった。

〝氷禍の魔女の正体は、すごく綺き麗れいな女の子でした〟

　口に出せなかった言葉。

　……さすがにこれが眠れない理由じゃない……はずだから。

　……こんなこと言ってミスミス隊長に変な目で見られるのも恥はずかしいし。

「イスカ君。それ、ちょっとした心の傷になってるのかも」

「心ト的ラ外ウ傷マですか？」

「うん。激しい戦いを経験して、傷の痛みとか恐きよう怖ふで心が傷ついちゃってる状態。帝国の部隊の中にもそういう人って少なくないの。あの氷禍の魔女と戦ったんだから、そういうことになっても不思議じゃないし……」

　勝てないかもしれない。そう思わせられる強敵との初めての遭そう遇ぐう。戦いにおける恐怖を植えつけられた一戦だったのかもしれない。

　そう考えるミスミスの分ぶん析せきは、客観的に判断するならば妥だ当とうだろう。

　けれど本当に？　本当にそれが理由なのだろうか。胸にうずまく思いの正体がイスカにもわからないのがもどかしい。

「うーん。でもどうすれば解決できるかな。症しよう状じようが辛つらいとお医者さんに相談だけど」

　悩ましげな表情で腕うで組ぐみする小柄な女性隊長。

「アタシの場合は、悩み事があっても焼き肉食べて熟じゆく睡すいすれば元気になれるんだよねぇ。焼き肉いく？」

「いや、さすがにそういう心境じゃ……」

「だよねー。時間がたてば自然に治っていくと思うけど、本当は気分転てん換かんなんかができるといいんだよね……あっ、そうだ！　イスカ君おいでおいで！」

　扉の脇わきに立っていたミスミスが、ふいに背を向けて小走りに駆かけだした。

「イスカ君にいいものあげる。ついてきて」

　帝国寮01棟。

　可愛らしいウサギのステッカーが貼はられた扉を前に、イスカはきょとんと目を丸くした。

「ここ隊長の部屋ですよね？」

「うんうん。アタシの部屋、少しちらかってるけど入ってきてよ」

　暖色のカーペットが敷しかれたリビングにはぬいぐるみがそこら中に転がっていて、テーブル上のカップも子犬の絵が印刷された子供用だ。

「また動物コレクションが増えましたね」

「えへへー。どう？　可愛いでしょ」

「ええ。あの……でも、何ていうか、あれは……」

　天井からつり下げられているもの。部屋の中央に堂々と洗せん濯たく物ものが吊つるされている光景を前に、イスカは言葉を濁にごしながら目を背そむけた。

「目に毒です」

「え？　何が目に──────い、いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっっ!?」

　洗濯したての下着を部屋干ししていたのを忘れていた年とし頃ごろの淑しゆく女じよが、あわててイスカの視界を塞ふさごうと手を振ふり上げる。

「ち、違ちがうのイスカ君！　これは違うの。ちょっとした好こう奇き心しんなんだってば！　アタシだって周りの友達がみんな彼氏できてたら、それは背せ伸のびもしたくなるもんなんだよ。ほんの少し大人なデザインの下着だって挑ちよう戦せんしたくなるのが女の子の気持ちなの。そこのところ誤解しないで！」

「意味がわからないですってば」

「……こ、こほん。とにかく」

　部屋干ししていた下着をささっと隠かくすミスミス。

「さっきの話なんだけどね、部屋の中でじっとしてても良いことない気がするの。ここは思いきって外に出ておいで。というわけで、じゃーん！」

　テーブルに乗っていた一枚のチケットを高々とかざしてみせる。

「はい、これ見て元気だしてよ」

「……歌劇オペラチケット？　『女騎き士しベアトリクスの悲ひ恋れん』って書いてますけど」

「そそ。中立都市で毎年上演されてるの。この歌劇オペラ好きだから十回分の回数券買って九回見たんだけど、さすがに今年はもういいかなって。イスカ君にあげる」

「え？　でもいつ行けば──」

「次の任務が来ないうちにね。何なら明日あしたでもいいんじゃない？」

　自信ありげに胸を張ってそう告げる女性隊長。

「とっても素す敵てきな劇だよ。きっと気分転換になると思うの。これ隊長命令だから」

「……隊長命令ですか」

　受け取ったチケットをじっと見つめ、イスカはこくんと頷うなずいた。
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　白い湯気。

　獅し子しの顔を模した給湯口からは乳白色の湯が浴よく槽そうからあふれだすほどに注がれて、その湯面に浮うかぶのは色とりどりの花と香こう草そう。

　蒸気を立てる大浴槽は、一度に二十人は入れるだろう。その隣となりには、きんと冷えた水みず風ぶ呂ろが用意され、奥には熱々の蒸気に満ちたサウナまで備えつけられている。

　……ぴちゃ。

　水に濡ぬれたタイルの中を進んでくる従者姿の少女。

「アリス様、まだ浸つかっていらしたのですか」

　ネビュリス王宮。

　大浴場に響ひびいた燐リンの声に、アリスは閉じていた瞼まぶたを開けて顔を湯面から引き上げた。

「もう上がられてはいかがです。とうに就しゆう寝しんの時間です」

「……眠ねむくないの」

「昨晩もそう仰おつしやっていました。普段なら、戦場から帰き還かんされた時には疲つかれきって食事もとらずに休まれるのに」

「だって、眠れないんだもん」

　ぶくぶくと湯船に沈しずみこむ。

　ネウルカの樹も海りといっただろうか。燐と出しゆつ撃げきして、母であるネビュリス女王から命じられたとおりに帝てい国こくの兵器動どう力りよく炉ろを破は壊かいした。

　作戦は完かん璧ぺきに遂すい行こうした。何一つとして落ち度はない。

　……なのに、何なの。

　……なんであの剣けん士しのことが頭から離はなれないんだろう。

　それが眠れない理由であることも、わかっている。

「イスカと名乗った部隊兵ですか」

　浴槽の縁へりに裸足はだしで立つ燐は、普ふ段だんどおり家政婦風の衣い装しようだ。

「皇庁に戻もどられる前からあの剣士の素す性じようを気にされていましたね」

「……何者だったのかしら」

　自分と同い年くらいの少年だった。

　容姿も言動も若々しさが随ずい所しよに見られたが、戦せん闘とう時の立ち居振ふる舞まいは獰どう猛もうの一言。

　凄すさまじい集中力と人外じみた運動能力とで、アリスの攻こう撃げきをさばきながら迫せまってきた。使徒聖を相手に強敵と感じたことはある。だが、いつ喉のど元もとに食らいつかれるかわからない怖おぞ気けを感じたのは初めてだ。

「あの剣士については素性を調べさせています。が、早くても数日はかかるかと」

「十分よ。ありがとうね燐」

　湯面に浮かぶ花びらをぼんやりと見つめながら頷いて──

「あの剣けん」

　……そんなはずないわ。ただ剣の見た目が似てるだけ。

　……わたしの恩人が、よりによって帝国にいるはずないもの。

「そうよ、ただの偶ぐう然ぜんなんだから」

「え？」

「な、なんでもないわ！」

　無意識の内に心の内から溢あふれてしまっていた呟つぶやきを燐に拾われてしまい、アリスは慌あわてて手を振ってみせた。




〝ケガはない？　まさか中立都市のこんな近くで帝国兵器が暴走するなんて……〟

〝でも大だい丈じよう夫ぶ、機動駆く体たいの動輪を切断した。もうコイツは動けない〟




　砂色の記き憶おく。

　ぱらぱらと噴ふん出しゆつする火の粉と、濛もう々もうと立ちこめる砂すな埃ぼこり。

　帝国兵器の暴走に襲おそわれた自分アリスを助けてくれた剣士。砂すな煙けむりのせいで姿が隠れて声も曇くもっていたけれど、その両手に携たずさえていた剣の輝かがやきは覚えている。

　黒くろ鋼がねと白鋼。

　対極に輝く刃やいばの色は、まるで、あの少年剣士が握にぎっていた剣とそっくりで──

「…………」

　湯船のなか、アリスは己おのれの胸に手を押しあてた。

　早熟──と燐から羨うらやましがられるほどに女性らしく成長した胸から伝わってくるのは、自分でも不思議なくらいの速度で早はや鐘がねを打つ鼓こ動どう。

　とくん、とくん、とくり返す。

　それは収まるどころか今も強まる一方で。

「あーもう！　よくないわ！　これは気分転換が必要よ！」

「ちょっとアリス様、水みず飛沫しぶきが!?　もう……そんな勢いよく立ち上がらないでください。私の服にまで水がかかったじゃないですか」

「そうよ気分転換！　燐、そうと決まれば明日に備えて準備よ！」

「……私の服ぅ」

　頰ほおをふくらませる燐を従えて、アリスは脱だつ衣い場じようへと足早に進んでいった。正面の壁かべ一面が姿鏡となった脱衣場。その棚たなに駆けよって小物入れへと手を伸のばす。

「そう、これよこれ」

「アリス様、身体からだも拭ふかないまま床ゆかを歩かないでください。滑すべって転びます」

「転ばないわ。子供じゃあるまいし」

「子供みたいに走っていくからです。ほら、身体の水気をとらないと風か邪ぜをひきますよ」

　タオルを両手に持つ燐。

　水すい滴てきの滴したたるアリスの金きん髪ぱつにタオルをあてて、丁てい寧ねいに水気を拭ぬぐっていく。

「ねえ燐、ほら見て見て」

「『女騎士ベアトリクスの悲恋』？……まったく、また私に内ない緒しよで歌劇オペラの予約をなさって」

　頭の水気を拭った後は首から背中。

　アリスの首のうなじから背中に落ちていく水滴を、タオルで拭っていく従者。

　燐は、代々ネビュリス王家の世話人を務めてきた家系の生まれだ。

　自分アリスより一つ年下ながらも世話役を務め、アリスにとっては気軽にふざけあえる唯ゆい一いつ無二の友人である。

「このチケット取るの大変なのよ。ペア席確保するのに四回も抽ちゆう選せんに応おう募ぼしたんだから」

「……わかりました。ご一いつ緒しよします」

　アリスの身体を拭き終えた燐が大げさに嘆たん息そく。

「けれどいいのですか。あの剣士に顔を見られたばかりなのに」

　イスカと名乗る帝国剣士。

　つけていたヘッドドレスが戦闘中に外れ、隠していた素顔を見られてしまった。

　素顔が知られれば帝国が暗殺者を派は遣けんするおそれもある。そう考えてアリスも一時は焦あせったのだが。

「平気よ。よく考えたら顔を見られたって問題なかったわ」

　星せい霊れいを邪じや悪あくなものとして危険視する帝国に対し、それを受け入れたネビュリス皇庁は星霊について遥はるかに研究が進んでいる。

　その一つが星霊の個体差だ。

　人間に宿る星霊は千せん差さ万ばん別べつだが、アリスの星霊は中でも警けい戒かい心しんが強い。

　危機を察知した時には自動で防ぼう御ぎよ行動を取る。大規模破壊兵器の一撃さえ防ぐ星霊がいるのだから暗殺者の一人や二人恐れるに足らずだ。

「帝国の刺し客かくなんて怖こわくないわ。わたしには星霊がいるし、何より燐がいるもの」

「……なんて都合のいい褒ほめ言葉」

「本当よ。それに、どのみち中立都市に行くときはいつもヘッドドレスなんてつけてないでしょ？　いつもの恰かつ好こうで堂々と行きましょう」

　指につまんだチケットをひらひらとはためかせて。

「お昼前に開演だから日の出には王宮を出たいわね」

「では砂鳥サンドバードの用意をしておきます。朝早くに出発ですので、アリス様も部屋に帰って就寝なさってください。チケットは預かっておきます」

「あっ、ちょっと燐てば!?」

「アリス様がなくさないためです。それより、いいかげん下着をつけてください。そんな堂々とみせつけてくるのは私への自じ慢まんですか」

「じ、自慢なんかしてないわよ!?」

　弾はずむように揺ゆれる胸むな元もとを羨ましげに見つめる燐に、アリスは慌てて背を向けた。

「あと外出を女王様に伝えてくださいね。この前も無断外出でお𠮟しかりを受けたのですから」

「……面めん倒どう」

「返事は？」

「……はーい」

　厳しい口調の従者に、アリスは小さく溜ため息いきをついたのだった。
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　二年前──

　配属される小隊が決まった。そう報告した翌日に、師は自分イスカの前から姿を消した。

　いや、堂々と目の前から立ち去っていった。

「お前とジンの二人だけだったな。俺から逃にげださなかったのは」

　別れ際ぎわに、そんな皮肉な言葉を残して。

「だがまあ二人も残ったのならマシな方か」

　帝国最強の剣士クロスウェル・ネス・リビュゲート──通つう称しよう『黒鋼の剣けん奴ど』。

　使徒聖筆頭として帝都を守護していた時期、彼は、自分の後こう継けい者しやと見こんだ少年少女を帝国中からスカウトし鍛きたえ上げた。

　否いな、選別した。

　わずか半日の訓練でおよそ半分が脱だつ落らくし、その日の終わりには九割が脱落した。

　その三日後には残ったメンバーのさらに半分が脱落。それが一年、三年、五年と続き、最後まで残ったのがジンとイスカの二人だ。

「イスカ、お前は俺が選んだ候補の中で最後に連れてきた。そうだったな」

「はい」

「正直に言おう、俺が候補に選んだなかでお前が一番……」

「は、はい！」

「見込みがなかった」

「正直にも程ほどがある!?」

　思いきり脱だつ力りよくする少年の前で、黒くろ髪かみに黒衣という黒ずくめの男は当然とばかりに。

「見込みのある奴やつからスカウトしていった。なら、最後に選んだ奴が一番見込みがないのは当然だろう」

「……まあそうですけどー」

　不満げに頰を膨ふくらませる少年。

　その手に、たった今渡わたしたばかりの二振りの剣が収まっているのを見下ろす師。

「でももうちょっと言い方ってものがぁ」

「お前が、俺に一番似ていた。だから一番見込みがないと思っていた」

「────」

　それは、イスカが初めて聞かされた真実だった。

　普段は無口で無感情で、常に気だるげな視線の師が口にした「本音」。

「星剣、手放すな」

「もちろんです。大事な師し匠しようの形見ですから……あ痛いたっ！」

　殴なぐられた。

　勝手に形見にするな。勝手に師を殺すな、と。そしてもう一つ──

「その剣が、世界を再星する唯一の希望だ」

「……え？」

「星剣はお前に従う。お前が触ふれたことで制御ロツクがかかり、お前以外には機能を発揮しない。だから任せる」

　百年続く、人と魔ま女じよの戦争に終しゆう止し符ふを打つ役目。

　それがお前──黒鋼の後継者の使命であるのだと、師は言った。
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　大地を焦こがす陽光。

　じりじりと降りそそぐ熱線に炙あぶられた黄こう砂さの大地は乾かわき、罅ひび割れて、わずかな雑草だけが点在する荒こう野やと化している。裸足はだしで歩けば、その大地の熱さで一分とたたずに足が火傷やけどするだろう。

　ヴィシャーダ荒野。

　その広大な荒野の車道を、一台のバギーが猛もう烈れつな速度で進んでいく。

「イスカ兄、起きて起きて。もうすぐエインに着くよ」

「あれ。もう？」

　運転席の音々に揺すられて、イスカは助手席でまぶたをこすった。日の出前に帝都を出発したところまでは覚えているが、その後の光景が記き憶おくにない。

「もうお昼近い時間だよ。かれこれ六時間くらい走ってるもん。イスカ兄ってばどんなに話しかけてもスヤスヤ寝ねちゃってたから」

「ごめん……」

「ううん、音々もイスカ兄の寝顔久しぶりに見れたし」

　楽しげに声を弾ませる音々。

「ネウルカの樹も海りから戻もどって寝付きがよくなかったって言ってたもんね」

「うん……すごい久しぶりに師匠の夢、見てた。ジンと一緒に思いきりしごかれてた時の思い出。というか悪夢」

「クロ先生の夢？」

　ハンドルを握りながら、音々。

「懐なつかしいねー。クロ先生の夢なんてずっと見てなかったんでしょ？」

「たぶん、すごい久しぶりに星せい剣けんを使ったからだと思う。大事にしろって言われたのに、八大使徒に没ぼつ収しゆうされてたし。返してもらってほっとした」

　座席に立てかけてある二振ふりの剣を見下ろす。

　バギーの走っている場所は帝てい国こくにもネビュリス皇庁にも属さない無主地だ。

　この荒野も、世界地図上では野生の獣けものが跋ばつ扈こする自然区に位置づけられている。かつては巨きよ大だいな竜りゆうの発見報告もあった地である。この車道はまだ安全な部類だが、本来ならあまり居い眠ねむりなどするべき場ではないだろう。

「あーあ、失敗だよぉ。なんでイスカ兄が外に行くときにアルバイト入れちゃったんだろ」

　一際深い溜息とともに音々がハンドルから手を離はなした。

「ジンは銃じ工つ房かの手伝いで、ミスミス隊長もショッピングだっけ？」

「そうだけどぉ、音々だってイスカ兄と中立都市で遊びたかったもん」

　イスカの膝ひざに頭をのせて寝ね転ころがるポニーテールの少女。

　車は猛烈な速度で車道を走行中。それをこの少女は、まるで正面を見ないまま伸のばした片足でハンドルを完かん璧ぺきに操作していた。

「音々、前見て運転しないと危ないよ。足で運転って……」

「だってイスカ兄と一緒にいるの久しぶりなんだもん」

「そんなに久しぶりだっけ？」

　ふと、運転席の音々にふり返る。

　……でも確かに大人っぽくなってる？

　……背も伸びたし。表情も女の子っぽくなった気がする。

　思春期の一年。

　イスカが監かん獄ごくに捕とらえられていた間に、幼かった少女は背も伸びて、心なしか体つきも女性らしさを増していた。ポニーテールにまとめている髪かみも、結ゆわえた髪を下ろせばさらに淑しゆく女じよらしくなるのではないだろうか。

「んっ」

　寝ころんだ姿勢から立ち上がる音々。

　ポニーテールに結わえた髪をさっと振ふりあげて、少女が不満そうに口にした。

「あー……もうついちゃった。もっとゆっくり走ればよかったかも」

　──中立都市エイン。

　広大な荒野でオアシスに発展した都市が見えてきた。

　巨大な市し壁へきに囲まれた都市の入り口で。

「ありがと音々。帰りは循じゆん環かんバスに乗って帰るから」

「はいはーい。また後でねイスカ兄！」

「……うん。ええと劇場はどこだっけ」

　砂すな煙けむりを巻き上げて去っていくバギーを見送り、都市の街並みへと振り返る。

　中立都市──百年にわたる帝国とネビュリス皇庁の争乱において、どちらの陣じん営えいにも加わらなかった都市の総そう称しようだ。

「中立都市か、すっごい久しぶり。ここに来るのも何年ぶりだろ」

　見るからに荘そう厳ごんな劇場が軒のきを連ねる中央通り。

　厳おごそかで格調高い木造りのコンサートホールに、その隣となりは比ひ較かく的てき新しい現代風デザインの絢けん爛らんなオペラハウスがある。

「でも、相変わらずすごい人ひと集だかり」

　文化と芸術の花咲さく地。帝国とネビュリス皇庁の戦争を嫌きらった芸術家たちを受け入れ、絵画や音楽、詩、彫ちよう刻こくなど様々な文化を発展させてきた。

　ここ中立都市エインは歌劇オペラの都。

　路上の演奏家が思い思いの歌を奏で、通りがかった観光客がそれに聞き入る光景がいたるところで見てとれる。

「──って、まずい。もう開演時間だ!?」

　そんな大通りを、イスカはチケットを握にぎりしめて駆かけだした。

「通りを進んで三つ目の建物だったっけ。やば、もう始まっちゃう！」

　白を基調とした現代風デザインのオペラハウスの窓口へ。

「まだ入れますか。え、ギリギリ大だい丈じよう夫ぶ？　よかった、どうもです！」

　静まりかえった通路を走って上演ホールへ。

「……ごめんなさい。一人、入ります」

　扉とびらをゆっくり開けてホールの内部へ。上演直前ということもあって室内は真っ暗。おぼろげに光る足あし下もとの非常灯を頼たよりに、空いた席を探しあてる。

「二階席の最前列か。さすがミスミス隊長。歌劇オペラの席にもこだわってる」

　暗がりで顔はよく見えないが、周りの客は裕ゆう福ふくそうな服装の貴婦人や、どこかの都市の貴族がお忍びプライベートで来たような家族連ればかり。

『それでは、「女騎き士しベアトリクスの悲ひ恋れん」をどうぞお楽しみください』

　ホールに響ひびきわたる放送。

　劇の幕が上がり、何百人という観客の前で歌劇オペラが始まった。

〝さようならベアトリクス、俺は君とは生きられない〟

〝……ええ。さようならアゼル。次に会うときは今宵こよいの教会ではなく、戦場なのね〟

　劇の中ちゆう盤ばん。

　主人公である女騎士になりきった女優の熱演と、交響楽団オーケストラによる伴ばん奏そうが物語を悲しくも情熱的に彩いろどる場面──

「……あー。これわかる。ミスミス隊長がすごく好きなの納なつ得とくできる」

　演技に魅み入いる観客に混じって、イスカはこっそりと呟つぶやいた。

　女騎士の凜りんとした生き様に魅せられ、その悲恋に感情移入してしまう。

　現に、周りからはすっかり女騎士ベアトリクスの悲ひ愴そうな境きよう遇ぐうに感情移入しきってしまい、涙なみだぐむ観客が息を吞のむ気配が感じられる。

　そんな中、なぜ自分イスカだけが妙みように醒さめた感覚でいるかというと。

「ああベアトリクス！　敵国の騎士に恋こいしてしまうなんて……どんなに愛しても結ばれない禁断の恋。こんなに悲しい恋があっていいのかしら！　あんまりだわ！　なんで神様はこんな……こんなひどい運命を……うぅっ！」

　よりによって隣に座る客が涙もろい少女だったらしい。

　物語の終盤で感極きわまったこともあり、ハンカチで拭ぬぐっても拭いきれないほど号ごう泣きゆうしてしまっている様子に──イスカの方が舞ぶ台たいに集中できなくなってしまった。

「アゼルのバカ、なんであなたという男ひとは！」

「しっ、声が大きいですよアリス様。みんな静かに観みてるんですから」

「だ、だって……」

「まったくもう。ハンカチはどうされました？　自分のハンカチが涙で濡ぬれちゃったからって私のをさし上げたのに」

「……あれも、もうぐしょぐしょに濡れちゃった」

「泣きすぎです!?」

　目元を手の甲こうでぬぐう少女。劇場が暗いので姿はわからないが、声の様子からは十代の少女だろう。その隣のペア席にいる相方も同様だ。

「あの、これよければ」

「え？」

　抑おさえた声で、イスカは自分のハンカチを差しだした。

　……名も知らぬ淑女にハンカチを送るって、昔から貴族が好きな情景シチユエーシヨンだし。

　……そこまで変なことじゃないはずだし。

　隣で誰だれかが困っているのを見過ごすのが忍びないという理由もあるが、このまま泣きじゃくられると自分が歌劇オペラに集中できないという現実的な動機もある。

「何も使ってない綺き麗れいなままだから。あの、そのままだと大変かなって」

「…………」

　誰かもわからない相手からハンカチを受け取るのは抵てい抗こうもあるだろうが、それでも今はこぼれ落ちる涙を止めなくてはと、少女がおずおずながら手を伸ばす。

「ありがとうございます」

　おや？　この声どこかで。

　聞き覚えのあるような声だが、涙で声がうわずっているため正確にはわからない。気のせいだろう。早々にそう考えて、イスカは歌劇オペラの終盤を見届けることにした。

　閉幕──

　舞台に拍はく手しゆの音が響きわたるなか、劇場の再点灯ライトアツプに至るまでのしばしの余よ韻いん。

「うっ……ぐすんっ、なんて可愛そうなベアトリクス！」

「アリス様、ほら終わりましたよ。再点灯ライトアツプする前にせめて涙を拭ってください」

「だ、だってぇ……」

　ハンカチを目元にあてながら立ち上がる少女。

　そうして彼女が頭を下げたのは、隣りん席せきで座ったままの自分イスカだった。

「あ、あの……ハンカチ、濡らしてしまってごめんなさい。こちら、弁べん償しようさせていただきます。燐、最上級の天鵞絨ビロードを贈ぞう呈ていする手配を」

「え!?　い、いや大丈夫ですよ！　そのハンカチ安物だから」

「いいえ。こんなお恥はずかしい姿を晒さらしたわたしのために授さずけていただいたものですから、安いや高いの問題ではありません」

　両手にハンカチを握りしめたまま、懸けん命めいに首を横にふる少女。

「あの、もう一度御お礼れいを言わせてください」

　真しん摯しな呟きとともに少女が一歩足を踏ふみだして──

　劇場が再点灯ライトアツプしたのは、その時だった。

「ハンカチありが………………」

　燦さん々さんと輝かがやくシャンデリアの下、少女の明るい金きん髪ぱつと可か憐れんな相そう貌ぼうがあらわになる。

　氷ひよう禍かの魔ま女じよアリスリーゼ。

　目の前でハンカチを握りしめていたのは、三日前にネウルカの樹も海りで壮そう絶ぜつな戦せん闘とうを繰くり広げた張本人だった。

「…………へ？」

「な……な、ななななっ、なんであなたがここにいるのっっ!?」

　ばさっとスカートをひるがえすネビュリス皇庁の姫ひめ。

　戦場でまとっていた高貴な王衣ドレスではなく、どんな都市の服ふく飾しよく店にも一着は売っていそうな無地のワンピース姿。まさにお忍びプライベート中の令れい嬢じようといった雰ふん囲い気きだ。

「わたしを尾び行こうしてきたのね。いいわ、ならばここで決着を────むぐぅっ!?」

「アリス様、ダメです！　ここは中立都市なんですから！」

　アリスを後ろから羽は交がい締じめにしたのは、従者である燐だった。

「この都市では何なん人ぴとたりとも一いつ切さいの争いが禁じられています。それが中立都市の法律なんです。たとえ親の敵かたきだろうと敵国の将だろうと、手を出してしまえば……」

　──一、中立都市での一切の争いを禁じる。

　──二、前文一条は、先に手を出した方が違い反はん者しやとなる。

　──三、すべての文化を受け入れ、芸術を楽しむこと。

　すべての中立都市に共通する決まり事だ。

「……わかってるわよ。ここで手を出したら、違反規定ですべての中立都市を敵に回すことになることくらい。そうなったら大事だもの」

　燐の手をほどいて唇くちびるを嚙かみしめるアリス。
















「だけど、まさかあなたの隣で歌劇オペラを鑑かん賞しようしてたなんて。どおりで落ちつかなかったわ」

「いや、号泣するくらい劇に見入っていたような」

「～～～～～っっ!?　こ、これは目の汗あせよ！　今日見たことは忘れること、いい!?」

　足音を立ててアリスが後ずさる。

「アリス様、あまり声を上げると注目されてしまいます」

「ああもうっ！」

　周りの観客に見つめられることに今さら気づいたのか、涙で真っ赤に腫はれた顔をさらに紅潮させる金髪の少女。

「ここは退ひくわ。ごきげんようイスカ！」

「……う、うん。ご丁てい寧ねいにどうも」

　スカートの両りよう端はしを持ち上げて折り目正しくアリスが会え釈しやく。

「アリス様なにやってるんですか」

「えっ!?　あ……ち、違ちがうの燐！　ついいつもの癖くせが！」

　王宮での挨あい拶さつが咄とつ嗟さに出てしまったらしい少女が、耳たぶまで赤く染めてホールを駆け上がっていく。

　たった一人劇場に残されて。

「ビックリしたのは僕の方だって……」

　早はや鐘がねを打つ胸に手をあてて、イスカは大きく息を吐はきだした。
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「……心臓が止まるかと思ったわ」

「それは私が言いたいです。アリス様が大暴れしたらどうしようかと」

　駆かけ足でホールを後にして、人ひと集だかりをかきわけて屋外へ。

　大通りに出て、アリスはようやく胸をなで下ろした。

「尾行されてないわよね？」

「はい。私たちがホールを出るときまで、あの剣けん士しは一歩も動いていませんでした。ただ、想定はしておくべきだったかもしれません」

　中立都市は、帝てい国こくとネビュリス皇庁のどちらにも与くみしない。どちらの国の者であっても自由に入れるかわりに、顔を知った相手と出くわす可能性もある。

「……それにしたってまさか隣となりの席だなんて」

「もともとあの者には顔を見られています。別の兵に顔を覚えられたわけではありません。中立都市で敵味方が出会うのは、この都市の性格上もはや仕方のないことです」

「そ、そうよね！……気を取り直して食事にしましょう」

　一度目を閉じて雑念を振ふりはらい、アリスは大通りを足早に歩きだした。

「たしかパスタの名店が近くにあったはずなの。下調べは完かん璧ぺきなんだから！」

「アリス様は本当にパスタがお好きですね」

「一か月パスタでも平気よ」

「それは平気か無理かではなく、ダメです」

「堅かたいこと言わないの。ほらこっちこっち」

　燐の手を握にぎって通りを北へ。

　広場に面した通りに突つき当たってすぐ、パスタ店の看板が視界に映った。

「申し訳ありません。ただ今ちょうどお昼の混雑時間です」

　自分たち二人の姿を見て、申し訳なさそうに頭を下げるエプロン姿のウェイトレス。

「先約の方と相席ならばすぐにご案内できるのですが……」

「構わないわ。さ、燐こっちよ」

　四人がけのテーブルの片側に並んで腰こしかける。

「どうぞアリス様、お水を」

「ありがとう燐。ちょうど喉のどが渇かわいてたの」

　映画館で号泣しきってしまったせいか喉までカラカラだ。受け取ったグラスの縁ふちをすぐに唇へと近づける。と、そこにウェイトレスがもう一人の相席客を連れてきて。

「ご予約のイスカ様。どうぞこちらへ」

「ぶっっっ!?」

　噴ふきだした。

　人生初、口に含ふくんでいた水を、アリスは水みず鉄でつ砲ぽうさながらの勢いで噴きだした。

「うわっ!?」

　慌あわててテーブルから後ずさる少年。

「何するのさ」

「それはこっちの言い────こほっ、……っ、み、水が気管に……ぅ……な、なんだってあなたがここにいるのっ!?」

　口に手をあてて、涙なみだまじりに帝国の少年剣士を睨にらみつける。

「貴様、一度ならず二度までも！　やはりアリス様を追ってきたのか！」

　さすがに今度は黙だまっていられなかったのか。席から立ち上がった燐が、スカートの内側に忍しのばせた短刀に手を掛かける。

　……これで剣を抜ぬいたら中立都市の禁きん忌きに触ふれてしまう。

　……いえ。争い禁止の条じよう項こうは「先に手を出した方が悪い」という決まりよ。

　この帝国剣士が先に攻こう撃げきをしかけてくれば、アリスも燐も正当防衛として堂々と反撃に出ることができる。

「えっと、僕、まだ誤解されてる？」

「何を白々しい。もはや疑いの余地はない」

　両手をあげて無む抵てい抗こうの意思表示をするイスカ。対する燐は指先を突きつけて。

「あのオペラホールで別れた後、お前は私たちと完全に別行動だったではないか。なのになぜこの店に来たのか、言い訳できるなら言ってみろ！」

「だって劇場に一番近い料理店だし。有名なお店だし。そもそもこの席を予約してたのは僕で、そっちが後から来たんでしょ？」

「…………」

　あっけらかんとしたイスカの答えに、凍こおりついたのは燐の方だった。

「……どう思いますかアリス様」

「一理あるわね。でも油断はダメよ燐。気を抜かないで」

「いや、目の前で相談されても筒つつ抜ぬけなんだけど。それに僕はこのとおり丸まる腰ごし。剣だってゲート横の関門に預けてあるから」

　腕うでを上げたままイスカが目の前で一回転。

　武器らしい武器は見あたらない。戦う意思はないという主張のつもりか。

「……わかったわ。ひとまずあなたの言葉を信じる」

　並んで座るアリスと燐、その対面に座る少年。

「アリス様、良いのですか。いくら中立都市とはいえ帝国の兵と同席して食事など」

「ここで退いたら怖おじ気けづいたみたいに思われちゃうじゃない」

　氷禍の魔女が逃にげだした。そんな風評が広まれば帝国兵が勢いづくし、ネビュリス皇庁の部下たちにも顔向けできない。

「と、とにかく食事を……」

　テーブル上のメニュー表へと手を伸のばす。その指先が、ちょうど同時にメニュー表を取ろうとしたイスカの指先に重なった。

「きゃっ!?　ご、ごめんなさい！」

「……あ、い、いやこちらこそ……ごめん」

　萎い縮しゆくした様子で手を引っこめるイスカ。

「…………ど、どうぞお先に」

「…………あなたこそ先にお決めなさい。譲ゆずってあげる。手、伸ばしてたじゃない」

「…………僕、ソッチに渡わたそうとして手を伸ばしたんだよ」

「…………わ、わたしだってそうよ！」

　交こう渉しよう結果。メニュー表をテーブルの中央に置いて、それを対面のアリスとイスカが左右から眺ながめる形式で落ちついた。

　……顔が近づいちゃうのが難点だけど。

　……って、なに考えてるのよわたし？　ただメニューを見てるだけなのに。

　つい彼から目をそらしてしまう。ネビュリス皇庁にも親族の少年がいないわけではないが、ここまで歳としの近い相手は今の王宮にいない。慣れていないのだ。

「あの」

　不意に話しかけられて、アリスは反射的に身構えた。

「な、何か用かしら」

「注文決まった？」

　今すぐ貴様を八つ裂ざきにしてやる──そう宣告しても不思議ではない帝国の少年兵が、控ひかえめがちな上うわ目め遣づかいに尋たずねてくる。

「……そうね。注文、いいかしら」

「はーい。いま伺うかがいますぅ！」

　店内を駆けてくる陽気なウェイトレス。

「ご注文は？」

『サーモンとズッキーニの生クリームパスタ。茹ゆで加減は「よく茹でるベンコツテイ」で量は少なめ。食後の紅茶は砂糖一つでお願いします』

　アリスとイスカ。

　二人の言葉がそっくりそのまま、美しいほどの滑なめらかさで重なった。

「……え？」

「……あれ？」

　いまのは本当に自分の言葉？　あまりに綺き麗れいに重なったため、一いつ瞬しゆんアリス自身でさえ、どちらが言った言葉なのか疑いたくなってしまった。

　案の定、目の前のイスカも同じように困こん惑わくした表情で。

「お客様、気が合いますね。お連れですかー？」

『違います！』

　再び、二人の返事が綺麗に重なった。

「アリス様、気を静めて」

「言わないで燐。わかってる、こんなの今日だけ。本当に偶ぐう然ぜんの偶然の偶然よ！」

　目の前の少年に悟さとられない程度に深呼吸。

　……大だい丈じよう夫ぶ。わたしは冷静よ。

　……映画から食事の好みまで趣しゆ味みが一いつ致ちしてるみたいだけど、関係ないわ。

　料理が運ばれてくるまでの気まずい間を無言で耐たえしのぐ。

「とにかく食事よ。温かいうちにいただきましょう」

　運ばれてきたパスタをフォークに絡からめる──その手を止めて、ふとアリスは顔を上げた。不意に頭によぎった小さな好こう奇き心しん。これだけ偶然の一致が続く敵国の兵士に一つだけ確かく認にんしてみたくなったのだ。

「あなたパスタが好きなの？」

「……僕？」

　まさか声をかけられると思っていなかったのか、少年が遅おくれて反応。

「あなた以外にいないでしょ」

「好きだよ。ていうか一番好きかも。これみたいにクリームで和あえるのも好きだけど、塩こしょうだけで味付けしても美お味いしいから」

「あら。わかってるじゃない。お手軽だけど美味しいのよね」

　燐に尋ねても「何でも好き嫌きらいなく食べてください」しか返ってこない。王宮の家臣に聞いたところで「それは良かった」という素っ気ない返事が関の山。

　そんななか敵国の少年がくれた返事は、アリスにとって初めての感覚だった。

　楽しい。

　イスカとの会話に自然と心が弾はずんでしまう自分がいた。

「でもわたしは、これくらい暑い気温なら冷菜パスタも捨てがたいわ」

「あ、いいよね冷菜パスタ。市場で甘いフルーツトマトが売ってたら絶対作る」

「そう！　トマトの冷菜パスタ美味しいわよね、わたしもわたしも！　夏の暑い時期なんか毎日でも──」

「アリス様、食事の手が止まっているようですが」

「…………あ」

　燐の咳せき払ばらいに諭さとされて、アリスは小さく声をもらした。目の前の少年は敵国の兵士で、顔を見られていて、さらに使徒聖にも劣おとらぬ一いつ騎き当とう千せんの戦せん闘とう員いんなのだ。

　それを失念していた。

「ご、ごめんなさい。食事の邪じや魔まをしたわ……」

「こ、こちらこそ……」

　互たがいに頭を下げて会え釈しやく。

　再び静かな食事風景に戻もどる。と思いきや一人早々に食事を終えた従者の少女が、独り言のようにぼそっと曇くもった小声で。

「パスタは『歯ごたえを残すアル・デンテ』で茹でるのが常識です。これだから素人しろうとは」

『絶対に「よく茹でるベンコツテイ」だから！』

　やれやれと溜ため息いきをつく燐に、アリスとイスカは声を揃そろえてそう言った。




　　　　　　　４




　黒の天球に、宝石箱をひっくり返したように煌きらめく星々。

　数えきれないくらいの星座と、見上げた頭上から地平線へと落下するように流れていく流れ星。世界で一番美しいとアリスが信じて疑わない王宮の夜空だ。

　けれど、そんな夜空からも目を背そむけて。

「昼間のことは、アリス様の胸の内だけに留とどめてください」

「…………」

　ベッドにうつぶせになった姿勢で、アリスは燐の言葉を聞いていた。

「本来なら女王様に報告しなければなりません。たとえ戦闘がなくとも敵国の兵と出くわしたのですから」

「中立都市では戦っちゃだめ。そう言ったのは燐よ」

「まさかオペラハウスの後に食事まで同席するとは思いませんでした」

　ネビュリス王宮・アリスの私室『鐘シオンの宝石箱』で。

　壁かべ際ぎわに佇たたずむ燐が、いつになく感情を押し殺した声でそう告げた。

「幸い、本日の会話から皇庁の機密が漏もれることは無いでしょう。その確信がなければ、何があっても女王様に報告すべき案件でした」

「……わかってるわよ」

　相手は憎にくき帝てい国こくの飼い犬なのだ。

　自分たちの祖先を魔ま女じよ・魔人と呼んで迫はく害がいした者たち。イスカもまたその一人。だけど、この釈しやく然ぜんとしない気持ちの揺ゆれはいったい何だろう。

「これ」

　枕まくら元もとの横に置いてある無地のハンカチ。

　どこにでも売っている品だと彼は言っていた。

「返しそびれちゃった……」

　劇場で借りたハンカチ。自分の涙なみだをふいたものだからそのまま返すわけにもいかず、かといってどうすればいいのかわからないまま持ち帰ってしまった。

「敵国の兵の私物です。捨てて問題ないでしょう」

「……だけど」

「ですから今日のことは忘れてくださいと申しあげました。イスカという剣けん士しは敵なのです。アリス様の敵ではなく、アリス様とアリス様の同どう胞ほう何万人の敵なのですから」

　燐がスカートをひるがえす。

　と思った時には、彼女の両手には護身用の短刀が握にぎられていた。

　一瞬の早はや業わざ。

　さらには糸のように細い金属針に、鋼鉄糸、小型の爆ばく弾だんまで。家政婦のような服装の内側には、アリスが名前も知らない暗器が数多く隠かくされている。

　あらゆる武芸を修めた天才武ぶ闘とう家か。

　それが燐という少女のもう一つの顔である。

「錬れん成せい楼ろうの老師がつくづく残念がってたわ。剣術も鎗術も弓術も、それに拷ごう問もん術も、教えたすべてを達人級にまで昇しよう華かした生徒が、ただの従者だなんて。あの娘こには皇庁きっての武闘家になる才能があるのにって」

「酔ようと饒じよう舌ぜつになるのは老師の癖くせです。ですが私でさえ、あのイスカという剣士と戦って勝てる光景が思い浮うかびません。剣でも体術でも、星せい霊れいを最大限に活用してもです」

「燐が？」

「はい。戦闘次し第だいでは我が老師でさえ危あやういと感じます」

　キン、と高らかに音を立てて鞘さやに収まる二本の短刀。

「アリス様が一番わかっておいでのはずです。使徒聖にさえ隠していた『氷花』をたかが兵士一人に披ひ露ろうした。……あの剣士は怪かい物ぶつです。いつかアリス様が帝国に挑いどもうとする時、もっとも大きな壁かべとなって立ちはだかるのは、あの剣士かもしれません」

　そう告げる少女の表情には悔くやしさが滲にじんでいた。

　アリスの護衛でありながらも、帝国に勝てない相手がいることを知ってしまった。そんな自分の不ふ甲が斐いなさに対する憤いきどおりなのだろう。

「ですので、今日の事でもしも何かお気に留めることがあったとしても、忘れてください。あの剣士は皇庁にとって最大の不安要素になりえます」

　燐の進言はもっともだろう。イスカの強さはアリスの目から見ても尋じん常じようではなかった。

　まだ十代であることを踏ふまえるならば、今後さらに経験と修練を積んだ時にどれほど恐おそろしい相手になるか想像もつかない。

　……でも、今日の雰ふん囲い気きには。

　……そんな鬼き気き迫せまる怖こわさを何一つ感じなかったわ。

　中立都市だから戦意がなくて当然だと燐は言うが、アリスはまた別の視点を持っていた。あの時の彼には殺気そのものが無かった。戦意を消していたとか抑おさえていたとかではなく、本当に一いつ切さい戦う意思がなかったのだ。

　……それにわたしの星霊も反応しなかった。

　……部下のちょっとした嫌いや気けだって感知して教えてくれるのに。

　星霊が、あの時の彼を敵とは見なしていなかった。

　何よりも。

　一いつ緒しよに映画を見て、一緒に食事をして、ほんの一瞬だけ気を許してしまった自分がいる。そう自覚してしまったことが最大の問題なのだろう。

　無情になりきれない。

　彼から預かったハンカチを捨てる行こう為いに躊躇ためらいを覚えてしまう。

「……でも燐だって責任はあると思うの」

「と言いますと？」

「燐が、あそこで『パスタのゆで加減は『歯ごたえを残すアル・デンテ』が常識』だなんて言うから、私がイスカと変に意気投合しちゃったのよ」

「私は事実を述べただけです。パスタは『歯ごたえを残すアル・デンテ』が至高。異論は認めません」

「バカ！」

　手元の枕まくらを遠くの従者に放ほうり投げて、アリスはタオルケットにくるまった。
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　帝都第三セクター・帝国寮りよう03棟とう一階。

　その一室で、イスカは床ゆかに寝ねそべって天てん井じようの明かりを見上げていた。

「……眠ねむれない」

　瞼まぶたは重いのに、瞼を閉じて何時間待っても意識が薄うすれることがない。

　緊きん張ちよう？　それとも昂こう揚よう？

　……ぜんぶ違ちがう。

　……きっと見ちゃったからだ。

　氷ひよう禍かの魔女として帝国全土から恐れられるアリスが、帝国の人間とまったく同じに歌劇オペラを鑑かん賞しようし、食事を満まん喫きつし、中立都市で見るものすべてに一いつ喜き一いち憂ゆうしていた姿を。

「噓うそばっかり」

　唇くちびるからこぼれたのは、微び風ふうのように小さな呟つぶやきだった。

「氷禍の魔女が血も涙もない怪物なんて帝国の噂うわさばっかりじゃん。あんなに大泣きしてた。星霊使いだってやっぱり普ふ通つうの人間じゃないか」

　彼女が見せた素す顔がお。

　星霊使いを忌いみ嫌う帝国の人間で、泣きじゃくるアリスを見て氷禍の魔女と断定できる人間が何人いるだろう。あんなに華きや奢しやで弱々しい少女を。

　帝国の自分も、ネビュリス皇庁のアリスも何一つ変わらない。同じ人間……




「……ああもう、なんでこんなに眠れないのさ！」

「……ああもう、なんでこんなに眠れないのよ！」




　時同じくして。

　遠く離はなれた帝国とネビュリス皇庁の両国で、悲鳴を上げる少年と少女の姿があった。
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　真っ青に輝かがやきながら、凍こおりついていた。




　ソレが世界のどの場所であったか、幼い頃ころの自分イスカは覚えていない。

　帝国最強の剣士である『黒くろ鋼がねの剣けん奴ど』クロスウェルに連れられるまま、大陸中の都市を旅していた。

〝帝国だけが世界の全すべてではない。よく見ておけ〟

〝十年先、二十年先になるかわからないが、お前に必要な経験になる〟

　旅の途と中ちゆう──ある事情からイスカが師と別行動をとった時のこと。

　遥はるか先に灯ともる中立都市の明かりを目指し、夜の荒こう野やを進んでいた際に、その地を縄なわ張ばりとする徊かい獣じゆうの群れにイスカの乗る機関車が襲おそわれた。

　手持ちの小さな護身刀も折られ窮きゆう地ちに陥おちいった。そんなイスカの命を救ったのは、一人の魔女だった。

　真っ青に輝く氷ひよう壁へきが盾たてとなってイスカを守り、氷の礫つぶてが徊獣を打ちのめした。

　……魔女が僕を助けてくれた？

　……帝国出身の僕を？

　氷の魔女。暗い夜の帳とばりに隠れて魔女の顔はわからなかった。

　同じ列車に乗り合わせた乗客だったのだろう。

　魔女は、帝都から離れた地で見かけた少年イスカがまさか帝国の住人とは思わなかったに違いない。それに徊獣に襲われたのは魔女も同じだ。自衛のために徊獣を倒たおし、結果的にイスカも守られただけかもしれない。

　だが、どんな理由であっても「助けられた」という事実は変わりない。

　……魔女は残ざん忍にんな怪物だって帝国で教わったのに。

　……僕や周りの人たちを助けるために？

　それが始まり。

　イスカが、魔女というものへの認にん識しきを塗ぬり替かえた出来事だった。

　魔女……否いな、星霊使いは悪い人間じゃないのかもしれない。もしも話し合えることができるなら分かり合えるかもしれない。

　帝てい国こくに属していながら、今もイスカはその直感を信じている。




　帝都第三セクター内・演習エリア。

　上空から降りそそぐ殺人的な熱線に、吹ふきこむ熱風は摂せつ氏し五十度を優にこえる。

　──砂さ漠ばくフィールド。

　その名のとおり大砂漠での戦せん闘とうを想定した訓練施し設せつだ。

　足あし下もとの砂に細かい金属の破は片へんを混ぜることで太陽熱の吸収効率を上げ、この施設の気温は、冬でも摂氏四十度を下回ることがない。

「はぁ……はぁ……あ、あぅぅぅ……み、水っ……！」

　フィールドの外がい縁えん部を走る四人。

　その最さい後こう尾びを走るミスミスが、この世の終わりのような悲ひ愴そうな表情で絶ぜつ叫きようした。

「みずぅ～～～～～～～っ！」

「飲めばいいだろ。水分補給しながらの踏とう破は訓練なんだから」

　走りながら振ふり返ったのはジン。

　二人の背中のリュックには給水装置が括くくられており、ストローの飲み口から水を補給しながらの走行だ。

「軍備を背負って走るかわりに、携けい帯たいしてる水も飲んでいいってのがこの訓練の決まりだ。水、たっぷり背中に担かついでるじゃねえか」

「もう飲みつくしちゃったよぉ。ジン君、水、お水一口だけわけて！」

「水太りするぞ」

「ジン君のいじわる──っ！」

　へろへろながらも絶叫する程度の元気はあるらしい。

「おかしいよこの演習場！　走ってる真上から太陽灯で灼やかれて、後ろからは高熱送風機で熱風をあてられるって……アタシたちは洗せん濯たく物ものじゃないっていうの！」

「どっちも立派な熱兵器だもん。音ネ々ネ、見覚えあるよ」

　音々が、後方に設置された大型送風機を指さした。

「砂漠を再現できるから音々たちは訓練になる。第一セクターの研究者さんは音々たちの人体実験データを使って兵器を改良できる。お得だよね！」

「その発想ができる音々ちゃんが怖いよっ!?」

　人体実験という単語に悲鳴を上げる女性隊長。

「あ、あぁ……ほ、ほらイスカ君……向こうに……オアシスが見えるよ…………天使さんがおいでおいでって手招きして……る……？」

「隊長待って！　たぶんそっちは行っちゃダメなやつです！」

　明後日あさつての方向へ走っていくミスミスを、イスカは慌あわてて呼び止めた。そんな彼女を励はげましつつ給水地点へ。

「いぃやったぁ！　と、とうとう砂漠フィールド初はつ制せい覇はだよ！」

　背中の荷物を放ほうりだしてミスミスが跳とびはねた。

「隊長、前は半分くらいで担たん架か呼んでましたからね」

「でしょでしょ？　この一年で体力だけは必死につけたんだから！」

　額から、首筋から、滝たきのように汗あせを流しながらミスミスが拳こぶしを振りあげる。

　この喜びで疲つかれなんて吹き飛んだ、そんな雰囲気だ。

　……でも本当にすごい。

　……隊長、なんだかんだいって僕らがいない間も努力してたんだ。

　髪かみの先に滴したたる汗をさっと払はらい、イスカは背後のミスミスをこっそり盗ぬすみ見た。

　せいぜい十三、十四歳にしか見えない童顔と小こ柄がらな背せ丈たけ。その幼げな容姿ゆえ時として年下の一いつ般ぱん兵へいからも見下されてしまいがちだが、ミスミス本人は挫くじけずに奮ふん闘とうし続けた。それがこの訓練にも結果として現れたのだろう。

「あー。イスカ兄ってば、ミスミス隊長のことじろじろ見てる」

　頰ほおを膨ふくらませる音々。

「イスカ兄もそういうの好きなんだー？」

「……そういうの？」

「色っぽい女の人」

　上着を脱ぬいだ軽装のミスミス。

　白のタンクトップから露ろ出しゆつした二の腕うでは運動の熱で色めくように紅潮して、大量の汗に濡ぬれた服が張りついて、身体からだのラインが浮うき彫ぼりになっていた。

　服から浮きでる胸むな元もとの双そう丘きゆうや艶なまめかしい腰こし回まわり。

　汗に濡れそぼったその豊満な体つきは、小柄な背丈や童顔というギャップも相まって、彼女が「大人」であることを意識させるには十分すぎるほど扇せん情じよう的である。

「……いいなぁ。隊長、背は低いのに出るとこは出てるんだよね」

　羨うらやましそうな目つきで、音々が口をへの字に。

「え？　音々ちゃん何のこと？」

「んとねー。イスカ兄が隊長のこと怪あやしい目で……むぐっ？」

「断じて見てません！」
















　そんな音々の口を慌てて塞ふさぎ、イスカは全力で首を横に振って返事した。

「誤解だってば音々」

「……ほんと？」

「本当だって。僕はただ──」

　イスカが続きを口にしようとした矢先。

　轟ごう音おんを立てて動いていた高熱送風機からの風が変わった。その熱風に晒さらすだけで生卵が目玉焼きになるのではという灼しやく熱ねつの心ここ地ちから一転、心地よい冷れい房ぼうの微風へ。

「……あれ。涼すずしいよ。扇せん風ぷう機きみたいに涼しい」

　ふしぎそうにミスミスが首をかしげて。

「機械の故障？」

「そんなわけないってばー。ミスミスの為ために、ウチが冷房用に切りかえたんだって」

「きゃっ!?」

　ベンチに座る隊長の肩かたに後ろから手をかけたのは、女性だった。

「な、なんだ璃リ洒シヤちゃんか」

「やっほ！　イスカっち、音々たん、ジンジンも一年ぶりじゃん。ウチのこと覚えてる？」

　璃洒ちゃん、そう呼ばれた彼女がおどけた様子で敬礼してみせる。

　怜れい悧りで端たん整せいな面おも立だちに、知的な黒くろ縁ぶち眼鏡めがねがよく似合う女性だった。

　長身も相まって、普ふ通つうの戦闘衣さえも「様になる」。そんな抜ばつ群ぐんの容姿の彼女をイスカはよく知っていた。

「覚えてるも何も、現役の使徒聖のことを知らない兵はいませんよ」

「イスカっちとは一年前まで同どう僚りようだもんね？」

　眼鏡のレンズ越ごしに璃洒がウィンク。

　璃洒・イン・エンパイア──

　彼女を一言で説明するならば、帝国が誇ほこる不世出の「万ばん能のうの天才」だろう。

　学問・体術・銃じゆう技ぎ・生存技術、さらに戦略指揮まで。あらゆる分野で才能を発揮して軍学校を首席で卒業。

　過か酷こくな競争試験を勝ち抜ぬき、またたく間に隊長級から使徒聖へ上りつめた才女だ。

「今は……防衛機構の司令部特別客員でしたっけ。すごいですよね」

「大したことないってば。イスカっちだって一年前まで使徒聖で同僚だったわけじゃん」

　あはは、と軽い様子で応じる璃洒。

　そんな彼女の後ろで。

「最年少での昇しよう格かくといってもイスカは使徒聖の末席。対してアンタは第五席の参さん謀ぼう、いわば天帝の懐ふところ刀がたなの一人だ。使徒聖の中でも格が違ちがう」

　木こ陰かげで涼んでいたジンが、面めん倒どうくさげな表情で立ち上がっていた。

「で、今日はどんな面倒な役を押しつけに来た？」

「ちょっとしたお願いをね。ってわけでミスミス」

　ぺろっと舌を出しておどける璃洒が、はたと指先をミスミスに突つきつけた。

「次の任務、ミスミスの部隊はウチの下で動いてもらうことになったから。そこのところ事後承しよう諾だくだけどよろしく！」

「えー……」

「おや、不満かい？」

「だってぇ、璃洒ちゃん頭が良すぎるから、アタシちゃんと作戦理解できるかなぁ」

「だーいじょうぶだって。ウチとミスミスの仲だもん」

　顔をしかめながら璃洒を見上げるミスミス。

　一方の璃洒はというと、そんな同級生の頭をなでながら。

「ミスミス用に手書きの作戦パンフレット作ってあげる。無くしちゃだめだぞ？」

「ホント!?　ならいいよ！」

「ってことで作戦パンフレット作成よろしくね、ジンジン？」

「俺が作るのかよ」

「ウチが作るなんて言ってないし。とにかくさ、今日来たのは挨あい拶さつ回まわりってわけ。ここの班は隊長以外みんな優ゆう秀しゆうだしね」

「……璃洒ちゃん？」

「あはは、冗じよう談だんだよ冗談。ミスミスも立派。ウチが言うんだから間違いなし！」

　頰を膨らませるミスミスの頭をなでる璃洒。

　顔なじみの同級生だからという理由なのだろうか。天帝直下の使徒聖が、一部隊の隊長にこうも親しく接するのはそうそう見られる光景ではないだろう。

　──苛か烈れつなる実力至上主義。

　ミスミスのような若い隊長にとって使徒聖は「いつかは蹴け落おとす標的」で、使徒聖にとっての隊長格は「既すでに蹴落とした格下」だと言われている。

　……璃洒さんがミスミス隊長と仲が良いのって。

　……うちの隊長が、そういう蹴落とすとか競争とか無む縁えんの性格してるからかな。

　以前にもふらりと部隊に顔を出していたが、その時も作戦とは関係なく二人してショッピングの話題で盛り上がっていた覚えがある。

　あとは璃洒の自信。

　自分の才能と実力に揺ゆるぎない自信を持っているからゆえの、この飄ひよう々ひようとした態度なのだろう。

「しかし随ずい分ぶんと動きが早いじゃねえか」

　遥はるか上の立場である上官に向けて、ジンが挑ちよう戦せん的とも言える不敵な笑えみで。

「イスカの釈しやく放ほうから十七時間後にネウルカの樹も海りに遠えん征せいさせられた。俺たちがここ一年でこなした任務はそれだけだ。なのに、よく自分の指揮下に入れたいだなんて即そく断だんできたもんだ。俺がアンタならもうしばらく泳がせる」

「もうちょい実力を品定めするってこと？　んー、もちろんそのつもり。でもおおよそ、キミらのことは把は握あくしてるつもりよん」

　眼鏡の奥で。

　使徒聖である彼女の瞳ひとみが、三日月のようにきゅっと窄つぼまった。

「ネウルカの樹も海りでの交戦報告レポート、よく書けてたじゃない。正確で簡潔。誤字脱だつ字じはもちろん一字も無い。あれ書いたのジンジンでしょ？」

「当然だ」

「アレ読めば、みんな勘かんが鈍にぶってないんだろうなっていうのはわかったからね」

　ウィンクを残して璃洒が身体を半回転。

　向いた先はイスカだった。

「ところでイスカっち、少し面談しよっか」

「面談ですか？」

「体調はどうなのかな？　ミスっちから聞いてるんだよね。ネウルカの樹も海りに遠征した後、あんまり寝ね付つきが良くないんでしょ」

「……ほんの少しだけ」

　体調報告は一兵としての務めにあたる。

　ミスミスに伝えている以上、使徒聖である璃洒もそれを確かく認にんしようと思えば可能だろう。ただし、どうして寝付きが良くないのかはイスカ本人にもよくわからない。

　氷ひよう禍かの魔ま女じよアリス。

　彼女の顔がなぜか頭をよぎって眠ねむれない。

「まだ完かん璧ぺきってわけじゃなさそうな返事だねぇ。歌劇オペラを観みてきたのはミスっちから聞いたけど、一昨日おとといの気分転てん換かんじゃまだ治ってない感じだ？」

「でも楽しかったです。ええと、中立都市も久しぶりだったから」

　大きく首をふって頷うなずいた。

　……中立都市でアリスと出で会くわしてたっていうのは。

　……さすがに言える空気じゃないか。

「あ、そうだ。ミスミス隊長もありがとうございます。歌劇オペラも面おも白しろかったです」

「でしょでしょー？　ああいう悲ひ恋れんもたまにはいいよね。胸ココが苦しくなるけど、なんか満たされる感じになるよね」

　嬉うれしそうに自分の胸に手をあてるミスミス。

「璃洒ちゃんはつまらないっていうけど」

「ウチはそういう芸術とかって理解できない側の人間なの。その点でイスカっちは音楽も絵画鑑かん賞しようも前から好きだもんね」

「ええ。でも璃洒さんに僕の趣しゆ味み話したことありましたっけ」

「その手の情報収集がウチの趣味。部下の恋こい話ばなとか噂うわさ話ばなしとか大好物よん」

　璃洒が胸ポケットに指を忍しのばせる。

「イスカっち、ヴィブラン・サリルと言えば？」

「帝てい国こくの宮きゆう廷てい画家ですよね。今から……ええと百五十年くらい前だから、百年戦争よりも前の時代に活かつ躍やくした油絵の人だったっけ」

「さっすが。じゃあコレ受け取ってもらえそうだね」

　いたずらっぽい笑みの参謀官。

　彼女が胸ポケットから取りだしたのは、一枚の小さなチケットだった。

「展示会やってるんだってさ」

「……ヴィブランの絵画を？　中立都市でですか？」

「そそ。部下から賭博ギヤンブルで巻き上げたんだけど、ウチよりイスカっちが見に行く方がヴィブランも喜びそうだし」

「でも僕は一昨日もお休みもらったばかりですし……」

「休んだぶん働いてもらうから構わないよ。イスカっちは次の作戦で大事だから」

　ミスミスの頭を撫なでながら、璃洒。

　と思いきやそんな仕草もそこそこに、彼女はその場で身をひるがえした。

「というわけでミスミスの小隊はめでたくウチの指揮下入りね。来週に参集かけて、来月から合同訓練を始めるから。それまでは訓練するもよし、イスカっちみたいにジンジンと音々たんにお休みを取らせてあげてもいいよ」

「アタシも？　アタシもお休みもらっていい？」

「ミスミスは隊長格だからダーメ。ウチと作戦会議だよ」

「けちぃ！」

　子供っぽく頰ほおを膨ふくらませるミスミスと、それを楽しげにからかう璃洒。

　そんな彼女たちの様子を後しり目めに。

「……中立都市エインにもう一度か」

　イスカが頭に浮うかべたのは、たった二日前に起きた彼女アリスとの再会だった。

　さすがに二度の偶ぐう然ぜんは起きないだろう。

　今回は帝国画家ヴィブランの個展で、あれから日も空いている。さらに言えばあんな再会があった場所に彼女がもう一度現れる理由がない。

　……結局、アリスにハンカチ貸したままだっけ。

　……って、僕は何を考えてるんだろ。

　頭の中に立ちこめそうになる雑念を吹ふき飛ばそうと、イスカは大きく首を振ふった。
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　ネビュリス王宮。

　星せい霊れい使いが建国した皇庁の、その最さい奥おうに位置する城である。

　城は三本の鋭えい利りな塔とうに区分されており、塔一つ一つが月ごとに内部が公開される約束になっている。すなわち民衆は城のすべてを見学可能というわけだ。

　それが王家と民たみとで確立された信しん頼らい。

　──隠かくし事はない。

　──自分たちは帝国と戦う同志なのだと。

　しかしそんな王宮の中でも民に明かされていない場所がある。王宮の者さえ王女の許可無くしては立ち入りを許されない領域が。

「遅おくれてごめんなさい、燐リン。待たせたかしら？」

「いえ。私もちょうど来たところです」

　薄うす暗くらがりのなか蠟ろう燭そくの火に照らしだされた燐へ、アリスは小走りに駆かけよった。

「ここ、いつ見ても薄うす気き味み悪わるい場所よね」

　天然の鍾しよう乳にゆう洞どうを利用した地下通路だ。

　空気は生なま温ぬるく湿しめっている。どこからともなく生まれた風が鍾乳洞を循じゆん環かんし、アリスのうなじを撫でるようにして過よぎっていく。

　そのたびに、何かに呪のろわれたのではと思うような寒気を感じずにはいられない。

「……燐たすけてぇ」

「アリス様、そんな怖こわ々ごわと密着しないでください。子供じゃないんですから」

「だ、だってお化けが出たらどうするの……」

「お化けよりアリス様の星霊の方が強いでしょうから平気です。それに──」

　隣となりを歩く燐が、何を今さらと言わんばかりの口調で先を続けた。

「ここに眠っている方は死んでいませんよ」

「……わかってるわよ」

　そう言いながらも燐の裾すそは摑つかんで離はなさない。

　凹おう凸とつだらけの斜しや面めんを無言で下っていった先に、うっすらと黄金色の輝かがやきが見えた。

　──黄金の祭さい壇だん。

　岩いわ肌はだには紅くれないの絨じゆう毯たんが敷しかれ、宝座の上には真しん鍮ちゆうの七星燭しよく台だい、古代文字で綴つづられた教典、アリスが名前も知らない数々の聖器物が置かれている。

「遅おそくなりました、お母様」

「時間どおりですよ」

　薄うす紫むらさき色の王衣ドレスを着こなす女性が振り返った。

　蠟燭の明かりに照らされた髪かみは、茶を帯びた金。紅玉ルビー色の双そう眸ぼうには優やさしさと厳しさと、そして高貴な気位が滲にじんでいる。

　美しく冷厳。

　それがミラベア・ルゥ・ネビュリス８世──アリスの母である現ネビュリス女王だ。

　しかし母が謁えつ見けんの間以外でアリスを呼びだすのは珍めずらしい。

「アリス、先日の話ですが、帝国の剣けん士しと戦ったと言っていましたね。使徒聖ではないが、使徒聖に迫せまる強さの剣士に出会ったと」

「はい」

　イスカのことだ。

　ネウルカの樹も海りで交戦したその日のうちに、アリスは彼のことを報告していた。

　母ミラベアも歴戦の星霊使い。使徒聖との交戦経験もあり、帝国軍の構成にも詳くわしい母ならば、彼の正体がわかるかもしれない。

　が。そんな母さえもイスカという剣士の正体は断定にいたらなかった。

「……そうですか」

「お母様？　どうかされましたか」

　祭壇の背後へと女王が振りかえる。

「二人ともご覧なさい」

「これは……始祖様の戒いましめが!?」

　鍾乳洞に、悲鳴にも似た燐の声が幾いく重えにもこだました。

　正面に建てられた黒の石柱を見上げ、従者の少女が畏おそれるように後ずさる。

　──始祖ネビュリス。

　黒の石柱に磔はりつけになった裸ら身しんの大魔女がそこにいた。

　赤しやく銅どう色に日焼けした肌はだに、ウェーブがかった真しん珠じゆ色の髪が印象的。星霊使いの楽園たるネビュリス皇庁の創始者にして、究極の星霊を宿した古いにしえの星霊使い。

　その外見は、まだ十三、十四に過ぎない少女だった。

「百年前、たった一人で数万もの帝国軍に立ち向かったという始祖様。この方は今も生きている」

　神しん妙みような声こわ音ねで続ける現ネビュリス女王。

「始祖様には双ふた子ごの妹がいました。その方こそネビュリス一世。私やアリスを含ふくむ王家の血筋の始まりにあたる方です、もっとも帝国は、『大魔女』と呼んで恐おそれた始祖様に妹がいたことを知らない。だからネビュリス一世が亡なくなった時、帝国は、あの大魔女が消えたと喜んだそうですが」

　大魔女ネビュリスは生きている。

　これはネビュリス皇庁の中でもアリスをはじめ王家の者と、代々にわたって王家に仕えてきた燐の一族しか知らない事実だ。

　双子の妹は皇庁の女王となり、子をもうけ、後にネビュリス一世と呼ばれた。

　だが姉は違ちがう。

　世界最古の星霊とも言われる星霊を宿した始祖ネビュリスは、その力で時間の流れさえも遮しや断だんし、今も帝国に復ふく讐しゆうする機会をうかがっているのだ。

　そして燐が驚おどろきの声を上げた理由が──

「アリス様、始祖様の縛いましめが外れかけています！」

　眠ねむりにつく少女の身体からだを空中でささえているのは、両手両足を柱に固定している鎖くさり型の留め具。それが外れかけているではないか。

「始祖様に変化があったのが、アリス、あなたがネウルカの樹も海りで帝国の剣士と戦ったのと重なる瞬間タイミングでした」

「……どういうことですか」

「星霊は、宿主である人間の危機に反応します。たとえば過去に帝国軍が皇庁に到とう達たつした時には、多くの星霊が一いつ斉せいに反応したという話が残っています。それは始祖様の星霊においても同じ」

　黒の石柱へと近づいていくネビュリス女王。

　鍾乳洞の天てん井じようにまで届く石柱で、始祖と言われる少女が磔になっている位置は高さにして十メートル以上だろう。

「まるで目覚める予兆。そうは思いませんか？」

　女王の言葉に、アリスは燐と無言で顔を見合わせた。

　今まで自分アリスが帝国部隊と戦った時には、こんな現象は起きていなかったはず。それが、イスカとの戦いにだけ始祖が反応した？

「始祖様の星霊が反応する条件はいまだに解明できません」

　女王が首を横にふる。

「ただ、星霊は他の星霊と共きよう振しんすると言われています。アリスに宿る星霊は強大ですから、その力を発揮した時に始祖様の星霊に影えい響きようしたのではないか──というのが星霊院の研究者たちの予測です」

「たしかにアリス様があれほど力を発揮されたのは初めてでした」

　言葉をかわすネビュリス８世と燐。

　その会話を聞きながら、アリスは、始祖と呼ばれる星霊使いを見上げていた。

　……わたしの力に反応？

　……そんなはずないわ。だって。

　自分に宿る星霊の限界を確かめようと、アリスはこっそり、皇庁の外れにある無人闘とう技ぎ場じようで実験をくり返しているからだ。

　イスカと戦った時と同じだけの力を解放したことも、もちろんある。

　が、その時には始祖は反応しなかった。

　つまり自分がイスカと戦った時にだけ反応した。そうとしか考えられないのだ。

「……イスカ、彼はいったい何者なの」

「何か言いましたかアリス」

「い、いえ！　何でもありません！」

　イスカとの戦いについて真しん剣けんに考えている素そ振ぶりの女王。

　……絶対、言えないじゃない。

　……つい一昨日おとといに中立都市で再会しましたなんて。

　しかも歌劇オペラを鑑かん賞しようして号ごう泣きゆうしているところを見られた挙げ句、同じテーブルで食事までしただなんて運命の悪戯いたずらだとしか思えない。……あれはもう忘れよう。忘れるんだ。

　なのに、そう考えるほどに彼の顔を思い浮かべてしまうのは、なぜ？

「いずれにせよ」

　胸の下で腕うでを組むネビュリス８世。

「始祖様の星霊は未知の点が多く残っています。星霊院に研究を急がせるとして、アリス、あなたは戦場への出しゆつ陣じんを控ひかえなさい。帝てい国こく剣士の正体がわかるまで」

「はい。それでは先に失礼します」

　──行くわよ燐。

　目でそう告げて、始祖ネビュリスに背を向けた。

　巨きよ大だいな剣を模した黒の石柱に磔になっている大おお魔ま女じよ。それはまるで、一本の黒くろ鋼がねの剣が突つきささっているかのようで。




〝目覚めろ〟

〝黒の星剣で遮断した分だけ、白の星剣はそれを解放する〟




「…………『目覚めろ』ですって？」

　はたと振ふり返る。

　始祖が眠っている黒の石柱は、まるで大地に突きささった剣のよう。その柱の色がイスカの黒鋼の剣と酷こく似じしているのは、偶ぐう然ぜんだろうか。

　眠る始祖。

　イスカが口にした「目覚めろ」という解放の言葉。

　そして母の言葉が正しいならば、まさに自分とイスカが戦っているのと時同じく、始祖ネビュリスの星せい霊れいが反応し、彼女を固定する縛めを外そうとした。

「アリス様、どうかされました」

「……っ！　う、ううん」

　やめよう。

　頭の中に描えがきかけた、推測とも呼べない妄もう想そうをアリスはかき消した。

　今はとにかく彼と再会した記き憶おくを忘れよう。彼のせいでここ最近まともに眠れていない。別のことで頭の中を埋うめなくては。

「たしか絵画の個展が開かい催さい中ちゆうなのよね」

「アリス様、まさかまた中立都市に……？」

　耳ざとく呟つぶやきを聞きとった燐が、あきれ顔。

「もしも一昨日と同じようなことがあれば……」

「あれは偶然よ。念には念を押して歌劇オペラは避さけるわ。一昨日が気晴らしになるどころの話じゃなかったから、今度こそきちんとした余よ暇かを楽しむべきよ」

　後ろの母に聞かれぬようそっと耳打ち。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの坂道を、地上に向かって歩きながら。

「中立都市エインで、ちょうど印象派の画家ヴィブランの展示会をやってるの」

「ヴィブラン？」

「……いえ、独り言よ」

　帝国の宮きゆう廷てい画家だと言えば、きっと燐に反対されることだろう。

　帝国が敵であるとはいえ、そこで繁はん栄えいした美術や音楽が世界の現代美術に大きな影響を与あたえているのは紛まぎれもない事実である。

　特に宮廷画家ヴィブランの優しくも繊せん細さいな色いろ遣づかい──

　見ているだけで心が洗われる。子供の頃ころにフォトブックを見て以来、一度は実物の絵をこの目でみたいと思っていた。

「燐は屋や敷しきで待ってて。近くの都市だから私一人でも大だい丈じよう夫ぶよ」

　一人で心ゆくまで絵を鑑賞する憩いこいの時間。

　ふわっと弾はずむ気持ちに胸を躍おどらせながら、アリスは、始祖の眠る聖域を後にした。

「ええ。わたしの心の迷いもきっと消えてしまうはずだから」




　　　　　　　３




　翌日。

「だ、か、ら、なんであなたがここにいるのよ──────────っっ!?」

　中立都市エインの広場で──

　目の前を偶然横切った少年を指さして、アリスは力のかぎり絶ぜつ叫きようした。

「イスカ!?」

「……アリス!?　なんでここに！」

　同じく凍こおりついたように動きを止める彼。しかもその手には、まさにアリスが向かおうとしていた画家ヴイブランのチケットが。

「目的の個展まで一いつ緒しよって……ど、どういうことなの！　なんで帝国兵のあなたがこんな頻ひん繁ぱんに中立都市に来てるのよ。帝国を守るっていう使命はどうしたの！」

「それを言うならヴィブランは帝国の印象派画家だし。僕が来ても不思議じゃないって。そっちこそ帝国画家の絵なんか見ていいの？」

「美術に国境なんてないわ」

「僕だって好きな画家だから来ただけだし」

　むっ、と互たがいに互いを睨にらみつける。

　広場を行きかう周りの視線を集めていることにも気づかずに。

「まさかアリスが帝国画家の絵なんか見に来てるなんて」

「べ、別にいいでしょ！　ヴィブランの描かく夕ゆう靄もやの街とか朝焼けとか。絵は描けないけど、見るのは好きだもん。悪い!?」

「へぇ」

「……何よ？」

「僕と同じだと思って」

　手にしたチケットを見やるイスカが、広場の先に続く大通りを指さした。

「美術館、たぶんこの道だと思う。行く？」

「ええ……って、ダメよ！」

　中立都市とはいえ、ネビュリス皇庁の姫ひめである自分が帝国剣士と同行しているなんて、もし知られれば大おお騒さわぎだ。

　……ネビュリス王家だって一枚岩じゃないのよ。

　……わたしが問題を起こしたら、女王であるお母様に迷めい惑わくがかかるもの。

　過去、ネビュリス王家は女王の座をめぐって何度も対立をくり返してきた。

　たとえ親族であろうとも女王の座を得るためには脅きよう迫はくに策さく謀ぼう、流言飛語による情報工作など日常茶さ飯はん事じだ。アリス自身、身に覚えのない不当な嘲ちよう笑しようを過去に何度受けたかわからない。それも三姉妹しまいの姉や妹から。

　……本当は、美術館の場所がわからないから困ってたんだけど。

　……ううん。でもだめ。意地を見せなさいアリス！

　今は燐もいないのだ。イスカと二人きりの場面を誰だれかに見られれば、敵国の姫と剣けん士しとの密会などという、ありもしない噂うわさを流されかねない。

「あなたはこの大通りを行きなさい。わたしは……こ、こっちの道にするわ！」

　勢い任せで、たまたま目についただけの細道を指さした。

「この細い道にするの？」

「そ、そうよ」

「どう見ても路地裏にしか通じてない道だし、こんなの通ったら道に迷うと思うけど」

「迷わないわ。見てらっしゃい！」

「あ、ちょっとアリス──」

　イスカの返事を待たずして背を向ける。

　まだ後ろで何か叫さけんでいるのはわかるが、アリスはそれも振りきって大おお股またで歩きだした。最初にイスカが指さした大通りから九十度それた細道へ。

　道なりに進むこと、数分。

「……ここ、どこかしら……」

　アリスは、早くも弱音を吐はきたい気分になっていた。

　まず暗い。

　午後の日射しがまぶしい時間帯のはずなのに、この細道は道というより、建物と建物の隙すき間までしかない。日光が建物に遮さえぎられているせいで夜のように暗いのだ。

「しかも何よ、この汚きたなさ。そこら中にゴミが落ちてて不衛生だし、臭くさいし……」

　壁かべ際ぎわには不気味な付着物。

　色あせた血けつ痕こんのようなものは、ここで酔よっぱらいが喧けん嘩かでもした痕あとだろうか。

「信じられない。わたしがこの国の姫なら、国民全員に大おお掃そう除じの命令よ……もう、いくら芸術の都市だからって、表通りだけ綺き麗れいにすればいいってものじゃないわ」

　ふらふらと路地をさまよい歩く。現在位置もわからずに、美術館への道のりはもっぱら勘かん頼だのみだ。

　さらにその数十分後。

「……燐、助けてお願い」

　アリスは完全に迷子になっていた。

　生ゴミが溜たまっている場所や暗い道をさけて進んだ結果、イスカと出会った場所へ戻もどる道さえわからなくなってしまったのだ。

「美術館の道だって途と中ちゆうで聞いたのに……」

　自分の尋たずね方が悪かったのか相手が聞き間ま違ちがえたのか、目的の美術館ではなく、アリスがたどり着いたのはまったく別の広場だった。

「な、なによこの都市……もっと旅行客に優やさしい街作りをしなさいってば……」

　噴ふん水すいを背に、空いているベンチを見つけてしゃがみこむ。

　美術館を見つけるどころか、あの薄うす汚ぎたない路地裏から抜ぬけだすために歩きまわったせいで、もう足が疲ひ労ろうで重たくなっていた。

　気づけば空も夕暮れ。

　地平線の先までうっすらと灰色の帳とばりが降りてきていて、広場に集まっていた観光客も次し第だいに宿へと引き返している。

「…………」

　噴水の飛沫しぶきが夕日を受けてキラキラと飴あめ色いろに輝かがやいて。

　奥では仲良しの子供二人が手をつないで楽しそうに駆かけ回っていて。

「……寂さびしくなんかないもん」

　擦かすれた声で、アリスはそう口にした。

「わたしだって城に戻れば燐がいるし、別に今日一日くらいこんな日があっても……」

「アリス？」

　ベンチの後ろから聞き覚えのある声が聞こえたのは、その時だった。

「やっぱりアリスだ」

「え？　ええとどちら様…………じゃなくてイスカ!?」

　すぐ後ろに立っていた少年の姿に、アリスは悲鳴を上げて跳とび上がった。

　あまりに突とつ然ぜん声をかけられたものだから、驚おどろきのあまり心臓の鼓こ動どうが速まりすぎて痛いくらいだ。

「どうしてあなたがここにいるの。美術館はどうしたの」

「一通り見てきたよ。でもアリスの姿がないから、もしかして道に迷ったんじゃないかなって。あんな細い路地を美術館と反対の方向に歩いていくから」

「うっ……」

　ずばり言い当てられて、反論の余地もない。

「案内する？」

「え」

「もう夕方だし。あと少しで美術館の入場時間も終わるから急がないと」

　何気ない様子で訊きいてくるイスカ。

「で、でもやっぱりダメよ。わたしたちは敵なのよ!?　わたしはネビュリス皇庁の姫で、あなたは帝国の剣士でしょ！」

「姫なんだ？」

「あ……」

　自分の正体を明かしてしまったことを指し摘てきされ、アリスはその場で固まった。

　王位継けい承しよう権者と名乗った覚えはあるが正確な身分は告げていない。氷ひよう禍かの魔ま女じよが、現王女ネビュリス８世の娘むすめであることが知られてしまったのだ。

「まあ予想はしてたけど」

「……でしょ！　あなたに今さら隠かくす必要もないし」

　目ま深ぶかにかぶっていた鍔つば付つき帽ぼう子しを取りはらう。

　素す顔がおを夕日にさらして。

「わたしたちは敵なの、一緒に美術館なんかダメに決まってるわ」

「敵だけど」

　ごくごく真顔で、イスカが首をかしげる仕草。

「美術に国境はない。そう言ったのはアリスだろ」

「…………」

　思わず押し黙だまる。

　すべての諍いさかいを忘れて文化を楽しむこと。それが中立都市の理念である。

　そしてアリスが見に来たのは帝てい国こくの宮きゆう廷てい画家の絵だ。そこに帝国からの観客がやってきて偶然に同席していたとしても何一つおかしいことはない。

「……ええ。わたしが言ったことだったわ」

　手に持っていた帽子を再び頭へ。

　かぶるほどではなく、頭にそっと載のるくらい軽かろやかに。

「道案内、お願いするわ」

「ならこっち」

　歩きだすイスカの背を追いかける。ああ、でもやっぱりまた歩くのね……アリスのそんな心境を知ってか知らずか、イスカの足が早々に止まった。

「ついたよ」

「あの、もしや……」

　ヴィブラン個展──そう立て看板の出ている美術館を指さすイスカと、そのすぐ後ろに見える広場を交こう互ごに見返す。

「わたしが迷ってた広場って、実は美術館のすぐ裏だったの？」

「そそ。美術館の裏の広場にアリスがいたから僕も見つけられたわけ。それはさておき、急ごうよ。もう閉館まで三十分しかない」

　入り口すぐの壁かべ時計を見上げるイスカ。

「全部見て回るのは難しいかも。アリスは何か見たいのある？」

「え、ええと……ええと……そうしたら『黄昏たそがれ色の街』がいいわ。高い礼拝堂の屋上から、冬の帝都の陽ひが沈しずんでいくのを見下ろした風景画！」

「ならこっちだ」

　館内を行き交かう人の列へ、イスカが足早に向かっていく。

　すれちがう観光客たち。

　出口へと向かう流れに逆らい、自分とイスカだけが館内の奥へと歩を進めていって。

「これでしょ。アリスが見たかった絵」

　イスカの足が止まる。振ふり返る少年のすぐ先に、幼少期の自分が、小さなフォトブックで何度も見返した絵が飾かざられていた。

　フォトブックで見たものより何倍も大きい本物オリジナルが。

「……あ……」

　言葉にならない声が喉のどの奥からあふれ出る。それは思考の発はつ露ろではなく、感情の昂たかぶりから生まれた衝しよう動どうそのものだった。

「……これ、見たかったの」

　自分の身長ほどもある巨きよ大だいなキャンバスへ、アリスは一歩、また一歩と近づいていった。

　雪に覆おおわれた冬の都市。そこに夜の帳が降りていく情景を描えがいた一枚だ。

　決して鮮あざやかな彩いろどりではなく、灰色を基調とした寒々しい色いろ遣づかい。だけど、夜に向かう民家の窓からは温かい光があふれている。

　──冷たくも温かい。

　子供の頃ころ、その情景にふしぎと心こころ惹ひかれてしまった。憎にくい敵だらけの都市のはずなのに。怒いかりさえ鎮しずめてしまう力を感じずにはいられなかった。

「イスカ」

「なに？」

「あなたは、どうしてこの画家が好きなの？」

「──ここ」

　自分の隣となりで、ほとんど同じ高さの目線で正面のキャンバスを見上げる彼。

　キャンバスの中ほどを指さして。

「絵の具が少し盛り上がってる」

「それがどうしたの？」

「これは僕の想像だけど、ナイフで絵の具を盛ろうとした時、一いつ瞬しゆん考え直したんだと思う。頭の中で描いていた情景をキャンバスに写しこもうとした瞬間、もっと良い線を思いついた。それで手を止めて考えたんだ」

「……ええ」

「それにこっちも。ここは全然違ちがう色味で絵の具を重ねて塗ぬり直してる。描いてるうちに情景が頭の中で変化したのかなってさ。もっと強い色で、もっと情熱的にって」

　出口へ向かう人々の靴くつ音おとが響ひびきわたる中で。

　アリスは、隣に立つ彼の声だけに耳を傾かたむけていた。

「アリスも知ってるかもしれないけど、このヴィブランっていう画家は、いつも街や道路とか船着き場みたいな風景画しか描かなくて、しかもそこに人物を一いつ切さい出さない。絵の題材は無機質で、色遣いも暗いんだけど──」

「すごく情熱的？」

「そう。物静かだけど、内側に熱い気持ちを秘ひめた人なんだろうなって。絵を見てるだけで人ひと柄がらが伝わってきて、たぶん、それが好きなんだと思う」

「わかるわ。わたしも────」

　言いかけて。

　はたと、ネビュリス皇庁の姫ひめは気づいた。




　絵ではなく、隣にいる彼の横顔に魅み入いっていたことに。




　皇庁の画家から絵の基き礎そを教わったことはあるが、その画家がアリスの気持ちを理解してくれることはなかった。

　しょせん帝国の画家だから。自分の方が優すぐれた画家だから──そんな事ばかり。

　好きな画家だからという自分に、ここまで絵のことを一いつ生しよう懸けん命めい伝えようとしてくれる者は初めてだった。

「アリス、どうかした？」

「……何でもないわ」

　ただ静かにアリスはそう答えた。

　冷静を装よそおわなければ──

　何か、自分の中で何かが変わってしまいそうな気がしたから。
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　夕暮れ時。

　閉館まで残った最後の客として、アリスは、イスカと共に美術館を後にした。

　美術館の後ろにある広場。迷子になってしまった自分が座りこんでいたベンチの前で、アリスは水すい滴てきのしたたるガラス瓶びんを放ほうり投げた。

「……これ。道案内のお礼。ずっと喋しやべり続けてて喉も渇かわいたでしょ」

「別にお礼だなんて」

　果か汁じゆうジュースの瓶を空中で手に取るイスカ。

　彼に向けて、アリスは自分用に買ったジュースの瓶を持ち上げてみせた。

「借りを作りたくないの。特にあなたには」

「そんな大したことしてないって。お金くらい僕だって…………あれ？」

　ポケットを探さぐるイスカの動きが止まる。

「どうしたの？」

「……お金、忘れたかも」

「お金を忘れた？」

「いやあの……美術館のチケットを忘れないようにって頭がいっぱいで……」

「じゃあ帝国からどうやってここまで来たのよ」

「循じゆん環かんバスの回数券」

「で、お金は使わないから忘れてきたと」

　うん、と申し訳なさそうに縮こまる少年。手にしたジュースのガラス瓶とアリスの顔を交互に見返しながら、彼が慌あわてたように口を開いた。

「あ、だけどこのジュース代は……」

「おばかさん」

　こぼれた微び苦く笑しよう。

　敵国の兵に向けて、それがどんな小さなものであっても、アリスが自然と笑みを浮うかべたのはこれが初めてのことだった。

「キミにあげるってわたしが言ってるの。気にしないで」

　夕日に照らされる噴ふん水すい。二人で同じベンチに座るのはどこか気き恥はずかしく、二人は噴水の縁へりに少しだけ離はなれて腰こしかけることにした。

「……そういえば」

　空になったガラス瓶を手にしたまま、アリスは隣の少年に目を向けた。

「キミ、何歳なの」

「いま十六。今年で十七」

「……あれ？　じゃあわたしの方が一つ上だったんだ」

　同い年くらいではないか。

　そう予感はしていたが、年下という予想はふしぎと頭になかった。

「なんだ年下だったのね。わたしの方が年上だし敬ってくれていいわよ？」

「迷子になる年上に言われたくないし」

「ち、違うわよ！　あれは中立都市の観光してただけ！」

　他愛たわいのない会話。

　ヴィブラン以外に好きな画家はいるのか。以前のパスタの話題を再び少しだけ。そうしている間に、どちらともなく会話が途と切ぎれ────

　微睡まどろみ。

　自分が一瞬寝ね入いってしまったことにアリスが気づいた時には、夕日が地平線の先に沈みこむ直前だった。

「っ、わ、わたし何を……!?」

　ここ最近ずっと原因不明の睡すい眠みん不ぶ足そくに陥おちいっていたとはいえ、敵国の剣けん士しが見ている前で眠ねむり込んでしまうなんてあまりにも愚おろかな行こう為いだろう。

　反射的に隣を見やって。

「……イスカ？」

　噴水の縁に座って、こくり、こくりと船を漕こぐように揺ゆれる少年の身体からだ。

　目はつむったままで静かな寝息が聞こえてくる。

「寝てるの？」

　寝てるふりだろうか。

　確かく認にんのつもりでアリスが身を寄せた、矢先。

「…………」

　寝息を立てる少年が、ころんと寄りかかってきた。

　自分の胸むな元もとに顔をうずめるように。

「きゃっ!?」

　思わず身を強こわばらせてしまう。

「ちょ、ちょっと何するの!?」

「…………」

「……もう、何でそんな悠ゆう々ゆうと寝てるのよ。やっぱり子供じゃない……わたしも、ほんのちょっとだけウトウトしてたけど」

　あまりに無防備な様子で寝入る少年。

　もしかしたら彼も、自分と同じでずっと寝ていなかったのかもしれない。穏おだやかな寝息を聞くうちに、そんな気がした。
















「わたしたち敵なのよ？　いくら中立都市だからって無防備でいいと思ってるの？　わたしが……わたしが……その気なら、今のキミなんて一いち撃げきなのに……」

　返事がない。

　その隙すきだらけな姿に、アリスは空に向かって深々と溜ため息いきをついた。

「ばか。こんなところで寝たら風か邪ぜひくじゃない」

　寄りかかってくるイスカを慎しん重ちように手で抱だきとめて、横に寝かせる。

　少年が寝入っているのを確認して。

「すいません」

　アリスは、目の前の通りを走る旅客車タクシーを呼び止めた。

「彼を帝てい国こくまで送ってください。帝都の入り口まで」

「おいおい」

　窓ガラスごしに、露ろ骨こつに顔をしかめる運転手。

「嬢じようちゃん困るよ。こんな時間に？　帝国領に入るまでどんなに飛ばしても六時間はかかる。帝都っつっても着くのは深夜か明け方だぜ。どんだけ金かかると思ってんだ？　長ちよう距きよ離り加算と勤務時間外加算もバカ高くつくぞ」

「運賃は前まえ払ばらいします」

「はぁ？　前払いって、いったいどれだけかかるのか──」

「どうぞ」

　言い終わるその前に。

　アリスは、鞄かばんから取りだした紙し幣へいの束を丸々一つ運転手に向かって投げ渡わたした。

　世界共通紙幣。タクシーの料金どころか旅客車タクシー一台を丸ごと新車にしても余りが出るだろう。

「お釣つりは好きにしてください」

「……毎度あり」

「彼、丁てい重ちように扱あつかってくださいね」

「畏かしこまりました！」

　全速力で噴水まで駆かけていき、イスカを背負って客席に寝かせる運転手。運転席につくや、猛もうスピードで都市の出口に向かって旅客車タクシーが走りだす。

「勘かん違ちがいしないで。これは美術館まで案内してくれたお礼。それだけなんだから」

　その姿が見えなくなるのを見届けて、アリスもまた広場に背を向けた。

　帰ろう。

　……でもどうして？

　……今日の今日まで、あんな急に睡すい魔まに襲おそわれることなんてなかったのに。

　ネウルカの樹も海りでイスカと戦った日から、今まで。

　イスカの顔が脳のう裏りに焼き付いて一いつ睡すいもできずにいたはずだ。

　あの戦いの緊きん張ちようがまだ解けていないからというのが燐の話だったが、だとすれば、その張本人であるイスカの隣となりで自分がうとうと微睡むはずがない。

「もう、何なのよ一体！」

　頭にかかる靄もやが消えるどころかさらに深まった気がして、アリスは路面の小石を思いっきり蹴け飛とばしたのだった。
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　帝都第三セクター内。

「うぅぅぅぅ……」

　基地二階、小隊用の作戦室にて。

　完全密閉型の遮しや音おん構造になっている部屋の中央テーブルで、小こ柄がらな青髪の女性隊長が、積まれた資料の山を前にうめき声を上げている。

　その隣に腰かけて、イスカはジュース瓶を差しだした。

「ミスミス隊長。ほら、隊長の好きな炭酸ジュース買ってきましたよ」

「わぁいジンジャーエールだ！」

　ぱっと表情を明るくするミスミス。

　獲え物ものに飛びつく肉にく食しよく獣じゆうのように素す早ばやく、水滴の滴したたるジュース瓶を両手で摑つかみ取る。

「ほら音ネ々ネもジンも。ちょっと休きゆう憩けいしよ」

「珍めずらしいな」

「え？」

「缶かんじゃなくて瓶びん入りのジュースだなんて」

　対面の席に座るジンが、やや怪け訝げんそうなまなざしで腕うで組ぐみ。

「缶ジュースが売りきれてたのか？」

「いや、特にそういうの意識してなかったかも。ただ何となく……かな」

　ジンに指し摘てきされるまで自分でも気づかなかった。

　水すい滴てきのしたたる瓶入りのジュース。それは──




〝これ。道案内のお礼。ずっと喋しやべり続けてて喉のども渇かわいたでしょ〟




「……そういえば瓶入りのジュースをもらったから」

「もらった？　誰だれからだ？」

「あっ、いやいやいや！　違う違う。単に自分で買って、店の人からもらったってだけ。中立都市に行ってきたからさ」

　眉まゆをひそめる仕草のジンの追つい及きゆうに、大おお慌あわてで頭をふった。まさか氷ひよう禍かの魔ま女じよからもらったとは言えないし、言ったとしても混乱させるだけに決まっている。

　……そういえば僕は、どうやって帰ったんだっけ。

　……いつの間にか旅客車タクシーに乗ってて、気づけば帝都に到とう着ちやくしてたような。

　運賃は前払いで受け取ってあるからと。

　そう言われてすぐには状じよう況きようが理解できなかった。自分でぼんやりと旅客車タクシーに乗ったとしても、財さい布ふを忘れた自分には運賃なんて払はらえるわけがない。

　だとすれば運賃を前払いしたのは……

「もう無理だよぉ！」

　ミスミスが、がたんと音を立てて席から立ち上がった。

「覚えなきゃいけないこと多すぎ！　どういうことなの。璃リ洒シヤちゃんが指揮するっていう特務の内容がわかるのは来週で、そのための訓練は来月からだよ？　なのに事前に読みこんでおく資料がこんなに……」

　テーブルに高さ一メートル近く積もった資料の山。

　しかもそれが一段ではない。山の後ろにも同じ大きさの山が連なって連れん峰ぽうを形成している状態なのだ。

「うぅ。作戦までに頭に叩たたきこまないと生きて戻もどれる保証がないって、あんまりだよ」

「覚えてても生きて戻れる保証はないって言ってたけどねー」

「音々ちゃん、そういう一言いらないから！」

　再び席につくミスミス。

　ただし今度は力無く机にうつぶせになった恰かつ好こうだ。

「座学に疲つかれたら演習場で筋力トレーニング。トレーニングで身体が疲れたら資料で勉強。勉強に疲れたらまたトレーニング……どんな任務なのか教えてもらえないから、何をするにしても不安は尽つきないよねぇ」

「ロクな任務じゃないことだけは予想できるだろ」

　そういうジンは、凄すさまじい速さで資料の束を読み進めている。

「そういえばイスカ──」

『はいはーい。ミスミス、今どこにいるかな？』

　ジンの言葉を遮さえぎる放送アナウンス。聞こえてきたのは璃洒の声だった。彼女の作戦室がある中央基地からの通信だろうか。

『調子はどう？　覚えなくちゃいけない資料が多くて泣き言を並べて、ジンジンに呆あきれられたりしてないかな？』

「ぎくっ……」

『おまけにイスカっちに頼たのんでジュースを買いにいかせたりしてないよね？　ダメだよ、上司が部下に任務外で命令するのは規律違い反はんなんだから。ああ、でもジンジャエール余ってたらウチも一本欲ほしいなー』

「見てるでしょ!?　こら、出てきなさいってば！」

　監かん視しカメラなど置いていないはずの部屋を見回す隊長。

『と、それはさておき。イスカっち、ちょっとご足労お願いしていいかな』

「璃洒さんのところまで？」

『いーや、帝国議会』

　使徒聖の第五席は、苦く笑しようを隠かくそうともしなかった。

『そろそろ忘れかけてると思うけど、イスカっちは先日まで牢ろう獄ごくにいた身だよ。君が釈しやく放ほうされたのは誰のおかげだっけ？』

「……覚えてますよ」

　八大使徒。帝国議会の頂点に立つ最高権力者であり、天帝に代わって帝都の実権すべてを掌しよう握あくしている者たち。

『ネウルカの樹も海りに向かった時の報告書、あの方々も読み終わったんだって。それで招集ってわけ』

「……まさかイスカ兄、用済みでまた投とう獄ごくっ!?」

『まあまあ、落ちついて音々たん。ウチもさっき聞いたところだからさ』

　不安そうにこちらを見つめる音々。

　対し、放送アナウンスで響ひびく璃洒の声こわ音ねはあくび混じりの暢のん気きなものだ。

『とにかく行ってみてよ。午後四時にいつもの場所に集合ね』

「またキナ臭くさい話か」

　椅い子すの背にもたれかかりながらそう言ったのはジンだ。

「あの八大使徒が嬉うれしい報しらせを用意するはずない。なにせ師し匠しようが誰よりも胡う散さん臭がってた奴やつらだ。何を考えてても不思議じゃねえよ」

「……まあね」

　黒くろ鋼がねの剣けん奴どクロスウェル──帝てい国こく最強の剣けん士しであった男がもっとも忌いみ嫌きらっていた相手は、ネビュリス皇庁でもなければ星せい霊れい使いでもなかった。

　八大使徒には心を許すな。

　天帝の直属護衛を務めた師をもって、そう言わしめた帝国の最高権力者たち。

「とにかく行ってきます」

「イスカ君！　な、何かあったらアタシも隊長として駆けつけるからね！」

　真しん剣けんこの上ない口調のミスミス。我が子を見守る母のような表情の隊長に首しゆ肯こうで応じて、イスカは部屋を後にした。
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　帝国議会。

　別名「見えざる意思」。

　その名めい称しようは、あらゆる地図にも議事堂の場所が載のっていないことに起因する。

　場所は上司から部下に口頭で知らされ、決して文面に表れることがない。イスカも使徒聖への昇しよう格かく時に初めて場所を聞かされたほどだ。

「帝都の地下五千メートルか……」

　温度、実に百五十度。

　地中の微び生せい物ぶつがかろうじて生存できるかどうかという星の深しん淵えん。中央基地に用意された巨きよ大だい昇降機エレベーターを経由することでのみ、この「見えざる意思」に到とう達たつできる。

　……ネビュリス皇庁の目から隠れるため。

　……なんて周しゆう到とうなんだ。

　帝国全土がネビュリスの星霊部隊に焼きつくされようと、自分たちは痛いたくも痒かゆくもない。そんな八大使徒たちの嘲ちよう笑しようが聞こえてきそうな場所だ。

『待たせたね』

　イスカの見上げる正面。壁かべに設置されたモニターに光が灯ともり、そこに八人の男女の姿がぼんやりと浮うかびあがった。

　八大使徒。

　帝国を牛ぎゆう耳じる八人でありながら、その姿はモニター上に輪りん郭かくだけが写るのみ。

『さて黒鋼の後こう継けいイスカ。我々は報告書を確かく認にんした』

『氷禍の魔女と戦い、これを退けた。やはり君は逸いつ材ざいだ』

　愉ゆ悦えつを感じさせる口調。

　八大使徒が上じよう機き嫌げんであることに、密ひそかに胸をなで下ろした。

　格上の相手から呼びだされる緊きん張ちようもそうだが、とにかくこの八人は何を考えているのかわからない不気味さがある。

「でも動どう力りよく炉ろを守ることはできませんでした」

『君に与あたえた使命は氷禍の魔女を食い止めることだ。動力炉を守ることではない』

『氷禍の魔女に対たい抗こうしうる戦力が帝国にある。それを確認できただけでも戦果として十二分に評価できる。使徒聖への再昇格も視野に入れてね』

　使徒聖──八大使徒が口にした言葉を受け、イスカは反射的に顔を上げていた。

　あまりにも早すぎる。

　帝国は実力至上主義だ。卓たく越えつした技能を有する一いつ般ぱん兵へいが隊長格を飛びこえて昇格することもある……が、それを考こう慮りよに入れたとしても、自分のように国家反逆罪で投獄された者がここまで早く使徒聖になりえるだろうか。

『君の和平にかける思いは我々も理解している。使徒聖となれば天帝閣下への謁えつ見けんも叶かなうだろう。ただし昇格のためには、当然、他の使徒聖候補を黙だまらせる必要がある。特に君は、帝国では知らぬ者のない前科持ちだからね』

　低い嗤わらい声がモニターから伝ってくる。

　壮そう年ねん期の男に、年老おいた老人、若い女性の声もあるだろうか。

『よって我々は、君が使徒聖に上がるための条件を提示しよう。それは──』

『氷禍の魔女を拘束すること』

「っ！　僕が、アリ──」

　反射的に言いかけたアリスという名を、かろうじて吞のみこんだ。

　なぜ彼女の名を咄とつ嗟さに隠したのか自分でもわからない。なかば無意識にアリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世という名を八大使徒に報せることを嫌った自分がいた。

　自分と彼女が敵同士であることは理解している。

　だが、本当にできるのか。

　……僕の手でアリスを。

　……軍司令部に引き渡わたす……それは……




〝キミ、何歳なの〟

〝……あれ？　じゃあわたしの方が一つ上だったんだ〟




　おどけた微び笑しよう。

　敵であるはずの彼女が見せてくれた一いつ瞬しゆんの心の雪解どけ。その記き憶おくが、脳のう裏りで皮肉なまでに鮮あざやかに甦よみがえった瞬間だった。

『期限は設定しない。だが急ぎたまえ。君の守るべきものが帝国にあるのなら』

「急ぐ？　それはどういう意味ですか」

　不ふ穏おんな未来を予見するような口ぶりの八大使徒。

　イスカ自身への脅おどしというには、あまりにも規模が大きすぎる言い方だ。

『こんな伝説を聞いたことはないかね。「大魔女ネビュリスは生きている」、と』

「その話なら、子供の頃ころに何度も」

　帝国に暮らす者なら誰だれもが耳にしたことのある怪かい談だんじみた話だ。ただしそれは真ま面じ目めな考察によるものではなく、喩たとえるなら「あと一年で世界が滅ほろびる」というような終末思想が広まっていったものに近い。

「だけどそれが何か……」

『ふむ、やはり知らないようだ』

　愉ゆ快かいそうな嗤い声。

『その伝説を帝国にもたらしたのが、他ならぬ君の師であるということを』

「師がっ!?」

『我々は真実を欲ほつしている』

『あの男クロスウエル、「黒鋼の剣奴」が我々に隠しとおしたもの。後継者である君がソレを知らない道理はないと思っていたが、なるほどアテが外れたか。……ならばもういい』

『この話は忘れたまえ』

　自分という一兵にはもはや興味を失った。

　八大使徒の口調がみるみる冷めて、そして乾かわいたものになっていく。

『君は氷ひよう禍かの魔女だけを追えばいい。それだけで君は使徒聖に昇格する。もちろん以前のように間ま違ちがっても脱だつ獄ごくさせてはならないが』

『君には期待しているよ』

『さあ往ゆきたまえ。なに、次の作戦もじきに璃洒・イン・エンパイアを通じて知らされる。君はそのとおりに動けばいい』

「…………」

　無言で会え釈しやく。

　言葉を発することができないまま、イスカは八大使徒に背を向けた。
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　夢ゆめ現うつつ。

　夜が更ふけるまで──

　視界も思考もおぼろげで、迷夢に囚とらわれてしまったかのような心ここ地ちだった。

　ミスミス隊長、ジン、音々の待つ基地に戻もどって、それから四人で黙もく々もくと作戦資料を読みこむ作業の間も、何一つ資料の内容が頭に入らなかった。

　基地の会議室から寮りように戻るまでのことも覚えていない。

　気づいた時には自分の部屋でうずくまり、電気もつけずに、イスカは夜が更けるまで考え込んでいた。




〝キミは、どうしてこの画家が好きなの？〟




　アリスは敵なのだ。

　帝国に反旗を翻ひるがえした大魔女ネビュリスの子孫にあたる純血種で、現ネビュリス王女の娘むすめで、帝国の脅きよう威いとなる氷禍の魔女。

　これほどまでに明解な敵戦力がいるだろうか。

　そして、これほどまでに恰かつ好こうの標的がいるだろうか。

　彼女を捕とらえることができれば二国の力の均きん衡こうは一気に傾かたむくだろう。アリスを盾たてにかざせば皇庁といえど和平交こう渉しように応じざるを得ない。

　その意味では、八大使徒の狙ねらいは間違いなく的を射たものだろう。

　だが。

「……違うのかもしれない」

　星明かりのさしこむ窓を見上げて、ぽつりと、イスカはそう口にした。

「和平とか人ひと質じちとかなくたって、仲良くできないのか？」

　魔女を拘束しなければ和平は成り立たない。

　今まで自分はそう思っていた。そう思っていたからネビュリスの星霊部隊と戦ってきたし、純血種の魔女を拘束しようと戦地を駆かけ回っていた。

　……でも違った。

　……和平交渉なんかしなくったってアリスは笑ってた。

　イスカとアリス。

　仲が良いとまでは言えずとも、自分たちは中立都市で穏おだやかに過ごすことができた。本来は帝てい国こくとネビュリス皇庁もそうではないのか？

　和平交渉など必要とせずに対立以外の道を見いだせるのではないか？

「────」

　片かた膝ひざを伸のばし、片膝を立てる。

　片手で膝を抱かかえながら、イスカはもう片手で通信機を手に取った。点てん滅めつをくり返す通信。通話先の相手からの返事を辛しん抱ぼう強づよく待ち続けて。

『ふ、ふぁい……イ、イスカ君……この夜ふけに……むにゃ……どうしたの？』

「ごめんなさい隊長、こんな遅おそくに連れん絡らくしてしまって」

　寝ねぼけ声のミスミス。

　彼女が意識を醒さますまでの時間を空けてから。

『はいはい、イスカ君。もう大だい丈じよう夫ぶだよ』

「急で申し訳ないんですけれど、明日あしたの訓練休ませてください」

『へ？　ど、どうしたの!?』

　通話向こうで、女性隊長が驚おどろきに声の調子を跳はね上げた。

『イスカ君が訓練を休みたいだなんて、身体からだの具合が悪いの？　それともアタシの指導に不満？……ご、ごめんねイスカ君、アタシがダメ隊長なばっかりに…………』

「違います違います」

『はっ!?　まさか今日の夜ご飯にこっそり一人焼き肉してたから？　ごめんねイスカ君、イスカ君がそんなにお肉に餓うえてたなんて』

「だから違いますってば!?」

　こほん、と咳せき払ばらい。

　通話器を握にぎる手が自然と強こわばるのを感じながらも、イスカは声を振ふりしぼった。

「用事があるんです。中立都市に」

『中立都市？　え。でも璃洒ちゃんのチケットで絵画を観みに行ってきたばかりだよね？　その前もアタシのあげた歌劇オペラチケットで』

「何かを見に行くわけじゃないんです。ただ、会って話をしたい人がいて」

『それで？』

「その、すごく厄やつ介かいな話をするので、長くなるかもしれないんです。……もしかしたらすぐ喧けん嘩か別わかれになるかもしれないけど」

　ふっ、と苦笑しようとして。

　唇くちびるから零こぼれたのは自じ嘲ちようじみた擦かすれ声だけだった。

「朝早く出発するつもりですが、帝都からは距きよ離りがあるから往復だけでも十時間くらいかかるし。いつ帰れるかもわからないから」

『それで訓練を休みたいと』

「はい」

　明日は四人で訓練。自分が抜ぬけるだけで明日の予定は練り直しになる。隊長のミスミスはもちろん、ジンや音々にも迷めい惑わくをかけることだろう。

『大事なことなの？』

「……はい。お願いします」

　通話向こうで沈ちん黙もくする女性隊長。

　大きな溜ため息いきが通信機から伝わってきたのは、それから優に数十秒待ってのことだった。

『仕方ないね。イスカ君がそこまで言うんだもん』

「ありがとうございます」

『だけど条件が一つ。明日はアタシもついて行くからね』

「えっ？」

　どうして隊長まで？　真意を尋たずねるべきか否いなかイスカが躊躇ためらった一瞬の沈黙を隔へだてて、先に口を開いたのは彼女の方だった。

『鏡見てごらん』

「鏡？」

『イスカ君、いま張りつめた顔してるでしょ？』

「……っ」

　その一言に。

　イスカは半ば無意識で目をみひらいていた。

『ほらやっぱり。今、息を吞のんだの伝わってきたよ？』

　くすっと笑い声をこぼすミスミス。

『最初から声が強ばってたからね。それにこんな夜ふけにアタシに連絡してくるんだもん。相当思い詰つめてたんでしょ？』

「……言い返す言葉がないです」

　額に手をあてて深々と息を吐はく。

　普ふ段だんはお世辞にも頭の回転が速いとは言えないし、物覚えも決して良くはない。ただ、こういう部下の心情変化にだけは恐おそろしいほど聡さといのだ。

「参りました。さすが隊長です」

『へっへっへー。まあね。でも言ったとおり、イスカ君だけで行かせるのはアタシは反対。口ぶりだけでも普ふ通つうじゃない感じがしたもん。そういう状態の部下を一人にするっていうのは隊長として賛成できないよ？』

「……わかりました」

　首を縦に振る。

　どう転ぼうといずれ報告は必要だったし、彼女と話をする時に、自分の立場をはっきり明示する意味でも上ミ司スの同席があってもいいだろう。

「ミスミス隊長、同行をお願いします」

『よしきた！　ちなみに服はなに？　私服だと今から大急ぎで選ばなきゃ！』

「普段の戦せん闘とう衣で大丈夫ですよ」

　自分たちは帝国の戦闘員。

　明日はそのつもりで臨のぞまなくてはいけない。

「それでは明日、朝六時に車庫前で」

　通話を切る。

　自分でも怖こわいほどに醒めた意識で、イスカは窓ガラスごしに帝都の夜空を見上げ続けた。
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「アリス様」

　光あふれる通路。

　王宮の大浴場から自室に戻るところを呼び止められ、アリスはふり向いた。

「燐リン、どこ行ってたの。一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ろうと思ってたのに」

「…………」

「燐？」

　口元を引き締しめたまま黙もくする従者の少女。

　琥こ珀はく色の瞳ひとみがじっと見つめてくる。怒いかりや不安といった明解な感情ではなく、そのまなざしに滲にじんでいるものはもっと別の──深い憂ゆう慮りよの色だった。

「お話があります」

「何かしら」

　アリスの返答に、従者の少女が抑おさえた声こわ音ねで。

「あの帝国の剣けん士しについて調べがまとまりました」

「イスカの？」

　ずっと気になっていた彼の素す性じよう。

　……中立都市で二回も出で会くわしてたけど。

　……そんなの本人に直接聞けるわけない。

　帝国の最強戦力である使徒聖にも匹ひつ敵てきするだろう。

　しかし階級は隊長格でもない下級兵で、しかも戦地を離はなれた時は剣士としての獰どう猛もうさがウソのように、まるで穏おん和わで隙すきだらけな普通の少年にしかみえなかった。

「聞かせて」

「はい。ただ、この通路では」

「もちろんわたしの部屋でよ。行きましょう」

　王宮の通路では誰だれが横切るかもわからない。

　特にアリスも燐も、中立都市エインで彼イスカと出会していることを王女にさえ内ない緒しよにしている身だ。話を誰かに聞かれるのは具合が悪い。

「だけど時間がかかったのね」

　アリスの私室『鐘シオンの宝石箱』。

　その扉とびらを自らの手できっちりと閉めながら。

「あなたに頼たのんでから。使徒聖の情報ならまだしも、下級兵の素性を調べるくらいウチの密みつ偵ていなら数日もあれば十分だと思ってたけれど」

　その間にまさか本人と二度も出会すとは思わなかった。

　好物はパスタ。趣しゆ味みは、歌劇オペラと絵画鑑かん賞しよう。

　密偵でもすぐには調べられないであろう情報を、こんな自然に知ってしまうなんて。

　……あとは寝ね顔がおがちょっと可愛かわいらしくて。

　……って、わたしは何を思いだしてるのよ!?　今は真しん剣けんに対応する時でしょ！

「報告、聞かせてちょうだい」

　内心の葛かつ藤とうを押しやって、アリスは燐へと頷うなずいてみせた。

「……彼は何者なの？」

「使徒聖」

　たった一言、従者の少女はそう報しらせた。

「それも史上最年少で使徒聖に昇しよう格かくしたようです。帝てい国こく剣けん士しの中でも歴代有数の実力者であることは間ま違ちがいありません」

「使徒聖!?　待ちなさい燐、それはおかしいわ」

　帝国の使徒聖は全部で十一人。

　一人一人がネビュリスの星せい霊れい部隊を壊かい滅めつさせる危険を持つということで、もう何十年も前から、皇庁は使徒聖の情報収集に力を注いでいる。

　アリス自身、十一人の使徒聖については情報を頭に叩たたきこんでいる。

「わたしはイスカが使徒聖だなんて知らない……」

「星霊部隊との交戦記録が一度もないからです。昇格後、一度も戦地に赴おもむくことがないまま、彼はその昇格を取り消されて投とう獄ごくされています」

「投獄？」

　眉まゆをひそめる。

　使徒聖に昇格するほどの逸いつ材ざいが、なぜ投獄されなければならない？

「その経けい緯いは？」

「……私には何とも申しあげられません」

　珍めずらしくも弱った表情の燐が差しだしてきたのは、色あせた帝国の情報誌ゴシツプだった。




〝史上最年少の『使徒聖』〟

〝魔ま女じよ脱だつ獄ごく手配の国家反逆罪により逮たい捕ほ。終身禁きん固こ刑けいの処断が下る〟




　……終身の投獄刑。

　……でも待って、この魔女脱獄手配というのは何のこと？

　情報誌ゴシツプの日付は今からおよそ一年前。

「帝国領内で囚とらわれていた魔女、つまり星霊使いを監かん獄ごくから逃のがしたことで使徒聖への昇格を取り消された。念のため他の情報源もあたってみましたが、情報誌ゴシツプの内容で間違いないようです」

「使徒聖になったけれどすぐに退位した。だからわたしも知らなかったと？」

「アリス様だけではありません。派は遣けんした密偵も驚おどろいていました」

　ただし──そう口にして、左右に垂らした髪かみに手で触ふれる燐。彼女の癖くせだ。何かを考え込む時に、つい無意識に髪に触れる。

「アリス様もご存じのとおり、彼は釈しやく放ほうされています」

「よく知ってるわ」

「釈放されたのは十一日前。アリス様がネウルカの樹も海りであの剣士と戦った、そのちょうど前日でした」

　氷ひよう禍かの魔女と戦うためにイスカは釈放された。確かにあれほどの強さならば、単身で純血種の魔女に挑いどませた帝国の決定も合が点てんがいく。

「でも、考えれば考えるほどわからないわ」

　手にした情報誌ゴシツプの紙面を見下ろす。

「中立都市の時はともかく、あの樹も海りで会った時、イスカはわたしと戦うつもりで臨のぞんでいたわ。燐も『お前が氷禍の魔女か』って訊きかれたんでしょ」

「はい、あまり思いだしたくない不覚ですが……」

　攻こう撃げきをしかけながらも返り討うちにあったことを思いだしたのか、今ひとつ歯切れの良くない口調の燐。

「ですがその通りです。あのイスカという剣士には、ネビュリス皇庁と戦う意思は確実にありました。むしろ氷禍の魔女──アリス様と戦うのを目的にやってきていたようにも思える節があります」

「なら、どうして一年前に私たちの同どう胞ほうを釈放なんてしたのかしら？」

　矛む盾じゆんしているように思えてならない。

　一方では魔女を脱獄させるような行こう為いをしでかしておきながら、一方では自分や燐を捕とらえようと挑んできた。

　……帝国にとっては同じ魔女なのに？

　……その脱獄させた魔女とわたしとで何が違うっていうの？

「魔女脱獄事件とやらが、我々を欺あざむくための罠わなであった可能性もあります」

「燐、彼イスカが一年前に脱獄させたっていう星霊使いを調べて」

「既すでに手配しています。また数日ほどお時間をいただくことになりますが」

「仕事が早いわ。流石さすがね」

　満足げに頷き、アリスは自分のベッドの隅すみに腰こしかけた。

　──今日はここまで。もう寝ねましょう。

　十年来の付き合いである燐との主従関係で、自然と生まれた合図のようなものだ。

　他にも戸と棚だなのティーカップをアリスが見ていたら「お茶の時間」で、燐が自前のエプロンをつまんだ時には「他用があるので退室します」というのが暗あん黙もくの了りよう解かいになっている。

　燐が退室。

　通路に響ひびく足音が遠くなっていくのを確かめ、アリスは自分の枕まくら元もとに手を伸のばした。

「気づかれてないわよね……？」

　ハンカチ。中立都市エインで彼から借りたもの。

　燐には、もうとっくに燃やしてしまったと答えてある。敵国のものだから私が処分しますと迫せまる燐にそう答え、本当は枕の下に隠かくしていた。

「……処分はいつでもできるから」

　まるで言い訳のようだとはアリスも自分で自覚している。でも、まだだ。まだ自分はイスカの本心を聞いてない。




〝美術に国境はない。そう言ったのはアリスだろ〟




　……わからない。

　涙なみだを拭ふくためにハンカチを貸してくれたこと。

　美術館を案内して、あんなに一いつ生しよう懸けん命めいに絵のことを教えてくれたこと。

　それすら燐の言うように「敵を欺くため」の罠だったのだろうか。中立都市で見せた無む垢くな一面さえも演技だったのだろうか。

　このハンカチの処分は、それを確かめてからでも遅おそくない。

「ずいぶんと敵国の兵を気に掛かけているようですね」

「お母様!?」

　ノックも無く開かれた扉。

　夜ふけにもかかわらず昼間の王衣ドレス姿で現れた母。公務を終えて、今ようやく自室に戻もどるところだったのかもしれない。

「ど、どうしてこちらに」

　彼イスカのハンカチを慌あわてて後ろ手に隠す。

「燐に命じて敵兵のことを調べさせていると聞きました。けれど、それは私から諜ちよう報ほう官かんに話をしてあります。アリス、あなたが気を回すことではありません」

「…………」

「それとも、あなたが気にかける理由がありましたか？」

「いえ、出過ぎた真ま似ねをしました」

　中立都市でイスカと出会ったことを見られたわけではないらしい。母の言葉からそう悟さとり、胸の内でほっと安あん堵どの息をついた。

「敵情視察の一いつ環かんで……」

「あなたなりの配はい慮りよであったことは理解できます。ですが、あまり幅はば広ひろく手を出すと姉イリーテイアや妹シスベルに睨にらまれますよ」

　アリスの姉にあたる長女イリーティア、そして妹である三女シスベル。

　どちらも純血種にふさわしい一流の星霊使いであり、皇庁でも政治の要職に就つく才女として知られている。

　そして次期王位を競きそう相手……

　姉イリーテイアや妹シスベルの目が王宮のいたるところに張り巡めぐらされており、次女であるアリスにとって心休まるのは自室で燐と二人きりでいる時だけだ。

「そしてもう一つ。また帝国画家の絵を集めているようですね」

　部屋の壁かべ際ぎわの書しよ棚だな。

　その一番上に並んでいるフォトブックを呆あきれた眼まな差ざしで見やる母。ネビュリス皇庁では流通しておらず、アリスが苦労して少しずつ収集したものばかりだ。

「帝国は敵です」

　母のその言葉を、アリスはもうどれだけ聞いたことだろう。

「私たちを魔女・魔人と呼び、忌いみ嫌きらって迫はく害がいする者たちの巣そう窟くつ。かつて帝国から受けた仕打ちは残ざん忍にんな魔女狩がりそのものでした。どれだけの数の星霊使いが犠ぎ牲せいになったことか。帝国を撃うち破って屈くつ服ぷくさせることが星霊使いの悲願です」

「…………」

「帝国の芸術家も同じです。帝国の画家が描かいた数々の『魔女狩り』、『魔女裁判』の絵を知っているでしょう。彼らもまた帝国の手先。こんなフォトブックを集めるなどもってのほかです」

「……はい、お母様」

「私が伝えたいことはそれだけです。夜よる遅おそくに時間を取らせましたね」

　部屋を立ち去る母。

　再び一人になった部屋で、アリスはしばしその場に立ちつくしていた。

　……本当にお母様の言うとおり？

　……帝国領にいる民たみは、例外なく許されない者たちなの？




〝お前は、いったい何者なんだ〟

〝たった一人で帝て国きの拠きよ点てんに乗りこんだあげく、防衛を突とつ破ぱして動どう力りよく炉ろを破は壊かいするなんて……並の星霊使いにできるわけがない〟




　イスカは違った。

　ネウルカの樹も海りで自分を前にして、彼は魔女という蔑べつ称しようではなく、「星霊使い」という言葉をわざわざ選んで使っていたように思える。

　一方の母は、帝国の民が自分たちを魔女・魔人と呼ぶ野や蛮ばんな者たちだと断言する。

　差別しているのは果たしてどちらなのか……

　背中に隠していたハンカチを、再び膝ひざ元もとに。それを穴が空あくほど見つめた後に。

「よし、決めたわ！」

　大きく息を吐はきだして、アリスは部屋を飛びだした。夜の静まりかえった通路を大おお股またで歩き、隣となりの部屋へ。

「燐！　燐は起きてるかしら！」

　ばたんと扉とびらを押し開ける。

「出発の準備をしなさい」

「な、なんですか突とつ然ぜんに!?」

　寝ね間ま着きの燐が、手にナイトキャップを握にぎった姿で振ふり返った。今は左右にわけたおさげを解いたストレートの髪かみ型がたで、普ふ段だんの彼女よりもほんのりと大人びて見える。

「明日あしたの朝一番に王宮を出発するわ。中立都市に行くから準備しておくように」

「またですか!?」

　悲鳴に近い声を上げる燐。

「ですが、あのイスカという剣けん士しに出で会くわしたら……！」

「出会すために行くの」

「……はい？」

「わたしが自分で確かめたいの。彼の真意を」

　下した唇くちびるを嚙かみしめ、アリスは従者の少女に背を向けた。

「だから、きっとこれが最後よ」




　　　　　　　３




　陽かげ炎ろうの道。

　地平線の先にあった太陽が空の頂点へと上りつめようとする時刻──

　一いつ滴てきの水分さえも残らず蒸発しきった赤しやく銅どう色の大地は蜘く蛛もの巣状に罅ひび入って、わずかな雑草だけが点在する荒こう野やと化している。

「中立都市エインかぁ。アタシも車で来るのは久しぶりだよ」

　荒野を駆かけるバギー。

　ハンドルを握るミスミスが、陽光を浴びて眩まぶしそうに目を細めた。

「ジン君と音々ちゃんにはアタシから言っておいたよ。二人とも今日は自主訓練ね」

「ありがとうございます」

「うん。しっかし良い天気だねぇ。雲一つない晴天だもん」

　屋根のない開放型の車体へと吹ふきこむ風。

　心ここ地ちよさそうに髪かみを揺ゆらし、女性隊長が加速把アクセルペダルを踏ふみつける。

「それでイスカ君、今日会う予定の人、そろそろ教えてくれると嬉うれしいな？」

「隊長は誰だれだと思ってますか」

「帝てい国こくの偉えらい人。本命は璃洒ちゃん以外の使徒聖かなって。イスカ君、この前も八大使徒に呼ばれてたじゃない。もしかしたら帝国以外で密談とか？」

「僕、そんなに凄すごくないですよ」

　地平線の先に見えてくる中立都市エインの影かげ。歌劇オペラと絵画の都として名高いその街並みを思いだしながら、イスカは隊長に苦く笑しようしてみせた。

「使徒聖で知り合いなんていませんでした。すぐ降格しちゃったし」

「あの十一人はものすごく競争意識が強いって噂うわさだもんね。……んー？　でもそうなると、ますます今日の待ち合わせの人が予想つかないよ」

「待ち合わせ、してないです」

「どういうこと？」

「何となく『来てくれる』って思ったから。今まで宿命とか運命とかって信じたことないんですけれど……でも……たぶん、また出会える気がするから」

「つまり？」

「僕も、行ってみないとわからないです」

　今にも頭を抱かかえそうな表情のミスミスに、イスカは肩かたをすくめてみせた。

　車のフロントガラスごしに中立都市エインを見やって。

「ところで隊長、空に何かが飛んでませんか」

　真っ青な空を飛ひ翔しようする黒い影。

　自分たちから見て北東の方角──ちょうど太陽と同じ方向から中立都市エインに近づいてきている。

「……鳥だ。隊長、ものすごく大きい鳥です」

　まるで神話の世界から飛びだしてきたような怪かい鳥ちようだ。

　全身の姿は大おお鷲わしを思わせるが、その尾おは蛇へびのように長く風になびいている。羽う毛もうは白に青が混じったマーブル模様。

　まるで蒼そう穹きゆうにたなびく白雲のよう。

　その景観が、そのまま身体からだに宿ったような色しき彩さいの鳥だった。

　しかも大きい。地上のバギーからここまではっきりと認にん識しきできるのだから、目の前に降りてきたら人間を遥はるかに凌りよう駕がする巨きよ体たいであることだろう。

「おー、珍めずらしいよ。古鳳アルバトロスだ！　生きた化石の一種だよ」

　運転席のミスミスが、小さな歓かん声せい。

「鳥のご先祖様。帝国領だともうほとんど生息してないの。演習訓練で銃じゆうをたくさん使うでしょ？　発はつ砲ぽうの音を嫌きらって、みんな遠くへ逃にげちゃったって」

「帝国の外へ？」

「そうそう。でも古鳳アルバトロスは頭が良いから、餌え付づけすれば番犬がわりになってくれたり、訓練すれば人間を乗せて飛んでくれることもあったって。だから帝国から離はなれた地域だと今も飼い馴ならしてる村があるみたい。たとえば」

　巨鳥の飛行を目で追いかけるミスミス。

「ネビュリス皇庁でも何羽か飼ってるとか、そういう報告書を見たことがあるよ」

「……ネビュリス？」

　瞬まばたきも惜おしんで古鳳アルバトロスを見上げた。飛来してきたのは北東から。まさにミスミスの言葉どおりネビュリス皇庁の領土が広がる方角からだ。

　それに、これは自分の目の錯さつ覚かくだろうか。

　羽ばたく鳥の背中に何かが乗っているようにも見える。

「……もしかして」

「イスカ君？」

「隊長、このまま入り口まで走ってください。そこで車を停とめて」

　市し壁へきの上空を飛びこえて都市へと降下していく古鳳アルバトロス。その姿を追うかたちで、自分たちの乗るバギーもまたエインの市壁に到とう着ちやく。

「ねねイスカ君、それで会いたい人って、結局どうすればいいの？」

「たぶん、向こうもちょうど来たところです」

　見上げる空。

　眩しい陽光へ吸い上げられるように上じよう昇しようしていく古鳳アルバトロスの姿がそこにはあった。

　主あるじを中立都市へと送り届けるという役目を終え、再び巣のあるネビュリス皇庁へと戻もどって行ったのだろう。

「こっちです」

「う、うん？」

　隊長に目配せし、イスカは中立都市エインの通りを歩きだした。

　芸術の花咲さく街並み。

　歌劇オペラを見に来た時と同じく、猛もう暑しよにもかかわらず路上のそこかしこで演奏家が奏で、画家がキャンバスを広げ、観光客がその様子を楽しげに見守っている。

　時間を忘れる平和な一時。

　帝国とネビュリス皇庁とが熾し烈れつな戦いを繰くり広げている一方で、本当は、こうして人は戦いと無む縁えんの生活を送ることができるのだと。そう語りかけてくるような光景だ。

「────」

　広場を前にして、イスカは足を止めた。

「つくづく気が合うのね。わたしたち、どういう星の下に生まれたのかしら」

　日ひ傘がさをさした見み目め麗うるわしい少女。

　お忍びプライベートの私服ではない。今の彼女は初めて出会った時と同じく、鮮あざやかな王衣ドレスに身を包んでいた。

「さっきの古鳳アルバトロスだけど」

「ウチで飼育してるの。雛ひな鳥どりの時は手に乗るくらい小さいけど、四年であの姿にまで大きくなるわ。帝国の車なんかよりずっと速く飛べるんだから」

「アリス様ってばそんなこと言って、さっきまで『燐、早く早く。競走よ！　何としてもあの車より先に着くように急がせなさい！』って大おお慌あわてだったくせに」

「燐」

「……口が滑すべりました」

　後ろに下がる燐。

　そんな彼女を横目に、アリスが優ゆう雅がな仕草で日傘を閉じた。

「そうだ。この前のタクシーだけど──」

「何の事かしら？」

　ふっ、と一いつ瞬しゆんだけ可お笑かしそうに口元をほころばせるネビュリス皇庁の姫ひめ。

　だがすぐに唇くちびるを引き締しめて、目をわずかに細めてみせる。彼女が見つめる先はイスカではなく、その横に立っている小こ柄がらな青髪の女性隊長だった。

「ところで、そちらの女の子は？」

「上司のミスミス隊長」

「……そう。キミもそういう事情だったのね」

　日傘を燐に渡わたしてアリスが呟つぶやく。

「あのぉイスカ君？　この綺き麗れいな女の子だれ？」

「それは──」

「いいわ、わたしから名乗るから」

　イスカの言葉を遮さえぎって、アリスが自分の胸むな元もとに手をそえた。

　道行く人々には聞こえぬよう抑おさえた声で。

「初めまして帝国の隊長。わたしはアリス──アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世」

「アリスさん？　え、だけど……ネ、ネビュリス？」

「帝国の方には『氷ひよう禍かの魔ま女じよ』と言った方がわかるかしら」

「～～～っ!?」

　びくっ、と全身を痙けい攣れんさせるミスミス。

「あ、あのぉ？　冗じよう談だんだよね……イスカ君？」

「本当です」

「ど、どどどどういうことなのっ!?」

「話があるの」

　そう告げるアリスのまなざしは、あくまで自分に注がれていた。

「外に出ましょう。ついてきて」

「わかった。隊長。行きましょう」

「……どうなってるの」

　なかば啞あ然ぜんとした様子の女性隊長を連れて、先を行く二人の背中を追いかける。

　アリスはまっすぐ正面を向いたまま。その傍そばに控ひかえる燐は、こまめにこちらに振ふり返って様子をうかがう。

「逃げたりしないから。それに僕ら二人で他はいない」

「う、うるさい！　私はアリス様の従者なんだから、敵であるお前たちを監かん視しして何が悪い。というか気軽に話しかけるな！」

　そそくさと顔を背ける燐。反射的にスカートに手を近づけたのを見るかぎり、護身用の暗器が山ほど仕込まれているに違ちがいない。

「不思議ね」

　通りを先導するアリスが視線でうながしたのは、通りの右みぎ端はし。

　路上でキャンバスに向かう画家と、その画家に自画像を描かいてもらっている家族連れの親子だった。

「こんなに幸せな都市があるのに、どうしてわたしたちは憎にくしみあってるのかしら」

　イスカにでもミスミスにでもなく。

　その呟きの矛ほこ先さきは、彼女が自身に向けたものだったかもしれない。

　都市の市壁を一歩踏み出る。

　目の前にはもう、灼しやく熱ねつの陽ひと焼けただれた丘きゆう陵りようがどこまでも広がっていた。

「暑いわね」

「アリス様、日傘を」

「──これでいいわ」

　氷禍の魔女が指を打ち鳴らす。

「適当に凍こおらせるから」

　アリスの足あし下もとの地面から冷気が噴ふん出しゆつ。

　素す足あしで触ふれれば灼やけるほどに熱されていた砂がまたたく間に冷れい却きやくされ、自分たちの歩く方向へと何百メートルにもわたって凍りついていく。

　さながら氷の絨じゆう毯たんだ。

「な、なにこれ……帝てい国こくの最新兵器だってこんな冷気を作るの無理なのに」

　凍りついた地面を恐おそる恐おそる伝っていくミスミス。

「ほ、本当にあの氷禍の魔女なんだ……」

「そういう意図もあったと思います」

　自分が何者であるのかを敵国の隊長に悟さとらせる。その手段として、これほど説得力のある演出はないだろう。

「このくらい歩けばいいかしら。ここなら誰だれにも聴きかれないでしょうし。どうやらお互たがい、尾び行こうもいないみたいだから」

　立ち止まるネビュリスの姫。

　氷の絨毯を歩き続けること十分近く。中立都市の輪りん郭かくが朧おぼろ気げになるほど離れた丘陵で、アリスが振り返った。

「心当たりがあるでしょう。一年前に国家反逆罪で捕つかまった帝国兵。帝国に囚とらわれていた星せい霊れい使いを脱だつ獄ごくさせたっていう変わり者の使徒聖」

「…………」

「調べさせてもらったわ。わたしのことだって知ってるんだから平等でしょ？」

　丘おかの上からこちらを見下ろすアリス。

「まあね」

「それに、キミくらい強い剣けん士しがただの下級兵なわけないもの。そこにいる隊長がキミより強いっていうなら話は違うけど」

「へっ？　そ、そそ、そんなことないです!?」

　氷禍の魔女に睨にらまれて、ミスミスが慌あわてて跳とび下がった。

「それより……な、何の用ですか！　あなたみたいな大物中の大物が、イスカ君を待ってたなんて訳わからないです！」

「聞きたいことがあるの」

　燐に目配せするアリス。

　そのまなざしに応こたえて従者が取りだしたものは、色あせた情報誌ゴシツプだった。見覚えがある。イスカも獄ごく中ちゆうで何度となく見せられた報道だったから。

「まず、コレは本当なのかしら？」

「間違いない」

「星霊使いを逃にがしたのも、そのせいで一年間もキミが牢ろう獄ごくに入っていたのも？」

　無言で首しゆ肯こう。

「どうしてかしら」

「……まだ小さい女の子だった。十二歳か十三歳で、弱い星霊しか宿してなかった。ただ、帝国はそういうの関係なく星霊使いを捕とらえたがっていて、それが嫌いやだったから」

「キミの言動は矛む盾じゆんするわ」

　氷禍の魔女と呼ばれる少女の声こわ音ねに、棘とげがまじった。

「キミは、ネウルカの樹も海りでわたしを待ち受けていて、わたしを捕らえようと襲おそってきたじゃない。わたしの時は星霊使いを捕らえようとして、一年前は可哀かわい想そうだから逃したっていう理由は信じられないわ」

「…………」

「無言か。どうした、帝国兵？」

　語気を強める従者の少女。

「アリス様に弱い部分を突つかれて言葉が出ないか？　私に『お前が氷禍の魔女か』と問いつめたこと、しかと覚えているぞ。一年前の魔女脱獄もどうせ悪わる巧だくみを──」

「矛盾してない」

　言葉を断たちきる。

　そこに滲にじませた感情の強さを肌はだで感じとったのか、押し黙だまったのは言葉を中断された側である燐だった。

「一年前も今も、僕の目的は何も変わってない」

「それが情報誌ゴシツプの記事とどう関係あるの？」

「和平交こう渉しよう」

　たった一言、アリスの見ている前でイスカはそう口にした。

　初めてだ。

　ネビュリスの星霊使いを前に、自分の誓ちかいを告げたのは。

「戦いを終わらせたい。だけど僕が何を言ったって天帝が話を聞いてくれるわけないし、ネビュリス皇庁の女王が聞いてくれるとも思えない」

「当然ね」

　冷たい口調で頷うなずくアリス。

「和平が望みだとでもいうの？　そんなの無理よ。互いが互いをどれだけ憎んでいると思ってるの。どちらかが降こう伏ふくするまで戦争は終わらないわ」

「そうだ。だから僕が考えたのはネビュリスの直系を捕らえることだった。帝国で純血種と呼ばれてる強力な星霊使いを」

「王家を？」

「ネビュリス王家も身内の危機には動どう揺ようが大きいと思った。それに皇庁の国民も不安がる。だから嫌でも和平交渉に応じるしかない」

「……キミ一人で、無理やり和平交渉の道筋をつけるつもりだったと？」

　眉まゆをひそめながらアリスが腕うで組ぐみ。

　その艶つややかな口元に自分の指先をあてて──

「わたしを捕らえて人ひと質じちにすれば、女王おかあさまも和平交渉のテーブルにつかざるを得ない。だけど一年前にキミが逃した子は、ただの弱い星霊使い。キミの考える和平交渉の役には立たない。ならば逃して構わないと考えたと」

　そして押し黙る。

「……確かに矛盾してない。それどころか一いつ貫かんしてる」

　そう口にする少女の唇くちびるには、呆あきれ笑いにも似た感情が浮うかんでいた。

「たぶん噓うそじゃないんでしょうね。なんだかすごくキミらしい発想だから…………でも、ダメよ。それじゃ何も変わらない」

「どうして？」

「たとえわたしを捕ほ虜りよにしたとしてもお母様は動かない。だから交渉の余地なんてないの。和平なんていうのは夢物語。キミは皇庁に来たことないでしょう。わたしたちの国で帝国を憎んでいる人間がどれだけいるか知らないはずよ」

　百年に続く戦争の根は深い。

　たとえ純血種の魔女であろうと、人質一人ごときで和平交渉は成立しない。皇庁の民たみがそれを許さないからだ。

「……だけど」

　アリスが腕組みをほどく。

「キミみたいな人間が帝国にいることもわたしは知らなかった。野や蛮ばんで威い圧あつ的な帝国兵のなかに、『戦いを終わらせる』ための戦いを望む者がいたなんて。それに……キミの人ひと柄がらは中立都市でよくわかったつもりだし」

　氷禍の魔女の指先がこちらに向けられる。

　丘の上から、アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世は声高らかに宣言した。

「キミ、わたしの部下になりなさい」

「はいぃっ!?」

　悲鳴を上げたのは燐である。

「ちょっとアリス様!?　どどど、どういうことですか！　話が違います、そんなの昨晩の打ち合わせになかったじゃないですか！」

「いま思いついたの」

「あまりに突とつ飛ぴすぎます！　だいたい帝国兵を部下にって、そんなの女王様はもちろん、姉イリーテイア様や妹シスベル様だって許すわけがありません！」

「そういうのは後から考えればいいわ」

　静かになさい──手を水平に掲かかげる仕草で燐を退かせて。

「身分はわたしが保障する。キミは帝国からの亡命者になるわけ」

　流りゆう暢ちような口ぶりで続ける姫ひめ。

「皇庁は、星霊使いを差別しない人間なら誰であろうと受け入れるわ。帝国の内情を知っていて使徒聖への昇格歴があるくらい強くて、戦いのない世界を作りたいっていう気持ちがあるなら、なおさらよ」

　まっすぐに視線が注がれる。命令じみた口調ながらも、そこには真しん摯しなまでの熱意と期待とがこめられていた。だが。

「イ、イスカ君……？」

　背中に触れる弱々しい指先。

　わずかに向けた横顔の先には、不安そうに肩かたをすぼませて、半分涙なみだを浮かべた表情でこちらを見上げる小こ柄がらな女性隊長の姿があった。

「あ、あのね……あの……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　何かを言いかけるのを優やさしく止める。

「できない」

　その上で、氷こおり漬づけの丘に立つ姫へとイスカは答えた。

「待たい遇ぐうの問題は関係なく、僕はネビュリス側にはつかない」

「……なぜかしら？」

　ぴくりと瞼まぶたをふるわせる金きん髪ぱつの少女。

　怒いかりではなく不安の発はつ露ろ。

　ああ、やっぱりキミはそう答えるのね──そんな内心の不安を想おもわせる声音で。

「理由を聞かせて」

「二つある。一つは、僕にだって帝てい国こくに家族と仲間がいるということ。部隊の仲間もそうだし、お世話になった上官だっている。アリスが皇庁に家族がいるのと同じだ」

「もう一つは？」

「皇庁側から和平交渉を帝国に持ちかけることが不可能だから。たとえば立場を逆にして、アリスが八大使徒の一人を捕虜にして和平交渉を持ちかけたとしても、帝国は聞く耳を持たない。彼らはむしろ帝国内の競争相手が減ったとしか考えないはずなんだ。王家っていう血けつ縁えんで繫つながったアリスたちと違ちがって、彼らは他人同士でしかないから」

　百年におよぶ戦いを一方の国の破は滅めつという結末以外で終わらせるには、無理やりにでも和平を締てい結けつさせるほかない。

　そしてその和平は、ネビュリス皇庁が交渉を承しよう諾だくする方法しか存在しないのだ。

「ええ。それこそわたしのよく知る帝国そのものだわ。誰だれであっても用済みなら容よう赦しやなく切り捨てる。人間を人間と思わない者の集まり……」

　アリスが下した唇くちびるを嚙かみしめる。

　その手に握にぎっていた情報誌ゴシツプにうっすらと霜しもが付着し、氷が紙の表面を覆おおい始めた。

「でも、それが何を意味するかわかっているかしら」

「……わかってる」

　退がって──左手でミスミスを制止させながら、右手を背中に回す。

　触ふれる硬かたい感かん触しよく。

　星せい剣けんの柄つかへと指先を添そわせて。

「僕は、アリスと一いつ緒しよには歩けない」

「…………そう。なら、わたしとキミはやっぱり敵ね！」

　砕くだける情報誌ゴシツプ。

　千々の氷の欠片かけらとなって消える、過去の記き憶おくの断だん片ぺんたち。

　それが、二人が断絶を決意した瞬しゆん間かんでもあった。

「わたしを捕らえられるものなら捕らえてみなさい」

　動こうとする燐を制するアリス。

　ネウルカの樹も海りで着けていたヘッドドレスによって、その顔を覆い隠かくして。

「万が一にでもそれができて、さらに億に一つでも、お母様が帝国との交渉に臨のぞむというのなら、キミの夢も叶かなうかもしれない」

「そっちこそ好きなように僕を排はい除じよすればいい。アリスの世界統一の前進になる」

「…………」

「…………」

　素顔と感情とをヘッドドレスで覆い隠した、魔ま女じよ。

　両手に星剣を握りしめる、帝国の下級兵。

　それぞれの後方に控ひかえた燐とミスミスとが息さえ忘れて見守るなか。

『この、わからずや！』

　少年と少女の怒ど号ごう。

　まるで互たがいの苦く悩のうの顕あらわれであるかのように荒こう野やを伝っていく。

　避さけられない未来。そうわかっていたはずの運命の渦か中ちゆうで、怒りとも嘆なげきともつかない張りつめた絶ぜつ叫きようが響ひびきわたる。

　そして同時だった。

　アリスの星霊、そしてイスカの握る星剣が、さながら共鳴するように微び震しんしたのは。




　──星をふるわせる忿ふん怒ど。




「なっ!?」

　駆かけだそうとする足を瞬しゆん時じに止める。

　剣の先から伝わる寒気が、電流のごとくイスカの全身を駆けめぐっていった。

　……なんだ？

　……今の……とんでもなく強い悪お寒かんは!?

　かつて経験したことがない。どんな戦地でも、どれだけ死に瀕ひんした時にも感じたことのない殺気。それが大気に満ちていくのを肌はだで感じる。

「燐、今のは？」

「……わかりません。ですがわたしの星霊も怯おびえてます。制せい御ぎよできません！」

「待って、何かが聞こえるわ」

　つけたばかりのヘッドドレスを取りはずすアリス。皇庁最強の星霊使いの一人であろう彼女が、低く押し殺した声でもってそう告げた。

「上空に何かが……──────燐、退どきなさい！」

「ミスミス隊長、退さがって！」

　ピシリッ

　蒼そう穹きゆうに亀き裂れつが生じる。真っ黒い糸のように線が走ったと思った瞬間には、その空が割れ、そこから強烈な突とつ風ぷうが吹ふきだした。

「きゃっ……！」

　突風に耐たえきれず転てん倒とうする隊長。

　そんな中、イスカは上空に何かが現れた瞬間を確かに見た。

『……星剣。星の、裏切りの刃やいば………』

　真しん珠じゆ色の髪かみをなびかせた少女だった。

　大きく波打つ斑まだら模様の外がい套とうからのぞく瘦そう身しんは褐かつ色しよくに日焼けし、そしてまだあまりにも幼かった。外見の年ねん齢れいならばせいぜい十二か十三だろう。

　だが、だからこそ。

「始祖様？」

　アリスがそう漏もらした一言に、イスカは耳を疑った。

「地下で眠ねむってるはずの始祖様がどうしてここに……いえ、なぜ目覚めたの……」

　ネビュリスの直系子孫であるアリスが「始祖様」と敬う相手。そう考えた時に、思いつくのは一人しかいない。

『帝国……この星を、星霊の住処すみかを……蝕むしばむ者たち』

　小ぶりで愛らしい唇からこぼれおちる、怨おん念ねんの塊かたまりそのものの感情。
















「……っ」

『ぜんぶ消えればいい』

　大魔女が繊せん手しゆを振ふりあげる。そう認にん識しきした刹せつ那な、イスカとアリスは、互いに自分の連れを庇かばって後方へと跳とんでいた。

　──不可視の破は裂れつ。

　まるで見えざる神の手が其そ処こに振るわれたかのように大気が凝ぎよう縮しゆくし、直後、猛もう烈れつな衝しよう撃げき波はをまき散らしながら破裂した。

「な、なに!?　今なにが起きたの！」

「わかりません。ただ……」

　濛もう々もうと立ちこめる土つち煙けむりのなか、抱かかえていたミスミスから手を離はなす。

　背中に冷たい汗あせが噴ふきだすのを自覚して。

「隊長は後ろに退たい避ひを。この相手だけは、僕も自信がありません」

　雲一つない蒼穹にうかぶ人ひと影かげ。

　大魔女ネビュリス──。

　百年前、たった一人で帝都を火の海に変えた最古の星霊使いが、自分たちの頭上に顕けん現げんしていた。










　　　Chapter.5　『始祖』
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　半刻ほど前。

　ネビュリス王宮は、史上例のない鳴動に吞のみこまれた。

　世界の終末を連想させる地鳴りによって大地に亀裂が走り、王宮の窓ガラスが次々と割れ砕けていく。

「皇庁のあらゆる星霊が共鳴している。これはどういうこと？」

　ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世。現ネビュリス女王は、今も続く鳴動のなか地下への隠し通路を突つきすすんでいた。

　地下礼堂。

　天然の鍾しよう乳にゆう洞どうである斜しや面めんを下った先に、篝かがり火びに照らされ、地面に膝ひざをつく兵二人が浮うかびあがる。

「何事ですか。この事態に私を呼ぶような用とは」

「はっ！　それが……！」

　顔を上げる二人が背後を指さした。

　巨きよ大だいな黒の石柱。そこに磔はりつけの姿で眠る始祖ネビュリスの──

「始祖様の縛いましめが解けている!?」

　その両手両足を柱につなぎ止める鎖くさり型の留め具が、粉々に砕かれていたのだ。

「何が起きたのです」

「我々にも……ただ、突とつ然ぜんに始祖様が腕うでを振るわれて──」

「自ら鎖を引きちぎったというのですか。そして、それと同時にこの地鳴りが発生した。それで私をここに呼びよせたと」

　宙に浮ふ遊ゆうしたまま褐色の少女は微び動どうだにしない。

　ぐったりと頭を垂れて、かろうじて覗うかがえる両の瞳ひとみは固く閉じたまま。その姿だけを取ってみれば今も眠りについているようだが。

『…………』

　褐色の少女が、ゆっくりと顔を持ち上げた。

『星剣……強い星霊の波長……戦ってる……？』

　紡つむがれる言の葉。

　まるで独り言のように少女が口にした直後、その身体からだが宙で反転、背中に浮かぶ星せい紋もんから漆しつ黒こくの霧きりのようなものが噴きだした。

「あれは星霊!?　身体に宿る星霊が……！」

　少女の背中に、濡ぬれ羽ば色の翼つばさとして星霊が顕現。ゆっくりとその翼が羽ばたくものの、少女は今も目を閉じたまま。

「星霊の自動防衛？　星霊よ、始祖様を守ろうとしているのですか!?」

　始祖の口から漏れた「星剣」という言葉。

　それが何を意味するのかは女王にもわからないが、始祖に宿った星霊が防衛行動を取るほどの脅きよう威いとなれば由ゆ々ゆしき事態だ。

「始祖様！」

『────星剣……返してもらうぞ……』

　濡れ羽色の翼が少女の身体を覆おおい隠す。

　直後、古いにしえの星霊使いの姿は宙と一体化するように消失していた。

「消えた？」

　呆ぼう然ぜんとした表情の衛士たち。

　そんな彼らの様子を後しり目めに、女王は正面の黒柱へと近づいていった。始祖ネビュリスの寝しん台だいであった石の表面に指先で触ふれて。

「……理由は不明。けれど始祖様の目覚めは願ってもない。あの方の御お力ちからさえあれば」

　誰だれにも悟さとられることなく、女王は冷ややかな笑えみを浮かべていた。

「帝てい国こくの打だ倒とうが見えてきた」




　　　　　　　２




　粉ふん塵じんのごとく巻き上がる黄こう砂さ。

　一メートル先も見通せない濃のう度どの砂すな煙けむりが風に流された先で、イスカが目もく撃げきしたものは、巨大な大地の傷きず痕あとだった。

　すり鉢ばち状の陥没クレーター。

　小高い斜面だったものがえぐり取られ、ぽっかりと地面に穴が空いている。

　帝国の演習で攻ロ城ケ砲ツ弾トが無人の平野に落ちた瞬間を見たことがあるが、それに勝まさるとも劣おとらない破は壊かい力りよくだろう。

　だがソレと決定的に違ちがうのは──

　この破壊の一撃が不可視であり、何によって為なされたのかわからないこと。そしてそれを行ったのが、たった一人の少女だったということだ。

「始祖ネビュリス……」

　褐色の肌に、真珠色の髪をした幼い少女。

　その背には濡れ羽色の翼のようなものを顕現させて、遥はるか虚こ空くうに浮遊している。

「イ、イスカ君？　あ、あの……始祖ってまさか」

「たぶんミスミス隊長が想像してるとおりです。大おお魔ま女じよネビュリスは生きていたんです。百年前、帝国であの事件が起きたときからずっと」

　星の未み解かい析せきエネルギー『星せい霊れい』。

　かつて帝国の研究者が地中深くでソレを発見してしまったことから、全すべてが始まった。未解析エネルギーは一部の人間に取り憑つき、宿主に尋じん常じようならざる力を分け与あたえた。これが星霊使い──帝国で魔女、魔人と呼ばれる者たちが生まれた経けい緯いだ。

　……その中で最も強大なエネルギーを浴びた少女。

　……それはきっと、当時の帝国で最も恐おそれられた魔女という意味なんだ。

　誰よりも酷ひどい迫はく害がいを受けたことで、誰より帝国を恨うらんだ星霊使い。

　それが大魔女と呼ばれた少女なのだ。

「卑ひ怯きようです！　イスカ君とアタシは二人きりなのに……！」

　声をふるわせて女ミ性ス隊ミ長スが非難の声を上げた。

　目の前の星霊使い二人を指さして。

「始祖ネビュリスだなんて……そんな伝説の強い魔女を尾び行こうさせてたなんて。交こう渉しようが決けつ裂れつしたら何をしてもいいってこと？　それがネビュリスのやり方ですか!?」

「ま、待って！」

　アリスと目があった。

　必死の形相で、きらめく金きん髪ぱつを乱しながら彼女が口にした答えは。

「違うわ！　わたしは何もやってない！」

「……え？」

「燐リン、まさかあなたが？」

「ち、違います。わたしだってアリス様と一いつ緒しよに、あの地下で始祖様を見たのが最後です。女王様からだって何も聞かされていません！」

　声を嗄からして叫さけぶ従者の少女。

　燐がそう叫ぶ頭上で、始祖の背中に現れた漆黒の翼が瞬またたいた。




〝星の記き憶おくに干かん渉しよう〟

〝第三界層にて『意思』と接せつ触しよく。星の表層に呼び招く〟




　ピシリッ、と音を立てて大魔女の足あし下もとに生まれる空間の亀き裂れつ。

　青一面の空だった場所がひび割れて、赤く揺ゆれる「何か」が顔を覗のぞかせた。

　……何だ？　さっきのネビュリスと同じように空間から何かが出てきている。

　……赤。呼び招く？　まさかそれは。

　やばい。自身の判断を信じ、イスカはその場で吼ほえた。

「陥没クレーターに飛びこめ！」

　ミスミスの手を摑つかんで強ごう引いんに引き寄せる。

「隠かくれろアリス！」

「え？」

「炎に吞まれるぞ！」

　ミスミスと共に陥没クレーターの斜面を滑すべりおちる。そこにアリスと燐とが転がり落ちてきた刹那、砕くだけた空間から真っ赤なソレが這はい出てきた。

　炎ほのおの星霊。否いな──それはもはや星霊という概がい念ねんを超こえた、まさに人類の叡えい知ちがおよばぬ未解析エネルギーの噴ふん出しゆつそのものだった。

『薙なぎはらえ』

　大爆ばく轟ごう。

　炎の星霊によって炙あぶられた大気が怒ど濤とうの速度で膨ふくれあがって衝しよう撃げき波はとなり、さらに炎が酸素と結合、猛もう烈れつに燃ねん焼しようすることで連れん鎖さ的な爆破を引き起こす。

　陥没クレーターに避ひ難なんする以外、この爆ばく炎えんから逃のがれる術すべはなかっただろう。

　だが。

「熱っ!?」

　耳に手をあててミスミスが悲鳴を上げたのは、その時だった。

「まずいよイスカ君。陥没クレーターの底にまで熱波が────」

「閉とざして」

　アリスの命ずるままに冷気が動く。白い宝石のように瞬く霜しもの壁かべが生まれ、熱波を遮さえぎる薄幕カーテンに。

「アリス様、この者たちまで庇かばうのですか？」

「そういう事態じゃないでしょ」

　警けい戒かいする視線を向けてくる燐。

　一方で、アリスは氷の壁ごしに上空を睨にらみつけて微動だにしない。始祖という最高の援えん軍ぐんを得たはずが、その横顔には困こん惑わくの色しき彩さいが色いろ濃こく滲にじんでいた。

「最初の攻こう撃げきも、今の爆炎だってそうよ。始祖様は私たちまで攻撃してきたわ」

「そ、それは……単に帝か国れ兵らが目に入ったからでは」

「それだけの理由でわたしたちまで攻撃されちゃたまらないわ。今のだってイスカが言わなかったら防ぼう御ぎよも間に合わなかった。そうでしょう？」

「……それは、そのとおりです」

　拳こぶしを握にぎって燐が首しゆ肯こう。

「私たちが帝こ国の剣も士のに助けられたのは……事実です。始祖様の目には、同どう胞ほうである我々が見えておられないかと」

「待った。あの始祖っていうのはお前たちの仲間じゃないのか？」

　膝ひざをついて答える従者の少女を遮った。

　大魔女ネビュリスに襲おそわれているという事態はともかく、自分イスカもミスミスも、皇庁側の背景がまるでわかっていないのだ。

「まず、本当にネビュリス本人なのかも僕たちは知らない」

「これだけの力を見て偽にせ者ものだと疑うか？」

　じろりとこちらを睨む燐。

「帝国おまえたちが大魔女と呼んでる星霊使い。我々の国の創始者ゆえ、ネビュリスの民たみはあの方を始祖様と呼んでいる」

「じゃあ、その始祖がどうして子孫のアリスまで狙ねらうのさ」

「…………」

　ぐっと息を吞のむ土の星霊使い。答えることがそのまま機密の漏ろう洩えいに繫つながってしまうと、目を伏ふせる仕草が何よりも雄ゆう弁べんにそう語っている。

「星霊の自動防衛でしょうね」

「……アリス様」

「始祖様が生きてることを知った相手に、いまさら隠す必要もないわ」

　振ふり返るネビュリスの姫ひめ。

「百年前、帝国との戦いで消しよう耗もうした始祖様は、その身体を癒いやすため眠ねむりについたといわれてるわ。始祖様に宿った星霊の正体は誰も知らない。わたしたちは『時空星霊』と呼んでいるけれど通つう称しように過ぎないわ」

「誰も知らない星霊か……」

「その時空星霊が、寝ねている始祖様を守護しているのよ」

　当たり前のように続けるアリス。

　星霊の中には、宿主である人間を守ろうとする星霊がいる。

　より強大な星霊であるほどそれが顕けん著ちよであるという話はイスカも聞いたことがあるが、帝国側ではまだ仮説の段階にあたるものだ。

「ネビュリスはまだ眠ってると？」

「でしょうね。何に反応したかはさておき、時空星霊の攻撃があんなにも無差別なのは、星霊を制せい御ぎよする始祖様が眠っているから。そう考えれば納なつ得とくいくわ。だけど……」

　ネビュリスの姫が言葉を詰つまらせる。

　擦すれるような声で、たった一言。

「悔くやしいなぁ……」

「悔しい？」

「────」

　じっと上を凝ぎよう視ししていた少女が初めて振り返った。

　赤い満月。紅玉ルビー色の双そう眸ぼうを大きくみひらいて、瞬きもせずに瞳ひとみをゆらしながら、無言で自分イスカを見つめてきた。

「わたし、この事だけは、キミと二人だけで決着をつけたかったのに」

　唇くちびるを嚙かみしめて。

　何かを堪こらえるように、隠しきれない泣き笑いの表情を湛たたえたその姿で。

「中立都市でキミと出会ってから、わたしの中で変なモヤモヤが溜たまってる。……それは姫として失格だもの。今日はそれを断たちきるつもりで来たわ。ネウルカの樹も海りで中断してた戦いに決着をつけようと思ってた。だからあの時と同じ正装で来たの。わたしたちが初めて戦った時と同じ服で」

　ネビュリスの王衣ドレス。

　そのスカートの裾すそをくしゃくしゃに握りしめて。

「……すごい気合い入れてきたのに。お母様にも報告しないで、燐にも手出し無用って言付けてあった。誰だれにも邪じや魔まされずにキミと二人だけで決着つけたいって思ってたから。なのによりによって、あんな奴やつに土足で入り込まれて大だい迷めい惑わくなのよ！」

「あ、あんな奴!?　アリス様ったら始祖様に向かってそれは──」

「いいから。とにかくここで動きを止めてても仕方ないわ。脱だつ出しゆつするわよ」

　アリスが指を打ち鳴らす。

　氷の薄幕カーテンが弾はじけて舞まい上がり、いまだ荒こう野やに吹ふき荒あれる炎の気流と衝しよう突とつ。互たがいが互いに嚙みつくように混じりあうことで熱波と寒波が打ち消しあう。

「隊長、走って」

　陥没クレーターの斜しや面めんを駆かけ上がる。

　無数の火の粉がちらつく空で待っていたのは、先とまるで変わらぬ無表情の大魔女だ。幼げな相そう貌ぼうをこちらに向けながら、今もその瞳は固く閉ざされている。

　……確かに意識が感じられない。

　……眠り続けてるっていうアリスの言葉が一番近いように思える。

　帝てい国こく兵の気配を感知した上での自動反撃。

　眠りにつく前にネビュリスが授さずけたその命令を、時空星せい霊れいが百年後も忠実に守り続けていると考えるべきか。

「始祖様、帝国兵とわたしとの戦いに加勢にいらっしゃったことは感謝します。でもわたしは、この者と二人だけで決着をつけたいのです！」

　アリスが声を振りしぼる。

「始祖様、どうか王宮へお戻もどりください！」

『────』

　物言わぬ最古の星霊使い。

　意識が無いままでも、頭こうべを垂れてその場に浮ふ遊ゆうし続ける姿は、確かにアリスの言葉に耳を傾かたむけているようにも見てとれる。

　だが。

「いけない！　だめですアリス様！」

　主君の手を取って燐が後ろに引き寄せる。

　一流の星霊使いであり、幼少期からアリスの護衛として磨みがきあげてきた危機察知能力が、始祖の動きを一いつ瞬しゆん早く読みとることを可能にしていた。

『星霊使いがわたしの邪魔をする？　帝国に与くみするならば……』

　最古の星霊使いが滾たぎらせる憎ぞう悪おの炎の前には、たとえ同志である星霊使いの言葉さえも飛沫しぶきの水に過ぎない。

　それをアリスは知らなかった。

　すなわち、復ふく讐しゆうを邪魔する者はすべて敵であると。

『この星から失うせろ』

　炎の大たい剣けん。

　ネビュリスの浮遊する上空よりもなお高い蒼そう天てんに生まれた赤の染み。その空間亀裂から、刃やいばの先せん端たんを模かたどった炎が地表めがけて打ち下ろされた。

　大気を切断し、大地を融ゆう解かいさせる超ちよう高熱。

　直径百メートルを超こえるであろう炎の刃が迫せまり──

「アリス様、危ない！」

　燐の足あし下もとから土の巨人像ゴーレムが這はい上がる。

　始祖という存在に忠義を表しながらも、心の底では警戒を抱いだいていたからこそ、密ひそかに咄とつ嗟さの対策を用意していたのだろう。

「燐!?」

　巨人像ゴーレムがアリスを突つき飛ばして炎ほのおの刃の射程圏けん外がいへ。ミスミスを抱かかえたイスカが見たのは、その瞬間までだった。

　──地を穿うがつ炎の大剣。

　剣の突きささった大地がマグマ状に融解し、その刃の延長線にあたる大地が割れ砕くだけ、膨ぼう大だいな熱波と火の粉が噴ふん出しゆつ。

　その火の粉が宙へと舞い上がり、さらに広こう範はん囲いに炎を広げた。

「イスカ君！　炎が都市に……!?」

　ミスミスの金切り声。

　中立都市の空が赤く染まった光景を前に、帝国の部隊長の表情に悲ひ愴そうが満ちる。

「早く助けないと！」

「落ちついて隊長。見た目は派手だけど舞ってるのは火の粉です。地面に落ちて消えてしまうのがほとんどだから、冷静に対処すれば火災には至りません……むしろ今は、上空の相手です」

　始祖ネビュリスという最悪の相手にどう対処しろというのか。

　帝てい都とに応おう援えんを要よう請せいするにしても場所が遠すぎる。ジンや音ネ々ネによる支し援えんさえ望めない。そう口にするつもりでいたイスカが目にしたものは──

「燐!?　燐、返事をなさい！」

　焼けただれた地に倒たおれた従者の少女。

　そして、彼女を抱だきかかえて必死の形相で名を叫さけぶアリスの姿だった。

　二人の前で巨人像ゴーレムがぼろぼろに崩くずれ、荒野の土へと還かえっていく。

　炎の大剣からアリスを逃のがすことには成功したが、燐自身が逃にげ遅おくれたのだ。巨人像ゴーレムの陰かげに隠かくれて炎の直撃からは逃れたが、大気を伝う熱波だけはどうしようもなかった。

「燐、お願いだから目を……」

「無理に動かすな」

　握りしめる黒の星剣。従者の肩かたを揺ゆさぶろうとするアリスを制し、イスカは少女二人の眼前へと躍おどり出た。

　──一いつ閃せん。

　無防備なアリス目がけて迫る炎の第二波が、黒の刃に断たちきられて崩ほう壊かい。

　そのまま大気に溶とけるように消えていく。

「そのための星霊だろ」

「え？」

「燐の身体からだを氷で冷やす。火傷やけどの初期対応」

「……っ！」

　はっと顔を上げるネビュリスの姫。それと同時に彼女の指先に冷気が生まれ、燐の身体をゆっくりと服ごと包んでいく。

「ミスミス隊長、彼女を病院へ！　できれば星せい霊れい症しよう例れいの専門医ヒーラーに診みせてください！」

　イスカが指さしたのは中立都市エイン。

　火の粉が降り続いている都市を一いち瞥べつして。

「そして都市の住民には待機要請を。絶対に市し壁へきの外に出ないよう。この荒野は、今から最危険の戦地に変わります」

「……え？　あ、あの……」

「早く！」

「う、うん！　イスカ君も気をつけて！」

　女性隊長の決断は早かった。敵であるはずの星霊使いを背中に抱え、遥はるか遠くに見える都市めがけて走りだす。

　その姿を見送ることなく、イスカは頭上の相手に向きなおった。

　始祖ネビュリス。

　復讐の妄もう念ねんに取り憑つかれた最強の星霊使いへ。

「ネビュリス」

　右手に黒の星剣、左手には白の星剣。

　師から託たくされた世界に一いつ対ついの星剣を携たずさえて。

「百年前、お前はすべての星霊使いを導く希望だったのかもしれない。だけど違ちがう。お前の行動を見てよくわかった。今この時代に────」

「この時代にあなたは必要ないわ！」

　氷の風ふう鈴りんを想おもわせる声こわ音ね。

　強く、澄すんでいて、そして一いつ切さいの迷いのない声が荒野に響ひびく。

「何が始祖よ、恥はじを知りなさい。この時代にあなたは求められてない！」

　謳うたいあげたのは隣となりに立つ少女だった。

「わたしとイスカの決着を妨ぼう害がいして、中立都市に危害を加え、そして同じ星霊使いの燐まで傷つけた！……ネビュリス、あなただけは本物の魔女よ！」

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世。

　新時代の皇庁を担になう姫ひめが、皇庁の創始者へと指先をつきつける。

「あなたの力は何も生みださない。誰も幸せになんてできないわ」

「同感だね。もう今は、お前の知ってる時代じゃない」

　一歩、前へと進みでる。

『帝国兵。星霊使い。貴様たちが────』

「黙だまれ」

　断ちきられる始祖の言葉。

　いまだ醒さめない夢に囚とらわれた魔女に対し、少年と少女の声がぴたりと唱和した。

「お前の行動はただ虚むなしいだけだ。僕が目指す未来はそこに無い」

「わたしの目指す世界もよ」

　二人は互いに理解していた。

　自分たちは敵だ。いつかは衝突の日がやってくる。けれどその決着は二人だけでつけるべきものだ。余計な介かい入にゆう者しやは必要ない。

「だから────」




「お前（あなた）はもう一度、百年間眠ねむってろ（眠りなさい）！」




　黒くろ鋼がねの後こう継けいイスカと氷ひよう禍かの魔女アリス。

　互たがいに背を預け、二人は口を揃そろえてそう吼ほえた。










　　　Chapter.6　『黒くろ鋼がねの後こう継けいイスカと氷ひよう禍かの魔ま女じよアリス』
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　帝都第三セクター。

　天頂に昇のぼりつめた陽ひを窓ガラスごしに仰あおぎ、音ネ々ネは、汗あせで額に張りついた前まえ髪がみを指先で払はらいのけた。

「ふぅ。あっつい。もうお昼だしー」

　髪の毛先から、水玉のようにしたたり落ちる汗。

　薄うす地じのトレーニングウェア一枚という軽装で、その後ろには今まで使っていた筋力強化用のマシンセットが並んでいる。

「ねージン兄ちゃん。イスカ兄とミスミス隊長ってばまだ戻もどらないの？　音々たちだけ延々と室内トレーニングじゃ飽あきちゃうよ」

「自分の身を守る訓練だ。飽きる飽きないじゃねえよ」

　そう答えるのは鉄製のベンチに腰こしかけた銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆだ。こちらは一足先に自主訓練を終えて、今は愛用の狙撃銃じゆうの手入れを始めている。

「それはそうなんだけどー、違うの。音々が言いたいのはそうじゃなくて」

「みんな一いつ緒しよにやるべきだと？」

「そう！　それだよジン兄ちゃん、さすがわかってる！」

「今日一日くらい構わねぇだろ。行き先だって中立都市だってわかってるわけだし」

「でも目的は？」

　昨夜、突とつ然ぜんに隊長から連れん絡らくがあったばかり。

　普ふ段だんは「何をしに」「どこへ」行くのか包つつみ隠さない隊長が、今回だけは妙みように歯切れが悪かった。問い返したところ隊長本人もよくわかっていないのだと。

「部隊に関することなら帝都で打ち合わせのはずだ。そうじゃないってことは俺らが心配する用件でもないだろ」

「でもミスミス隊長も一緒だよ？」

「…………」

　狙撃銃から外した照準器スコープを右手に握にぎりしめ、ジンが口を閉じて黙りこむ。

「……イスカの調子がズレてたのは事実だ」

　ややあって、言葉を選ぶように低い声音でそう応じた。

「ズレてた？　良い悪いじゃなくて？」

「嚙かみあってなかった。精神こころと肉体からだの歯車がズレてた感じだ。アイツここのところ寝ね不ぶ足そくだとか言ってたよな」

「うん、ネウルカの樹も海りに行ってから」

「アイツはそこで氷禍の魔女と出会ってるはずだ」

　ベンチに片かた膝ひざを立てる狙撃手。

　自分の腕うでで膝を抱かかえこみながら。

「それから間を置かずに中立都市か。あの場所なら帝てい国こくと皇庁の人間が落ち合っても誰だれもわからない。イスカがそこに二度行って、三度目には隊長が同行ね……」

「え？　なになに？　ジン兄ちゃんってば何か思いついたの!?」

「……いや何でもない」

「噓うそだ!?　ジン兄ちゃん、いま音々から目そらしたでしょ！」

「ああもう静かにしろって。ほら、周りの奴やつらがうるさそうにコッチを見て──」

　ジンの膝元で機械音。

　ベンチに置いていた通信端たん末まつが、突然に赤と黄色の点てん滅めつをくり返し始めた。

「緊きん急きゆう呼び出しだな。しかも……噂うわさをすればか」

「ミスミス隊長？」

「表示名を信じるならな」

　液えき晶しよう画面をじっと睨にらみつけるジン。

　その通話口を横顔に近づけて。

「俺です。音々も一緒で、今はトレーニング中。もちろん何かあるならすぐにでも動くことはできるけど」

　その怜れい悧りな双そう眸ぼうが見ひらいた瞬しゆん間かんを、音々は間近で目もく撃げきした。

「……始祖ネビュリス？　待て、落ちつけ隊ボ長ス。それはどういうことだ？」

　立ち上がるジン。

　その手に今も照準器スコープを握りしめたまま。

「……わかった。いや、なんでそうなったのかはサッパリだが、今どこで何が起きてるのかってことだけは理解したつもりだ」

　横目でこちらを一瞥。そこに滲にじむ緊きん張ちようの色だけで、何か尋じん常じようならざる事態が起きていることは音々にも理解できた。

「中立都市エインか。俺と音々が駆かけつけるには遠すぎるな。今は誰がソイツを抑おさえて……イスカが？　アイツが自分でやるって言ったのか」

　沈ちん黙もく。

　一瞬の間をおいて、最も彼を知る狙撃手は確固たる口ぶりで断言した。

「なら俺も音々も出番はねぇよ。隊ボ長スも避ひ難なんしてりゃあいい……あ？　伝説の大魔女？　そんなのはわかってる。だけど関係ない」

『で、でもジン君？』

「相手が星せい霊れい使いならイスカは負けない。アイツがやらずに誰がこのろくでもない戦争を止めるんだ？」

　通話口の女性隊長へと、絶対の自信をもってそう応じた。

「そのための『黒鋼の後継』だから、だ」




　　　　　　　２




　灼やけ焦こげた荒こう野や。

　いまだ大量の火の粉に見み舞まわれている中立都市エインを背景に、炎ほのおと砂さ塵じんとが飛び交かう丘きゆう陵りようを駆け上がる。

『帝国兵……』

　地表から十メートル以上もの高度に浮ふ遊ゆうを続ける始祖ネビュリス。

　瞼まぶたは硬かたく閉じられ、表情は皆かい無むに等しい。そんな一いつ切さいの感情を覆おおい隠かくした褐かつ色しよくの少女が虚こ空くうで繊せん手しゆを跳はね上げた。

　さながら管弦楽団オーケストラを統とう率そつする熟練の指揮者のように。

『帝国の飼い犬が。貴様たちにどれほど星霊使いが虐しいたげられたことか』

　少女の背中に具現化した翼つばさに光が灯ともった。

　光こう沢たくある黒翼に灯る、茜あかね色いろ。

『消えろ』

　ボッと大気が燃ねん焼しようする音。背後に生まれる火の気配を感じとった刹せつ那な、イスカは大地を蹴けって虚空へ跳とんでいた。

『……避よけたか』

「避けたんじゃない」

　炎の発動を感知したことに大魔女が眉まゆをしかめる所作。

　だがイスカは、その呟つぶやきを即そく座ざに否定した。

「お前に立ち向かうためだ」

　爆炎の衝しよう撃げき波はがイスカの背を押し上げる。

　自らの脚きやく力りよくを土台に、さらに炎の気流がもたらす揚よう力りよくによって上空へと舞まい上がる姿は、跳ちよう躍やくよりも飛ひ翔しように近い。

『炎を跳躍の勢いに利用するとは、器用な真ま似ねをする』

　始祖ネビュリスの待つ虚空へ。

　……漆しつ黒こくの翼。

　……いま確かに、星霊の力が発動した瞬間に翼が光っていた。

　黒の星剣と同じ色に輝く翼。

　あの翼にネビュリスの力の秘密がある。咄とつ嗟さにそう感じた勘かんを頼たよりに、イスカは星せい剣けんを振ふりあげた。大魔女の背中から翼を断たつつもりで──

『剣が私に届くと思ったならば、その淡あわい期待ごと凍こおりつけ』

　何かが軋きしむ硬い音。それはイスカとネビュリスとの狭はざ間まにある大気の水分が、星霊の力で凍とう結けつした音だった。

「氷、そんな!?」

　人間に宿る星霊は一つきり。たった今あれほどの業ごう火かを投じたばかりではないか。

　……操あやつれるのは炎じゃないのか？

　……おかしい。一つの星霊が干かん渉しようできる事象は一つきりのはずなのに。

　大おお魔ま女じよの星霊はいったい何なのだ？

　眼前に迫せまる氷の壁かべ。飛翔するイスカを押しつぶすかたちで落下する氷ひよう塊かいを前にしてなお、その不可解な現象に気を奪うばわれて。

「イスカ！」

　雑念を吹ふき飛ばす一いつ喝かつ。

　そのキッカケは他ならぬ、地上から自分を見上げるアリスの一言だった。

「はっ！」

　黒の星剣を逆手に握って氷の壁へき面めんへと突つきたてる。それを軸じくに、逆さの体勢で壁に着地。その僅わずかな窪くぼみに靴くつ先さきを引っかけて、氷の壁を蹴って大地へ逃のがれた。

　大地に激げき突とつして無数の氷の破は片へんとなる氷ひよう壁へき。

　だがネビュリスが見つめるのはそんな氷の残ざん骸がいではなく、氷の壁に押しつぶされるのを無傷で回かい避ひした帝国剣士の姿だった。

『二度かわすか』




〝星の記き憶おくに干渉〟

〝第二界層にて『意思』と接せつ触しよく。星の表層に呼び招く〟




　大魔女の少女が指を打ち鳴らす。

　その正面の空間が大きく縦に裂さけ、まるで触しよく手しゆを伸のばすようにその亀き裂れつが黄土色の砂地へと伸びていく。

　……さっきはあの亀裂から炎が這はい上がってきた。

　……まさか次も？

　身を屈かがめ、両手の星剣を交こう叉ささせた構えを取る。

　荒野を灼き焦がす爆ばく炎えんか、それとも今のような超ちよう質量の氷塊か。あるいはその両方か。来るべき攻こう撃げきを予測し、脳のう裏りで対たい抗こう策を編み上げる。

　だが最古の星霊使いの力は、その想定さえあっさりと超こえてきた。

　轟ごうッ。

　弾はじける大地。地じ盤ばんが地下深くから隆りゆう起きし、小山ほどもある土の獅し子し像が現れたのだ。

「巨人像ゴーレム、土の星霊まで!?」

「あいにく人形を相手にしてる時間はないの」

　地に跪ひざまずき、その指先で砕くだけた地盤に触ふれるのはアリスだった。

「跳びなさい！」

　返事も待たずにアリスがたった一言、呟いた。

　──大だい氷ひよう禍か。

　ネウルカの樹も海りを凍りづけにした星霊術。

　まるで穏おだやかな湖面を波は紋もんが伝っていくように。氷禍の魔女と恐おそれられた星霊使いの放った冷気が、焼けただれた荒野を蒼あおく凍結させていく。

　見わたすかぎりの氷土へ。

「さすが」

　氷の斜しや面めんに着地。

　獅子の巨人像ゴーレムが、咆ほう吼こうを上げた姿で凍りつく景観がそこにあった。

「アリス、あの始祖の星霊は？」

「……わたしが聞きたいくらいよ」

　巨人像ゴーレムを圧あつ倒とうしてみせながらも、そう答える氷禍の魔女の声は掠かすれていた。いまだ平然と自分たちを見下ろす大魔女を見み据すえて。

「女王であるお母様さえ、始祖の星霊の正体は知らなかったわ。実際に目にすればわかると思っていたけれど……」

　言葉を濁にごすネビュリスの姫ひめ。

　そして結論が出せずにいるのはイスカも同じだ。今まで戦ったどんな星霊使いとも違ちがう。扱あつかえる星霊術は、あくまで宿した星霊に関係する事象だけのはずなのに。

「複数の星霊を宿してるっていう可能性は？」

「まず考えられないわ」

　断言するアリス。

「星霊が宿った人間に痣あざが浮うかびあがること、知ってるわね？」

「星せい紋もんだろ」

　星霊使いが迫はく害がいされるに至った原因の一つだ。

　身体からだに宿った星霊ごとに痣の模様は異なり、強い星霊を宿すほど大きな痣が浮かびあがる。まるで悪あく霊りように取り憑つかれたかのよう──と、初めて星紋を見た者たちはソレを恐れて星霊使いたちを監かん禁きんした。

「アイツが空で身をひるがえした時に背中が見えたわ。服を破って翼が突きでてて、そこに大きな黒の星紋が浮かんでた。それがアイツに宿った星霊よ。だけど……」

　目を細めて始祖を睨みつける氷禍の魔女。

「わたしが王宮で見た時にはあんな翼なんてなかったわ。時空星霊の自動防衛が発動してる時に顕けん現げんしてるっていうことは、あの翼に見えるのは本物の翼じゃなくて、星霊そのものなのかもしれない」

「それだけわかれば十分だ」

　あの漆黒の翼が大魔女ネビュリスの力の具現だとすれば。翼を切断することで一時的に時空星霊をネビュリスから分断できるかもしれない。

「あの翼を──」

「────────で、──────でき────できる……と────」

「え？」

「──────────できると思うか？」

　大魔女が嗤わらった。

　あまりにも突とつ然ぜんに。

　褐色の少女のまぶたがゆっくりと開いていく。

「……ここは……覚えがある。ヴィシャーダの荒野か」

「ネビュリス!?」

「まさか星霊よ、たかがこの帝てい国こく兵のためにわたしを起こしたのか？　この半はん端ぱな覚かく醒せいでもって目覚めを早めさせる理由があると思えないが」

　そのまなざしに宿る自我の光。

　瞳ひとみに浮かびあがる意識が、みるみると強い色を帯びていく。

「……しかし、なるほど。随ずい分ぶんと懐なつかしい剣を手にしている」

　始祖が見下ろしたのはイスカが携たずさえる星剣だ。

「この剣を知ってるのか？」

「────」

　沈ちん黙もく。それは意図的な情報の遮しや断だんではなく、大魔女ネビュリスが言葉も忘れて星剣と自分イスカとを観察していたゆえの静せい寂じやくだった。

「まあいい。お前がどのような経けい緯いで星剣を手に入れたかは知らないが、その剣をクロスウェル以外の男が使いこなせるわけがない」

「クロスウェル!?」

「それがどうかしたか」

「……お前が口にした名前は、僕の師の名前だ」

　帝国史上最強の剣士。イスカの師であり、星剣の所有者だった男。

　……けれどなぜだ？

　……なぜ百年前の大魔女が師のことを知っている。

「貴様が、あの男の？」

　訝いぶかしげに片目だけをみひらく大魔女。

　だがすぐに、その小ぶりな唇くちびるをきゅっと禍まが々まがしく吊つり上げて。

「はっ。奴やつめ、理解に苦しむな。星剣をどこの雑兵ともわからぬ者に託たくすとは」

「それは戦ってみないとわからない」

「決まっている。お前がわたしに勝利する未来などない」

　アリスが凍らせた大地を突きやぶり、沸ふつ騰とうする真しん紅くの飛沫しぶきが噴ふきだした。

　溶岩マグマ。それは、この星でもっとも巨きよ大だいなエネルギーの一つだ。

　星の内層で生成された超高熱の「溶とけた石」。その温度、千度超ちよう。都市の外がい壁へきだろうと民家だろうと悉ことごとく溶かして燃やしつくす。

「燃えさかる海は渡わたれまい？」

「どうかな」

　覆おおい被かぶさるように襲おそってくる溶岩の噴ふん射しや。猛もう烈れつな熱と蒸気が満ちるなか、イスカはためらわずに灼しやく熱ねつの飛沫へと身を投じた。

　降ってくる溶岩の塊かたまりを凝ぎよう視しし、空中からの軌き道どうで落下位置を予測。

　後退ではなく前へ。足を踏ふみだして身を屈め、身体を独こ楽まのように旋せん回かいさせて降りそそぐ岩石を髪かみの毛一本分の精度で回避する。

　さらに、それでも避よけられない礫つぶてだけを剣けんの峰みねでたたき落とす。

「これだけの熱量を恐れず向かってくるか」

　ほぉ、と小さく呼気をもらす褐かつ色しよくの少女。

「だがその選択肢みちは誤りだ」

　噴き上がる溶岩が空中で圧縮し、全身に炎ほのおを纏まとう蛇へびへと変へん貌ぼうした。

　見上げるほどの巨きよ体たいとなった炎の巨人像ゴーレムが奇き怪かいに蠢うごめく。イスカの左右からは溶よう岩がん流りゆうが壁となって立ちふさがり、前方を阻はばむ炎の蛇。さらに後方も溶岩の塊が落下してくる。

　四方を覆いつくす炎の包ほう囲い網もう。

「捕とらえたぞ帝国兵」

「わたしを無視するの、そろそろやめてもらえるかしら？」

　沸騰する溶岩が凍こおりついた。

「あなたがどんなに強力な炎を操あやつっても、わたしならその弱点を突けるわ」

　蒼あおい冷気をまとった金きん髪ぱつの少女。

　──イスカが道を拓ひらき、アリスがそれに続く。

　どちらが言葉にしたわけでもない。自然と二人はその通りに動いていた。

「……洗練された冷気だ。いい星せい霊れいを宿し、よく制せい御ぎよしている」

「お褒ほめに与あずかり光栄ね」

　氷土が盛り上がり、溶岩と炎の巨人像ゴーレムを丸ごと凍とう結けつさせていく。そんな眼下の光景に、アリスの実力を察した大魔女が小さく舌打ち。

「娘むすめ。貴様は、この帝国兵の後だと決めていたのだがな」

「あら？　同じ星霊使いには優やさしいの？」

「逆だ」

　同どう胞ほうを見下ろす始祖。

　その眼まな差ざしに、喩たとえようのない残ざん酷こくな感情が溶けて混ざる。

「帝国に与くみする星霊使い……その罪過、泣き叫わめいても許されぬものと知れ」

「上等よ。わたしだってあなたを許さない！」

　始祖の眼光を正面から見返すネビュリスの姫。

「星霊使いでありながら同志を平然と傷つける。燐リンだってそうよ。あなたはもう、皇庁の英えい雄ゆうでも何でもない！」

「英雄？　そんな綺き麗れいな言葉で世界は救えない」

　褐色の少女が肩かたをふるわせる。

　あまりに滑こつ稽けいであると、そう思わせる憫びん笑しようで。

「百年前から知っている。この傷だらけの世界には英雄も救世主もいない。だからわたしが魔ま女じよとなって帝国を消しよう滅めつさせる。ただそれだけだ」

　空っぽの嘲ちよう笑しようで。

　底知れぬ絶望で。

　それは、どうしようもない嘆なげきの告白そのものだった。

「私は魔女で、お前たちはその敵だ」

　一いち陣じんの風。

　イスカとアリスの中心に生まれた旋せん風ぷうが、人間さえ吹ふき飛ばす強風へ。さらには足あし下もとの氷土さえも剝はがして巻きこむ暴風へと極大化していく。

「我が星霊は、星の中ちゆう枢すうより生まれた最古の一体。星の事象すべてを記き憶おくし、それを時空の彼方かなたから呼び招く。────目め障ざわりだ、世界の終しゆう焉えんまで失うせろ」

「っ……」

「アリス！」

　吹き荒あれる突とつ風ぷうに身体を横よこ殴なぐりにされて、アリスが小さく悲鳴を上げた。

　人間すら紙切れのように吹き飛ばす嵐あらし。

　彼女の身が轟ごう風ふうに吹き飛ばされる寸前に、イスカはその手を摑つかんだ。

　左手の剣を地面に刺さして錨いかり代わりに。奥歯を食いしばって大地に踏みとどまり、暴風に晒さらされながらもアリスの身を引き寄せる。

　──真っ赤な飛沫。

　アリスの手を握にぎったイスカの腕うでが裂さけ、鮮せん血けつが噴きだしたのはその直後だった。

「痛つうっ!?」

「イスカ！」

「……鎌かま鼬いたちまで思いのままか」

　風の刃やいばとされる現象。

　その正体は、凄すさまじい突風で加速した砂さ礫れきが人体を傷つける超ちよう常じよう現象だ。

「手を放しなさい！」

　風に煽あおられながら叫さけぶのは氷ひよう禍かの魔女。鎌鼬が襲いかかるイスカの腕にみるみる裂れつ傷しようが生まれ、さらに傷が大きくなって腕から肩へと登っていく。

「何をしてるの！　早くわたしの手を放して、キミの腕が千切れるわ！」

　自ら摑んだ手を解ほどこうとする星霊使い。

　しかし少年がそれを許さなかった。

「……聞こえないね」

「何を!?」

「この風鳴りのせいで、アリスが何を言ってるのか聞こえないって言ってるのさ！　手を放せだなんて聞こえないね！」

「っ」

　少女が顔を歪ゆがませた。

「……どうしてよ」

　宝石のように煌きらめく双そう眸ぼうを伏ふせて。

「……わたしは魔女よ。傷ついてまでキミが手をさしのべる相手じゃないわ」

　唇を嚙かみしめながらアリスが口にする自傷の言葉。

　たとえ自分を「星霊使い」と自じ称しようしていても、誰だれとも知らぬ者たちから魔女と言われ、恐おそれられ、疎うとまれ続けている。……それが苦しくて仕方ない。

　氷禍の魔女と呼ばれるアリスがさらけ出した本音。

　そんな彼女の目を見み据すえて。

「アリス」

　帝てい国こくの少年剣士は飄ひよう々ひようと口にした。

「気が合うと思わないか」

「……え」

「アイツに腹が立ってる。アリスは燐を傷つけられてる。僕だって、あれだけ星霊使いに暴ぼう虐ぎやくされたら和平交こう渉しようどころの話じゃない」

「それが何だっていうの」

「僕らがいるのは帝国でも皇庁でもない、中立都市だ。目的が同じ、それだけでいい」

　それが始まりでキッカケだった。

　中立都市エインで歌劇オペラを見て。同じ食堂で同じメニューを頼たのんで。画家の個展で趣しゆ味みがあって話が盛り上がって──

「僕も同じだ。アイツに負けたくない。だから、この手は放さない」

「…………」

　何かを言いたそうに口を開きかけるアリス。だが思いとどまったように顔を伏せて……迷って、何度も何度も唇を嚙みしめて。

「……信じていいの？　帝国のキミを」

　氷禍の魔女は、その瞳を揺ゆらしながらそう口にした。

　渦うず巻まく暴風の中心で、アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世の手に何かが灯ともる。

「『氷禍・那な由ゆ他たの雪ゆき灯あかり』」

　氷の結けつ晶しようが輝かがやきだす。

　アリスの足あし下もとから光は広がり、荒こう野やを覆う氷雪全域へと天界。

　まさしく那な由ゆ他た──すなわち「数えきれない理解不能の数」におよぶ氷の結晶たちへと、氷禍の星霊の力が巡めぐっていく。

「氷の星よ、撃うち上がれ！」

　蒼の閃せん光こう。

　輝く氷の結晶が地表から浮うかびあがり、刹せつ那な、きらきらと宙に残像を描えがきながら空へと舞まい上がる光となった。超ちよう低温の氷の流星が弧こを描えがく軌道で撃ち上がり、暴風を突とつ破ぱしてネビュリスへ。

「氷の光こう弾だん？　この暴風を突破するとは……娘、貴様の秘術オリジナルか？」

　始祖が声を昂たかぶらせた。

　突つきだした両手の前に大気が凝ぎよう縮しゆくされて盾たてとなる。鋼鉄の厚こう壁へきをも上回る強度と無類の柔じゆう軟なん性をほこる障しよう壁へきが、地上から撃ち上がった氷の閃光を迎むかえ撃ち──

「っ！」

　後退した。

　大魔女と恐れられた少女が防ぼう御ぎよを捨てて回かい避ひ行動を取る。それは百年前、あらゆる帝国兵が一度として見たこともない光景だった。

「よもや……」

　つっ、と褐色の頰ほおを伝う赤い滴しずく。

　ネビュリスが展開した大気の盾を突破した氷の流星が、その頰をわずかながらも掠かすめていたのだ。

「大気の守護さえ貫つらぬくか」

「まだまだ。この光弾は、地上の雪結晶がなくなるまで続くんだから！」

「────」

　褐色の少女が空中で旋せん回かい。

　空高くまで飛ひ翔しようしたかと思えばその場で反転。さらに一回転して地上すれすれに降下するや、急停止。複ふく雑ざつ怪かい奇きな飛行経路でもってアリスの光弾をかわしていく。

　だが、それもせいぜい数百発。那な由ゆ他たという無限に近しい圧あつ倒とう的な弾だん幕まくに追い詰つめられ、ネビュリスが再び虚こ空くうで動きを止めた。

　それに応じるかのように、自分たちを吞のみこんでいた暴風も噓うそのように鎮しずまって。

「追い詰めたわよ、始祖」

　勝った。アリスがそんな自信を覗のぞかせる。

「降こう伏ふくす──」

「So aves cal pile来たれ、天の杖」




〝星の中枢に干かん渉しよう〟

〝我が身と接せつ触しよく。時空の最果てより呼び招く〟




　天を仰あおぐ大魔女。その頭上がまるで曇どん天てんのように暗くなり、太陽の日ひ射ざしを遮さえぎる禍まが々まがしき黒の障しよう気きが渦巻きだす。

「……私の星が!?」

　黒の気流が転移し、ネビュリスの前に障壁として具現。

　そこにアリスの氷の光弾が襲おそいかかる──が、大気の守護を切り裂いた氷の星が、黒の気流に触ふれた途と端たん、蒼あおい輝きだけを残して弾はじけとんだ。

「何？　何なの、あの黒い気流は!?」

　アリスが声を嗄からして見上げる先で。

　黒の気流が渦うずを巻いて収束していく。最古の星せい霊れい使いが掲かかげる右手に、少女自身の背せ丈たけに並ぶほど長大な棒が形成されていく。

「形成に時間がかかったな。まだ私も星霊も覚かく醒せいしきれてはいないが……」

　曲がりくねった黒杖。

　大魔女──まさしく魔女が魔術の杖を振ふるうがごとくソレを翳かざして。

「終焉と知れ」

　遥はるか天上から杖を投げ下ろす。

　その光景を目まの当たりにして、イスカは強きよう烈れつな目め眩まいに襲われた。

　……空間が歪ひずんでる!?

　……なんだ……あの気味悪い杖は!?

　天の杖。

　地に迫せまるソレがどうしようもなく危険な代しろ物ものであると、肌はだで理解した。

「っ……星よ、あの杖を撃ち落としなさい！」

　蒼そう穹きゆうから降下する一本の杖。

　地上から撃ち上がる、那な由ゆ他たにおよぶ氷の星。

　両者が空中で正面から衝しよう突とつする。そうイスカが認にん識しきするより先、ネビュリスの放った天の杖の先せん端たんが瞬またたいた。

　──空間破は壊かい。

　大気が悲鳴を上げた。

　地上が轟ごう音おんと共に割れ砕くだけ、無限とも言える氷の光弾が一つ残らず消しよう滅めつして虚きよ無むの彼方かなたへと消えていく。

　気づいた時には──

　イスカは、不可視の衝しよう撃げき波はに空高く吹ふき飛ばされていた。

「……っ、……かっ、は……？」

　氷土に落下し、斜しや面めんを転がり落ちる。

　口内に感じる血の臭におい。倒たおれた時に口の内側を切ったのだろうが、いつ切ったのかもわからない。衝撃波を受けた瞬しゆん間かんさえ知覚できなかったからだ。

「……アリ……ス……!?」

「────」

　応こたえはない。

　うつぶせに倒れたまま顔を上げないネビュリスの姫ひめ。

　背中が微かすかに上下していることから息はあるが、衝撃波を浴びた上に全身を氷土に強打したはず。たとえ意識があったとしても動ける状態ではないだろう。

「天の杖でさえこの程度の威い力りよくか。やはりまだ力が戻もどりきってないな」

　宙に浮かんだままの黒の杖。

　アリスが放った氷の光弾をすべて消滅させ、大地を割り砕くエネルギーを放出しておきながらも、大おお魔ま女じよはむしろ不満げに鼻を鳴らすだけだった。

「……何が、この程度の威力か、だ……」

「それが私とお前たちとの違ちがいだ。天と地の隔へだたりさえ区別がつかないか？」

　圧あつ倒とうして当然。

　自分たちなど最初から敵にもならないのだと、その眼まな差ざしが物語っている。だが事実、ネビュリスの負傷といえばアリスがかろうじて与あたえた頰の擦かすり傷きずただ一つ。

　それ以外、わずかな砂すな埃ぼこりさえも彼女には付着していないのだ。

　これが始祖。

　黒杖を振るって天変地異を引き起こすその様は、まさに大魔女と呼ばれ恐れられるに足る力と言えるだろう。

　だが。

「────」

「なんだ、その目は？」

　星せい剣けんを支えに立ち上がるイスカ。

　その姿を上空から見下ろして、始祖の少女が不満げな声を上げた。

「逃にげるわけでもなく命いのち乞ごいをするわけでもなく、怯おびえるわけでもない。……気に障さわるな。私を睨にらみつけるその小こ癪しやくな行い。一いつ端ぱしに刃は向むかったつもりか？」

「いいや」

　左手に握にぎる星剣を杖代わりにして身体からだを支えて。右手に握るもう一本の星剣の切っ先を、イスカは大魔女へと突きつけた。

「刃向かうのは、ここからだ」

「正気か？」

　理解できないと言わんばかりに嘆たん息そくをこぼすネビュリス。

「天の杖を防いだのは、そこの娘むすめの星霊あってのこと。だが見ろ。地に倒れ、起き上がることさえままならない。もう我が杖を防ぐ手段はないだろうに」

「そうさ！」

　血の混じった息を吐はきだし、イスカは氷土を蹴けった。

「アリスが耐たえた一度きりだからこそ、無む駄だにする気はない」

　天の杖の力を我が身で思い知った。

　だが、それでも身体は動く。大きく割れた大地の傷きず痕あとをなぞるように疾しつ駆く。太陽を背に浮ふ遊ゆうする始祖のもとへ。

「走るしか能のない駄だ犬けんが」

　杖を手元に引き寄せる褐かつ色しよくの少女。

「醜みにくく地を這はえ」

　振るわれる天の杖。

　空間がむせび泣くように轟とどろき、大気が捻ねじれ、強烈な時空の刃やいばを創つくりだす。鉄よりも鋭するどい不可視の刃。それが──

　イスカの振り下ろした星剣が、迫る時空の刃を斬きり裂さいた。

「なにっ？」

「不可視だからって、そこに在るなら感じとることはできる」

　空間を歪ませる波動を肌で捉とらえ、不可視の刃が大気を斬り裂く音を聴きく。たとえ初めて見る攻こう撃げき手段であろうと、それが星霊術であるならば黒の星剣で遮しや断だんできる。

　……そしてその訓練はやってきた。

　……どんな星霊使いを前にしても決して怯ひるまぬように。

「何の冗じよう談だんだ」

「冗談？　僕はいつだって本気だね！」

　全方位から打ち下ろされる空間圧縮の刃。

　対し、イスカが取った選せん択たくは後退でも停止でもなく、さらなる加速だった。斬り裂かれる大気の悲鳴が告げるままに星剣を向け、不可視の刃の衝しよう撃げきを受け流す。

　背後から迫る刃を避よけ、左右から迫る刃をすり抜ぬける。大気の摩ま擦さつで頰がすり切れ、肩かたに裂れつ傷しようを受けてもなお────イスカは、止まらなかった。

　そして。

「……そのまま……走りなさい！」

　ネビュリスの姫もまた、ふるえる膝ひざだちで起き上がっていた。

「そびえ立て」

　氷の大地が隆りゆう起きする。

　そそり立つ壁かべのごとく生まれた氷ひよう塊かいが変形し、見事な氷細工さながらに削けずられ、研けん磨まされ、イスカの前に氷の階段として完成していた。

　目指すは天そ上ら──

　始祖ネビュリスへと至る、最後の光り輝かがやく氷の通み路ちとして。

「いくぞ」

「それが小癪だと言っている！」

　杖を逆手に握り替かえる大魔女。

「私と、帝てい国こくの長き因果を知らぬお前が──」

「まだ気づかないのか」

　氷の階段を駆かけ上る。

「その確かく執しつに囚とらわれてるから、このくだらない戦いが終わらないんだよ！」

「────黙だまれ！」

　放たれる天の杖。

「たとえ星剣であっても、この一撃には耐えられんぞ！」

　強烈な大気の乱れと風の唸うなりを従える時空破壊の一撃は、あらゆる星霊術を切断する星剣でもっても防ぐことはできない。

　剣の切っ先が杖の先端と触れた途端、そこを中心に時空破壊が起き爆ばくする。たとえ天の杖を切断しても破壊に巻きこまれるだろう。

「知ってるさ。それはアリスの光こう弾だんで見たことだ」

　キン、と澄すみきった音を立てて地に落ちる黒の星剣。

　それはイスカ自らが、自分の右手から手放したものだった。

「貴様、何を!?」

「世界で一番強い盾たてを知っている」

　右手を突つきだす。

　その手のひらに握った「氷の種子」を掲げて──




〝無敵の盾よ。帝国の大規模破壊兵器の火力だって封ふう殺さつしたわ〟




　彼女が無敵と言ったのだ。

　ならば自分は信じよう。この託たくされた盾が、天の杖つえに耐えうるものだと。

「アリス！」

　少年の呼び声に、氷ひよう禍かの魔女はたった一言で応じた。

　地に伏ふせながら。

　それでも絶対の自信を以もつて。

「……咲さきほこれ！」

　弾はじける氷の欠片かけら。

　硬かたく澄すみきった音がこだまする。イスカの手に握った「氷の種子」が芽生え、そこから形成されたのは世にも美しい鏡の盾だった。

　──氷ひよう花か。

　あらゆる星せい霊れい術をも切断する黒の星剣が防がれた、ただ一つの例外。

　アリスリーゼ・ルゥ・ネビュリス９世に宿る『氷花の星霊』の本質にして最高の星霊術が、世にも美しい大輪の氷花として顕けん現げんする。

〝……信じていいの？　帝国のキミを〟

　暴風のなかイスカは手を放さなかった。

　その握る手に、アリスは自らの最大の秘奥たる「氷花」の種子を託していたのだ。

　──大いなる花の守護。

　イスカの盾として。




　世界で最も美しい氷の花弁が、天の杖をも受けとめていた。




「馬ば鹿かなっ!?」

　天の杖と氷花とが、澄みきった音を立てて千々に砕くだける。

　無防備な姿をさらす褐色の少女は動けなかった。まだ力が目覚めかけであるとはいえ、絶対の一撃を完全に防がれたことへの動揺ゆらぎ。
















　事実を受け入れることさえままならない呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで。

「……なぜだ……」

「わからないのか」

　左手で白の星剣を振ふりあげる。

「百年前、お前に立ち向かう剣けん士しはいても、『剣士と星霊使い』はいなかった」

　すべての星霊使いの希望であったネビュリス。

　もしも彼女が今も星霊使いの希望であり続けていたならば、結果は違っていただろう。アリスが氷花をイスカに託すことはなかった。

　──星霊が決断したのだ。

　新たな時代を担になう星霊使いは、大魔女ではないのだと。

「もう一度寝ねてろ、ネビュリス」

　剣を振り下ろす。

　少女の外がい套とうから覗のぞく漆しつ黒こくの翼つばさの、その根元に向けて。

「次に目が覚める時は、きっと、世界はもう少しマシになってるさ」

　小さな悲鳴。

　力の源であった星霊を身体から切り離され、褐色の少女が意識を失う。

　目を閉じた大おお魔ま女じよが再び眠ねむったようにくずおれて、そして、空間のひび割れの中へ吸いこまれるように消しよう滅めつした。










　　　Intermission　『この昏くらき薄はく暮ぼのなかで』







　帝都ユンメルンゲン。

　その日にち没ぼつ。

　強い茜あかね色いろに都市が染まりつつあるなか、地上のはるか下。地下五千メートルに存在する昏き議事堂で、複数人による喝かつ采さいが鳴りひびいていた。

『素す晴ばらしい』

『大魔女ネビュリスの星霊反応が消失したわ。押さえこんだというわけね』

『惜おしむらくは戦せん闘とう映像が撮とれなかったこと。大魔女ネビュリスに宿る星霊は、この星のもっとも深き場所から生まれた星霊だ。映像が手に入っていれば星霊研究は飛ひ躍やく的に加速していただろう……』

『否いな。あの大魔女の覚かく醒せいを止めた意義は大きい』

『さすがはあの男の後こう継けい。いやはや期待どおりの戦果だ』

　照明一つない部屋。

　円えん卓たくを囲む八台のモニターから零こぼれる光のなか、浮うかびあがる八人の男女のシルエット。その姿はいずれも朧おぼろ気げで、大まかな体型を窺うかがうのが限界だろう。

　帝国の最高意思決定機関「八大使徒」。

『大魔女は再び沈ちん黙もくした。目下、氷禍の魔女がやや懸け念ねんではあるが……』

『魔女を仕留めるのが黒くろ鋼がねの後継の使命だ。なに、彼ならばやってくれるだろう。彼自身が望もうと望むまいと』

『左様』

『使徒聖五位──璃リ洒シヤ・イン・エンパイアの「実験」も順調だ。大魔女が眠りについた今、ネビュリス皇庁は墜ちる』

『あの男、黒鋼の剣けん奴どクロスウェルが私たちにも隠かくし続けてきた星の秘密。その後継者が何も聞かされていないとわかった時はアテが外れたけれど、まあいいわ。星の民たみの予言も近づいている。……もうすぐよ』

　艶つややかな女性の声に微び笑しようが混じった。

　妖よう艶えんで、知的で、そして聞く者に恐きよう怖ふを植えつける冷れい徹てつさを湛たたえた声で。

『黒鋼の後継イスカ。あなたの望みは叶かなうでしょう』

『そう。我々は君にすべてを与あたえる。君が平和を望むのならば、我々は遠からず、必ずや恒こう久きゆうの世界平和を約束しよう』

『──すべての魔女と魔人の消滅をもって』

『この星がソレを望んでいるのだから』

　それを最後に。

　モニターから一いつ斉せいに人ひと影かげが消えた。

　静せい寂じやくの帳とばりが落ちた帝国議事堂に、先の、わずかな拍はく手しゆの残ざん響きようだけが微かすかな木霊こだまとして残されていた。










　　　Epilogue　『この美しい星空の下で』







　黄こう砂さの舞まう荒こう野や。

　砂地を覆おおっていた氷が溶とけた後の地表には、天の杖によって抉えぐられた亀き裂れつが今も痛々しく残っている。

　その真っ暗な亀裂のなかへ──

　風に煽あおられた黄砂が少しずつ、ほんの僅わずかずつ、大地の窪くぼみのなかへ積もっていく光景があった。まるで大地の傷きず痕あとを砂で埋うめて癒いやそうとするかのように。

　そこに星の意思があるかのように。

「…………」

　その景色を横目に。

　イスカは小高い砂さ丘きゆうをゆっくりと登っていった。

「……もうこんな時間なんだ」

　砂混じりの夜風に首筋を撫なでられて、小さく身み震ぶるいする。中立都市エインを訪おとずれた時には正午だったはずが、気づけば太陽はすっかり地平線の彼方かなたへと沈しずんでいた。

　荒野を歩く。

　歩く、歩く、歩く。

　灯あかりも道もない無人の大地を歩き続けて。

「おまたせ」

　少年の上りつめた砂丘の先には、見み目め麗うるわしい金きん髪ぱつの少女が膝ひざを抱かかえて座りこんでいた。

　自分イスカより一足先に手当てを終えて。

　たった一人で、この砂丘で待っていたのだ。

「知ってると思うけど燐リンの火傷やけどは大だい丈じよう夫ぶだって。今しばらくは火傷の痕あとが残るけど時間が経たてば自然と治るみたい」

「ええ」

「ミスミス隊長は、ジンと音ネ々ネを待たせてるし、夜の循じゆん環かんバスで大急ぎで帝都に戻もどるって。始祖のことは喋しやべっちゃってもいいんだよね？」

「構わないわ。あの大魔女のせいで中立都市にも迷めい惑わくかけちゃったんだから、それを隠すことはできない。皇庁の責任だから」

　膝を抱えた姿勢でうなずくネビュリスの姫ひめ。

「わたしからも一つ。色々考えたけど、やっぱり大魔女は地下の聖域に戻ったと思う」

「皇庁の？」

「ええ。さすがにキミに詳くわしく説明はできないけど。聖域はわたしが責任もって管理する。お母様に入り口の鍵かぎも譲ゆずってもらうわ……もう勝手に目覚めないように」

　砂を払はらいながらアリスが立ち上がる。

　始祖との戦いで全身をひどく痛めつけられておきながらも、その立ち姿はあくまで気高く、そして美しかった。

　ネウルカの樹も海りで、初めて出会った時と同じように。

「これで互たがいに報告事は終わったわね」

「うん」

「……そう。じゃあ始めましょう。わたしたちだけの最後の戦い」

　誰だれにも邪じや魔まされない時と場所。

　条件は整った。

　黒くろ鋼がねの後継イスカと、氷ひよう禍かの魔女アリス──帝てい国こくと皇庁にて生まれた敵国同士の英えい雄ゆうが出会ってしまって、そして全すべてに決着をつけなくてはならない時が。

「手加減なしよ」

「ああ」

　一歩、前へと足を進めるアリス。

　それに倣ならうかのようにイスカもまた、歩を進める。

「…………」

「…………」

　互いに無言で相手を見つめ、一歩また一歩と近づいていく。

　五メートルだった距きよ離りが三メートルになり。

　三メートルだった距離が一メートルになり。

　気づけばイスカとアリスは、互いに触ふれるほど近い距離に立っていた。

「言いたいことがある」

「奇き遇ぐうね」

　帝国剣けん士しの言葉を受けて、皇庁の少女が首しゆ肯こうしてみせる。

　そして。

「……休戦。今日は……さすがに疲つかれた……」

「……異存はないわ」

　イスカとアリスは、ばたんと、同時に荒野に倒たおれていった。

「……今日だけよ？」

「わかってる」

「わたしたち、また明日あしたからは敵同士だからね」

「そうだね」

「…………」

「…………」

　仰あお向むけに、互いに頭上の星空を見上げて。

「綺き麗れいな空ね」

「うん」

　並んで倒れたまま微び動どうだにしない少年と少女。

　その姿は、もしも夜空を飛ひ翔しようする鳥が二人を見下ろせば、仲の良い恋こい人びとか、あるいは姉弟きようだいに映ったかもしれない。

「今日は『揺ゆりかご座』が綺麗ね。この時季にしか見られないから、もう見納めかしら」

「どれ？」

「アレよ。一目でわかるじゃない」

　指さす少年に、自分も指で星空を指さす少女。

「帝都は夜でも街灯あかりが強いから、こんな星空なんて滅めつ多たに見られなくて。あの真上にある蒼あおい星が繫つながってるのがそう？」

「そっちじゃなくて、その隣となり。……今度は行き過ぎよ」

「……難しい」

「もう、おバカさんね」

　互いに敵であるとしても。

　明日には再び戦わなければならない相手だとしても。

　──今だけは。

　笑い声を響ひびかせて。

　黒鋼の後継イスカと氷禍の魔ま女じよアリスは、二人で同じ星空を見上げ続けた。







　これは──

　魔キ女ミと僕の、戦いの物語。

　次に出会うのは遠い戦場？　あるいは世界が始まる聖戦？

　その物語が、始まった。










　　　あとがき







　主人公とヒロイン。なのに敵同士で、戦場のライバルでもある二人の物語──

　初期プロットから……もう丸二年くらい？

　思えば、とても長い時間をかけてきたものです。

　とはいえその二年間の猶ゆう予よも、執しつ筆ぴつから始まってイラストレーター（後述）が決まり、タイトルを決めなくてはと奔ほん走そうしている間にみるみると期限が迫せまり、あとがきの〆しめ切きりまであと三時間を切りました。

　正しよう真しん正しよう銘めいのラストスパート、いま必死です……。

　というわけで、本編に添そえて、もう少しだけお付き合い頂ければ幸いです。




　初めまして、著者の細さざ音ね啓けいと申します。

　本著『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』、手にとって頂きありがとうございます。

　細音自身はもともとファンタジア文庫でデビューしたものの、ファンタジア文庫からの新作はとても久しぶりでして。

　今まで本を出さずに何をサボっていたのかとお𠮟しかりを受けそうですが、そこはどうかお許しを……前置きのとおり本作の構想に集中していました。

（別レーベルですが、ＭＦ文庫Ｊで『世界の終わりの世界録アンコール』というシリーズも執筆しているところです）

　とはいえ二年間の空白って、振ふりかえると長い期間ですね。

　原げん稿こうと向かい合ってばかりで時間の流れを体感しにくい職業ではあるものの、それでもまわりの友人が転職したり環かん境きようが変わったり、細音も前述のように別レーベルで幾いくつか本を出したり。

　裏を返せば、それだけ長い期間、ゆっくり構想を温めることができました。

　本作については編集Ｋさまのご厚意もあり、刊行スケジュール以上に、作品の完成度クオリテイを高めることを最優先に取り組んできました。

　とはいえあとがきを書いている現在、いよいよ刊行が迫ってきていて、嬉うれしさ以上に、緊きん張ちようのドキドキで睡すい眠みん不ぶ足そくの日々です……（たぶん刊行日とか、細音は緊張で半分くらい気を失っていると思います）




　さて。

　そんな本作、いかがでしたでしょうか。

　主人公とヒロインなのに敵の英えい雄ゆう同士でライバル関係で、戦場で戦いあう仲。

　けれど二人が偶ぐう然ぜん、街で出で逢あったことから物語が動きだして、二人が単純な敵対関係だけではいられなくなる──というのがお話の主しゆ軸じくです。

　主人公イスカとヒロインの魔ま女じよアリスリーゼ。

　激しく衝しよう突とつしながらも時にくっついて。そんな二人がこれからどんな運命を巡めぐっていくのか。今後ともご期待頂ければ幸いです。




　そして本作を彩いろどるイラスト（むしろこちらがメインという説も？）。

　キャラデザインから始まりカバーイラストに口絵、モノクロ挿さし絵え、すべてを手がけてくださった猫ねこ鍋なべ蒼あお先生のイラストが出来上がっていくのが細音自身とても楽しみで、本作になくてはならないものになりました。

　この場を借りて──猫鍋蒼先生、ありがとうございます。

　特にアリス表紙には衝しよう撃げきを受けました。とびきりの情熱を感じさせる描かきこみで物語に色しき彩さいを与あたえてくださったこと、本当に感謝の思いで一いつ杯ぱいです。

　これからも（というか二巻もすぐですが）、ぜひぜひよろしくお願いします。

　折角の機会ゆえ、もう一方に御お礼れいを。

　本作から担当してくださった編集Ｋさま。

　お力ちから添ぞえがなかったら、この物語は完成しなかったかなと思います。原稿を誰だれより先に読みこんで最良の指示をくださったことに心から感謝を。

　猫鍋蒼先生にイラストをお願いできたこと、そして夜遅おそくまで一いつ緒しよに本作のタイトルを考えてくださったこと、一つ一つ挙げるとあとがきの余白を超ちよう過かしてしまうので控ひかえめにしつつ……これからもどうぞよろしくお願いします。




　そして少しだけ今後の展開のお知らせを。

　まず、この一巻と同日発売の雑誌ドラゴンマガジン七月号で、『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』の特集＆短編小説が掲けい載さいされています。

　本編同様にイスカとアリスのお話ですが、一巻とはまた違ちがったエピソードで導入向けの書きおろし短編になっています。ドラゴンマガジンを購こう入にゆうされる方は、こちらの短編と特集もぜひぜひご覧ください。

　さらに、第二巻。

　原稿の方はもう書き上がっていまして、嬉しいことに次巻の刊行もここでお知らせできそうです。




『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』２

　２０１７年７月20日刊行予定。




　一巻から隔かく月げつ刊行でお届けできるというのはとても嬉しくて、これは頑がん張ばらなくてはと、細音自身、気合いを入れて取り組んでいるところです。

　ちなみに、一コ巻レが本屋さんに並ぶ頃ころはたぶん、細音は今度は二巻あとがきの〆切と戦っているかと思います。（あとがき不慣れ派）

　というわけで。

　そろそろページも残り少なくなってきました。

　最後になりますが、あらためて、本作を手にとってくださり、そしてここまでお付き合いくださった全すべての方に御礼を。

　剣けん士しイスカと魔女アリスの物語──

　時に敵として、時にボーイミーツガールとなる二人の関係は、むしろここからが本当の始まりです。

　イスカとアリスの運命が今後どうなっていくのか。

　願わくば、これからも二人を応おう援えんして頂ければ嬉しいです。




　それでは。

　また、七月の第二巻でお会いできることを願いつつ。











まだまだ寒い初春の朝に　　細音啓　　　






※細音のツイッターで本作のお知らせなどできるかも。もしよろしければー。

　https://twitter.com/sazanek

















細音啓

●さざねけい



第18回ファンタジア大賞、受賞。近作に『氷結鏡界のエデン』、『世界の終わりの世界録（ＭＦ文庫Ｊ）』など。

ファンタジア文庫で久しぶりの新作、嬉しい半面ドキドキです……！

本作──主人公とヒロインが敵同士ライバル同士で、そんな二人がめぐり会う恋と戦場のファンタジー。

どうぞよろしくお願いします！


















カバー・口絵・本文イラスト／猫鍋蒼

カバーデザイン／草野剛










キミと僕ぼくの最さい後ごの戦せん場じよう、

あるいは世せ界かいが始はじまる聖せい戦せん








細さざ音ね　啓けい
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